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    　　　　プロローグ　～ゲームスタート～


    



    



    　俺おれは表彰台に上っている。


    　スーツに身を包んだ目の前の男が、知らない言語で話しかけている。


    　声が聞き取りづらい。周囲の歓声がうるさいせいだろうか。


    　どこか現実味がなく、すべてが遠くに感じる。


    　男はジェスチャーで頭を下げろと告げた。従うと首にメダルをかけられる。


    　なんて軽いのだろうと思った。


    　こんなものはきっと、いくつ重なろうと満たされない。気を抜くと、自分がここに立つ理由すら忘れそうになる。


    



    　だけど俺は、奪われることで知った。あのメダルには重さがあったのだと。


    　失ってから初めて気づくなんてのは、よくある話なんだろう。それを割り切れるかどうかは別にして。


    　俺おれは、この現実をやり直したいと思った。こんな世界は書き換えてやりたい。


    　一から十まで修正する必要はない。望むのは、不都合な部分だけを切り取った舞台。それ以外はリアルに限りなく近いバーチャル。それでいい。


    　そう願った時期も、あったんだ。


    



    　今の俺は、そのようなバカげた思考に陥おちいるほど重症ではなくなった。時間とともに傷は癒いえている。決して前向きではないが、少なくとも後ろ向きには生きていないつもりだ。健全な男子高校生らしくエロいことにもちゃんと興味を持てる。たぶん、恋愛にも。初恋の経験すら記憶にないのだけど。


    　俺は、このありきたりな日常も好きになれるだろう。


    



    　さて、そろそろ帰るとしようか。その場所こそが俺の日常だ。


    　そこではきっと、妹がゲームをしながら待っている──


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    『綾あや野の海かいには、ゲームをこよなく愛する妹がいる』


    



    　ある朝のことだった。


    　妹の空そらがキッチンにいない。いつもなら、とっくに朝食を作り始めている時間なのに。


    　洗面所やリビングでも見かけなかったので、まだ自分の部屋から出てきていないようだ。


    「……寝坊か？」


    　だとしたらめずらしい。空は何事もきっちりしているのに。


    　しばらく待ってみても空は姿を現さない。部屋をノックしても音おと沙さ汰たなし。


    　そろそろ登校の支度を始めないと遅刻してしまう。朝食抜きは覚悟しないといけない。


    　空の起床がこのように遅いのは幼少期、熱を出して体調をくずすことが多かった子どもの頃以来だった。


    　成長してからはそんなこともなくなって、年に数度カゼをひくことはあったけれど、そのときだって部屋の外から声をかければ反応くらいは返ってきた。


    　まさか、声を出すこともできないほど寝込んでいる……？


    　海は心配しつつ、思いきって部屋のドアを開けた。


    　年頃なので、おたがいの自室を行き来することはほとんどない。


    　実際、妹の部屋に入るのはいつ以来だろう。


    　海たち兄妹きようだいがこのマンションでふたり暮らしを始めてから、まだ一か月程度しか経たっていない。入ったのは引っ越し当日だけだったかもしれない。


    　空そらの部屋は殺風景だった。


    　ぬいぐるみやポスターなんてひとつも見当たらない。カーテンの色調もどことなく地味だ。


    　あとはベッドやクローゼット、勉強机や本棚といった必要最低限のものを除けば、目につくのはテレビとゲーム機くらいである。


    　そのゲーム機から伸びたコードの先には、コントローラを握る空の姿がある。


    　パジャマのまま、ベッドの上にうつ伏せで寝そべっている。


    「やっぱりまだ寝ていたのか……」


    　無む造ぞう作さに広がった黒髪は艶つややかで、肌はだが白いためかいっそう際立って見える。


    　まぶたを閉じて寝息を立てるその顔は、この春から高校一年生になったばかりでまだ幼おさなさを残していた。


    　テレビとゲーム機は電源が入っていた。画面に映っているのはゲームのタイトル画面だ。


    「昨夜、遊んでて、そのまま寝たのか」


    　部屋の明かりもついているので、間違いない。


    「ていうか、空っていつもこんな姿勢でゲームやってるのか……」


    　妹の秘密を知ってしまったような戸惑いがある。


    　こんなにだらしない空は初めて見た。逆に、だらしない自分を叱しかるのが常なのに。今け朝さはめずらしいことばかりだ。


    　ともあれ、体調不良ではなさそうでホッとする。


    「そんな格好で寝てると、ほんとにカゼひくぞ」


    　季節は春といっても、日によっては肌寒い。


    　海かいは毛布をかけてやろうとして、そうじゃないだろと自分にツッコむ。


    「空、時間がやばい。起きてくれ」


    　肩に手を置いて揺ゆさぶる。


    「このままだと学校に遅刻するぞ。朝飯は諦あきらめるから、早く起きて……」


    「兄さん……」


    　起きたのかと思いきや、寝言のようだった。


    「助けて……兄さん……」


    「…………」


    「ゲームが……」


    　ゲーム？


    　夢の中でも遊んでるのか。どれだけゲームが好きなんだ。


    　一方の海はゲームに疎うとい。空と違ってゲーム機なんて一機も持っていない。


    　だから助けてほしいと言われても、攻略の手伝いなんてできない。そもそも夢の話だろうけれど。


    　テレビのゲーム画面には見覚えがない。カタカナ表記のゲームタイトルも然しかりだ。


    　だが、ゲーム機のほうは知っている気がした。一緒に住んでいる妹の所有物だし、どこかで見かけていたとしても不思議じゃないが、なにか引っかかる。


    　フォルムが古くさく、最新機種ではなさそうだ。


    　空そらが大切に扱っているのか、目立った汚れは見当たらない。


    （このゲーム機の名前は、なんていうんだっけか……）


    　そうして海かいは、気づけばコントローラを握りしめていた。


    　なぜだろう。時間がないというのに。


    　試しにボタンを押してみると、効果音が鳴った。結構な大音量に驚く。


    　脳を直接殴られたような、心臓を鷲わしづかみにされたような、魂たましいを根こそぎ持っていかれたような感覚に陥おちいった。


    　海の意識はそこで途切れた。


    



    　のちに、空の「助けて」という言葉が大げさでもなんでもないことに、海は気づくことになる────。


    



    



    　────ゲームスタート。

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ①　～ヒロイン攻略～


    



    



    「起きろ、人間！　寝坊だぞ！」


    　徐々に意識が覚かく醒せいする。


    　綾あや野の海かいが最初に気づいたのは、顔の周りをなにかがぶんぶん飛んでいる音だった。


    （……うるさい）


    　べちっ。


    　払った。手て応ごたえ十分、ジャストミート。


    　ぎゃー！　というあまりかわいらしくない女の子の悲鳴が届いたような気もしたが、たぶん空耳だろう。


    　海はベッドから上体を起こし、思いきり伸びをした。


    　部屋には春らしい陽光が射し込んでいる。今け朝さも爽さわやかな青空が広がっているようだ。


    「寝起きは爽やかじゃなかったけどな。春だってのに、蚊かが出るもんなのか」


    「誰が蚊だー！」


    「ハエだというのか……!?」


    「驚くところそこじゃないだろー！」


    　海は目の前でわめき立てるハエ……ではなく、少女をまじまじと見た。


    　少女という表現も間違いじゃないが、それにしてはあまりにも小さい。手乗りサイズだ。


    　そして宙に浮いている。羽根が生えているので、飛んでいると言ったほうが正確だろうか。


    　妖精。


    　彼女に単語を当てはめるとしたら、それが一番しっくりくる。


    「神さまのあたしを見て蚊とかハエとか、失礼にもほどがあるんだぞ！　あがめられられらりゅならまだしも！」


    「あがめたてまつるって言えてないぞ……」


    　海は少女の首根っこをつまんで、上下左右から検けん分ぶんした。


    「こらーっ！　スカートの中のぞくなーっ！」


    「作り物にしてはよくできてるな……」


    「あたしはちゃんと生きてるんだぞっ！　さっさと離せーっ！」


    　妖精っぽい少女はじたばたして海の手から逃のがれたあと、そのまま部屋のドアの隙すき間まから飛び去っていった。


    「……なんだったんだろうな、今の」


    　まだ寝ぼけているのかも。早く顔を洗って制服に着替えよう。


    　キッチンでは今頃、妹の空そらが朝食を作ってくれているはずだ。


    「あれ？」


    　海かいは首をひねった。たしか今け朝さの空はめずらしく寝坊して、俺おれは体調不良を心配しながら部屋まで起こしにいって……。


    「…………」


    　海はようやく違和感の正体に気づいた。


    　制服を取り出すために、自室のクローゼットを開けようとしていた手が止まる。


    　自室……？


    　違う。誰の部屋だ、ここは。


    　内装がことごとく異なっている。寝ていたベッドも自分のものじゃない。


    　窓の向こうに視線をやると、外の街並みも初めて見る風景と化していた。


    　なんだろう、これは。


    「俺は今、どこにいるんだ……？」


    　青ざめる。


    　目覚めたら見知らぬ場所だったなんて経験は初めてで、これほどまでに恐怖するものなのかと戦せん慄りつする。


    　そもそも自分は、一度は起きたはずだ。


    　寝坊した空の部屋に向かい、その後になにを思ったのかコントローラのボタンを押した。


    　そうしたら、ここにいた。


    　……誰かに気絶させられて、誘ゆう拐かいでもされたとか？


    「ウソだろ！」


    　頭を抱えても事態は進展しないので、ひとまずこの部屋を出ることにする。


    　非常識な展開にも、海が動どう揺ようする時間は驚くほど短い。悪く言えば楽観的だが、良く言えば度胸がある。人並みに悩んでしまうことだってあるのだが、それは去年に嫌気が差すほど思い知っている。


    　部屋のカギはかかっていない。[image: ]なぞの妖精少女が逃げていったとおり、ドアがわずかに開いている。閉じ込められているわけじゃない。


    　警戒しながら階下に着いたところで、いい匂においが漂ただよってきた。


    　空腹を思い出し、自然と足が誘われる。


    　キッチンでは、妹──綾あや野の空がエプロン姿で料理をしていた。


    （……なんで空がここに？）


    　見慣れた背中。


    （空も、俺と同じで誘拐されたのか……？）


    　色白の美少女、一見すると深しん窓そうの令嬢のよう、というのは周囲の空そらへの評判。色白なのはわかるが、兄の自分からするとほかの表現はピンと来ない。


    　性格は基本、おしとやか。少々きついところがあり、そのせいで冷たく映ったりもするが、クールビューティーという表現はちょっと違う。


    　淡々としていても、笑うときは笑うし、怒るときは怒る。


    　海かいにだけ見せる、ぷくっと頰ほおを膨ふくらませる仕草なんかは、幼おさなくてかわいらしかったりする。


    　そんなふうに見知った妹とは違って、キッチンのほうはやはり見覚えがない。


    　なのに、空のその姿がやけに溶け込んでいるのはなぜだろう。昔からここに住んでいたかのように立ち居振る舞いが自然だ。


    「空……なんだよな？」


    　海がおそるおそる声をかけると、空はやっとこちらに気づいた。


    「兄さん……？」


    　振り向いて、信じられないような顔をして海を見る。


    「ウソ……兄さんに……出会えた……」


    「空はこの男に会いたかったんだよな？　あたしが連れてきてあげたぞ！」


    　どこから湧わいて出てきたのか、さっきの部屋で出会った妖精少女がない胸を反らしていた。


    「……パーシィ。わたしは、そんなことは一言も言っていません」


    「今、出会えたって言いながらうれしそうにしてたぞ」


    「し、してません。兄さんだけは巻き込みたくなかったのに……」


    　空は恨うらめしげにパーシィと呼んだ妖精少女をにらむ。その顔も怖いというよりはかわいらしい。


    「……空はこのオモチャを知ってるのか」


    　海がおそるおそる聞く。


    「いいかげんにしろっ、あたしは蚊かでもハエでもなければ、作り物でもオモチャでもないんだぞ！　あたしの名前はパーシィ。コミステに住んでる神さまだー！」


    「ゴミ捨て場に住んでるハエさま？」


    「ゴミって言うなっ、ハエもよけいだーっ！」


    「もうちょっとわかるように説明してくれ」


    「この人間、バカだ！」


    　聞き捨てならないのでつまんで放り捨ててやった。


    「なにするんだー！」


    　腹を立てたパーシィが海に跳び蹴げりをする。


    「ちょっ、鼻を跳び蹴りすんな！　地味にいてーよ！」


    　ゴミ捨て場のハエと格闘していると、空がため息をついて言う。


    「兄さん。わたしから説明しますので、落ち着いて聞いてください。最初は信じられないかもしれませんけど……」


    　そして空そらは海かいにひとつひとつ丁てい寧ねいに説明を始めた。


    



    「この世には名作とも良作とも呼ばれずに、人知れず忘れ去られ、あるいはクソゲーやバグゲーとして歴史から削除されたゲームが存在します。そんなソフトばかりが発売され、今では誰からも見向きもされず、話題に上のぼったとしても『ゴミ捨て』などと揶や揄ゆされるだけのゲームハードとそのソフトに、わたしは最近ハマっていました。そのゲームハード──『Perceiveパーシーブ softソフト』というメーカーが開発した『コミカルステージ』には、つくも神がみのパーシィが宿っていたんです」


    　つくも神という単語に少し反応したが、空が続きを話しているのでひとまずおいておく。


    「パーシィは言いました。どんなゲームにだって、光るところはある。ゴミ捨てじゃなくて、ちゃんとコミステって呼ばれたい。大勢じゃなくていい。たったひとりだけでもいいから、コミステの魅力を知って欲しいって。パーシィはそんな願いから、システムがどんなに難解で理り不ふ尽じんなゲームでも、楽しんでプレイするわたしに期待していたんだそうです。たしかにわたしは、ゲームはえり好みしないタチでしたけど……」


    　空の口から、このソフトがおもしろい、これはつまらないといった感想を聞いたことは海にもない。ゲームを総じて愛しているんだろう。


    「でも、コミステのソフトは発売日がとても古いですので、どれもバックアップの電池が切れていてセーブができませんでした。電池の交換を取り扱っている店もありません。わたしが学生なのもあって、長時間のプレイができずに最後までクリアすることは難しかったんです。


    　そんなときでした。わたしの意識が突然、ゲームの世界に取り込まれたのは。どうも誰かが誘いざなったようなんです。ゲームの登場人物となって、時間がない身でもプレイするしかない状況を作り上げて、エンディングを目指してくれることを望んで……」


    「空をそんな目に遭あわせたのが、パーシィってことか」


    　海の指摘に、空は首を横に振った。


    「わたしをこの世界に連れてきたのは、パーシィではありません。本人がそう主張していますし、パーシィの性格からしてわたしを騙だますようなことはないと断言できます。だから、ほかに犯人がいるんだと思います」


    　ここから先は、パーシィが補足してくれた。パーシィの説明は空と違ってわかりづらかったが、海はどうにか理解に努める。


    　空とは違い、海をこの世界に連れてきたのはパーシィの神としての力だった。


    　そこにはいちおう正当な理由があった。


    　この世界のもとになっているゲーム──『ドリームメモリーズ』は主人公が男であるために、女の空ではストーリーを進めることができなかったのだ。


    　空そらは、時が止まったようなこの世界にひとりで閉じ込められていた。


    　脱出の手立てが見つからないまま、ゲーム上の街で過ごすしかなかった。この家に馴な染じんでいるように見えたのはそれが原因だ。


    　そんなふうに空は助けを待つしかできず、見かねたパーシィが独断で海かいを呼んだとのこと。


    　空の代わりに、主人公としてプレイしてくれることを期待して。


    　この話が真実なら、誰かに気絶させられて誘ゆう拐かいされたという、海の考えはおおむね当たったことになる……。


    



    　海は半はん信しん半はん疑ぎで周囲を見回した。


    　この家は海と空が住んでいたマンションではなく、『ドリームメモリーズ』の主人公の自宅という話だ。


    　空は海よりも先に連れてこられたため、以前から住んでいたようだが、その期間はあくまでゲーム上での時間のようだった。


    「わたしはこの場所──ゲーム世界で、ある程度過ごしましたけど、現実では一晩しか経たっていないみたいですね」


    　空が現実の時間を把握しているのは、パーシィのおかげらしい。ふたりが今、空の部屋で眠り続けている状況も聞くことができた。


    「あたしは人間と違ってゲーム世界と現実世界を行き来できるんだぞ。神さまだからな！」


    　だからこそ、コントローラを握ってゲームをスタートさせた海を知り、プレイの意思があると踏んで連行したという。


    　これでもし空がからんでいなければ、海はこの妖精少女をハエたたきでホームランにしていたことだろう。


    「パーシィっていったか。このよくわからん場所に俺おれを誘拐できるんだったら、その逆も可能なんじゃないのか？　早く現実に帰してくれ」


    「それができるんだったら空はここで暮らしてなんかないんだぞ。ついでにおまえも帰ることは不可能なんだぞ。今のおまえたちは密室に閉じ込められてゲームを強きよう要ようされた参加者と言っても過言じゃないんだぞ。そんなこともわからないからおまえはバカなんだぞバカ人間」


    「そっすか」


    「ぎゃー！」


    　結局海はパーシィをハエたたきで、かっ飛ばした。


    「兄さん。パーシィは新しん米まいの神さまなので、今のところ可能なのは人間の精神をゲーム世界に一方的に連れてくることだけだそうです」


    　空が淡々と説明してくれる。


    「その力も実は初めて使ったんだぞ！　なのに成功するなんてあたしは天才神さまだぞ！」


    　パーシィは戻ってきて胸を反らした。こいつ打たれ強いな。


    「巻き込んでしまってごめんなさい、兄さん……」


    「空そらのせいじゃないだろ？　元げん凶きようはこいつなんだから」


    「いちいちあたしの首根っこをつまむなー！」


    　空は、兄を巻き込みたくなかったと言った。


    　だけど海かいは知っている。


    　寝言で『助けて』と、たしかに言った。


    　海はだんだんと思い知る。経験上、空はつまらない冗談なんて言わないので、今の説明をむげにすることはできない。


    　だったらこんな薄気味悪い場所からは、一刻も早く抜け出すべきだ。


    「でも、ここから出る方法は今のところ見つからないんだよな……」


    「いいえ。今はちゃんと目星がついています」


    　空は力強く断言した。


    「この世界で暮らしながら、わたしなりにその方法を考えていたんです」


    　空は女なので主人公不在扱いとなり物語が進まなかったため、空はゲーム上での初日をループしていたそうだ。


    　漫まん然ぜんと同じ日を繰り返していたわけではなかったのだ。


    「その方法というのは……」


    　空は言葉の途中で眉まゆをひそめる。


    　同時に海も気づいた。近くで焦こげくさい匂においがする。


    「フライパンの中身が真っ黒になってるんだぞ」


    　パーシィの指摘で、空は慌あわててコンロの火を止めた。


    「朝ごはんを作っているの、忘れていました……。わたしとパーシィの分だったんですけど、兄さんに分けることもできたのに……」


    「いいって。のんびり飯食ってる気分じゃないし」


    「あたしはおなか空すいたぞ……」


    　パーシィだけ空気を読んでいない。


    　現実でも覚悟していたが、朝食抜きは確定。そのときは遅刻との兼ね合いだったけれど。


    　それにしても、ここはゲームの世界なのだからバーチャルなわけで、そのわりには食欲というものが存在する。


    　ほかにも睡眠欲は普通にあったし、パーシィに攻撃されたときに食らった痛みをはじめとする五感や、会話の際の喜き怒ど哀あい楽らくだってやけにリアルだ。


    　現実との差異はどこにあるのだろう？


    「兄さん。代わりというわけじゃありませんが、どうぞ」


    　空そらが包みを差し出してくる。


    「なんだ？」


    「お昼のお弁当です。朝ごはんの前に作ってあったんですけど、こちらは無事でよかったです。ただ、今け朝さはもう時間がなさそうですので、学校で食べるようにしてください」


    「……学校って、登校するのか？」


    　空は迷わずにうなずいた。


    　こんな状況下でそんなことをしている余裕があるのだろうか。


    「あたしのごはんは……」


    「パーシィのお弁当もちゃんとありますよ」


    「やったー！　だから空は大好きだぞ！」


    　その弁当も海かいが受け取った包みと同じ大きさだった。


    　どうでもいいが、手乗りサイズのくせにこの量を食べられるんだろうか。


    「でも、俺おれがもらっていいのか？　これっておまえの弁当だろ」


    「いいんです。それよりも、急いで登校の準備をしましょう」


    　空はエプロンを脱いで、てきぱきと指示を出す。


    「兄さんはまず、パジャマから制服に着替えて身支度を整えてください。それから通学カバンを持って登校しましょう。制服もカバンも兄さんが眠っていた部屋──主人公の部屋にあるはずです」


    　海はいろいろ言いたいことがあったが、とりあえずひとつだけ、


    「……登校しないと、今の状況は打破できないってことか？」


    　そう聞いた。


    「バカ人間にしては察しがいいんだぞ」


    　パーシィがえっへんと答えた。いつも自慢げにしている意味がわからない。


    「兄さん。ふたりで必ず、この世界から脱出しましょう」


    　空はささやかな笑え顔がおを見せる。


    　ひとりよりもふたりのほうが心強い。空からはそんな安あん[image: ]どがうかがえる。


    　そうして海は現実での日課と同様、空と共に学校に向かうことになった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　空はすでにこの街の地理を把握しているため、学校までの案内は簡単だという。


    『ドリームメモリーズ』の主人公が通っている高校である。


    　ここでも空はひとつ下の妹として設定されており、通っている学校も海と同じ。


    　海が二年生で、空は一年生。


    　街も学校もゲームの設定どおりだが、海かいと空そらに関してだけは違っている。元々の主人公の名前は綾あや野の海じゃなかったし、妹がいる家庭でもないそうだ。


    　両親が今は遠く離れているところは、偶然とはいえ重なっているらしい。


    「登校すればわかると思いますけど、兄さんとわたしの存在以外にも、実際のドリメモと異なっているところはあるようです」


    　自分たちがやってきたことで、歪ゆがみでも生まれたのだろうか。


    「わたしたちに合わせて、ドリメモの世界が修正されていると言ってもいいかもしれません」


    「ドリメモっていうのは？」


    「この舞台、ドリームメモリーズの略称です」


    「コミカルステージをゴミ捨てって呼ぶ感じか」


    「その略だけは使うなー！」


    「……ちょっと待て。おまえも登校するのか？」


    　パーシィもちゃっかりついてきていた。海と空の目の前をせわしなく飛んでいる。


    　視界の邪魔になるし、ぶんぶんうるさいしで、はたき落としたくなってくる。


    「あたしはこれまで、空が登校するときはいつもついていってたぞ。弁当だって海のカバンに入れておいたんだぞ」


    　いつの間まに。


    「パーシィには、兄さんのそばについていてもらうつもりです」


    　空がそう提案した。


    「兄さんはまだ勝手がわからないと思いますから、ナビ役としてです。今日きようだけじゃなく、今後も。わたしは学年が違うので、助けることができませんし」


    　話しているうちに学校に到着した。


    　高校名は『夢ゆめ色いろ高校』。


    　校庭には桜が咲いていた。登校する生徒の頭や肩を、舞い散る花びらが飾っている。


    「それでは、兄さん。次はお昼休みに会いましょう」


    　今け朝さできなかった脱出方法について話しあう約束をして、廊下の途中で空と別れた。


    　代わりにパーシィが、海の制服の胸ポケットに忍び込む。


    「教室の場所を教えてやるぞ。ほかにも困ったことがあったら、あたしが助けてやるぞ」


    「……まあ、そこに隠れてるなら、ほかの生徒に見つかって驚かれることはないか」


    「あたしの神こう々ごうしさに驚いてあがめられられらりゅるのもいいけど、その心配は無用なんだぞ。おまえ、気づかなかったのか？」


    「なにを？」


    「登校中は外を飛んでたのに、あたしのことは誰も騒ぎ立てていなかったぞ」


    　言われてみると、そのとおりだ。


    「ハエだって思われてたのか、普通に」


    「それはぜんぜん普通じゃないぞ！　あたしは神さまだから、選ばれた人間しかお姿を拝見できないし、お声を拝はい聴ちようできないんだと思うぞ。おまえみたいなバカ人間をあたしが選んでしまったのは悔くやまれるけど」


    「その暴ぼう言げんのツケはあとで払わせるとして、神って結局なんなんだ。空そらはつくも神がみだって言ってたけどさ」


    　おそらく『コミカルステージ』に住んでいる神だとパーシィが話したため、物に宿るとされるつくも神を当てはめたのだろう。


    「空の言葉が本当かどうかは、あたしにもわからないんだぞ。ただ、あたしは目覚めたんだ。コミステっていう物に心が生まれたんだ。神としての物心がついたんだ」


    「……よくわからんな」


    「あたしにもわからないんだから、おまえにわかるわけないんだぞ」


    　海かいはパーシィから教わった教室に入り、遅刻ぎりぎりで席につく。


    　授業の時間割は知っている。というよりも、部屋にあった通学カバンの中にすでに今日きようの授業道具が入っていた。


    　予よ鈴れいが鳴ると同時に、隣の席に誰かが座った。


    「今け朝さはずいぶん遅い登校だったみたいね」


    　海は息を呑のむ。


    　油を差し忘れたロボットのような動きでその声の主ぬしを見た。


    「豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らって泣きっ面つらになったハトがハチに刺されたような顔をして、いったいどうしたのかしら」


    　楠くすの瀬せユウヒ────。


    　ユウヒとは、学校が違うはずなのに。


    　それどころか彼女は街を出て、二度と会うことはないとまで言われたのに。


    「おまえ……いつこっちの街に戻ってきたんだ？」


    　ユウヒは呆あきれ顔をつくった。


    「私は生まれも育ちもこの街よ。アホなんじゃなくて」


    　つれない物言いも記憶のとおりだ。


    　背は小さいくせに態度は尊大、しゃべらなければペットみたいに愛くるしいけど体型はロリぺったん。


    　妹のアサヒはロリ巨きよ乳にゆうなのに……と[image: ]うわさしていたのを地獄耳で捉とらえたユウヒが、その男子生徒を社会的に抹まつ殺さつしたのは中学時代の思い出のひとつだった。


    　中学卒業後はおたがい、それぞれの高校に進学し、ユウヒとはそれっきりになった。


    　途絶えたはずの関係がこうして戻ったことで、海は体以上に心が震えた。


    「ここはゲーム世界なんだぞ。現実とは違うんだ」


    　胸ポケットからのパーシィの言葉で我に返る。違う高校に通っているユウヒが隣の席に座っているわけがない。そもそもこの街、この学校はバーチャルだ。


    「てことは、ユウヒもこの世界に連行されたのか……？」


    「どういう意味かしら」


    「気をたしかにもって聞いてくれ。ここはゲームの世界なんだ、現実の世界じゃないんだよ」


    「アホドジマヌケなんじゃなくて」


    　一いつ蹴しゆう。


    「気をたしかにもつのはあなたなんじゃなくて」


    　ごもっともかもしれないが。


    　海かいがなにを言っても、ユウヒは聞く耳をもたなかった。担任の先生が教室に現れたことで、海は引き下がるしかなくなった。


    「楠くすの瀬せユウヒのことは、空そらから聞いていたけどおまえや空と違って、あたしみたいな神に呼ばれたわけじゃないんだぞ」


    　パーシィが周囲を気にせず大きな声で話しかけてくる。焦あせったが、クラスメイトは気づいていない。パーシィの存在は、自分と空のふたりだけが認識できることを改めて理解する。


    「現実にも似た人間がいるみたいだけど、いくら名前や姿、性格がそっくりでも同一人物じゃないんだぞ」


    「……なんでそうなる」


    　パーシィの言葉に、海は口元に手を当ててひそひそ声で尋ねた。


    「彼女の妹の楠瀬アサヒが、空の友だちなのは知ってるだろ」


    「ああ」


    　そもそも楠瀬姉妹とは幼おさななじみだ。


    「空もおまえと同じように、クラスでアサヒと出会ってるんだ。でも、今のユウヒと変わらない反応だった。態度はもっとやわらかかったけどな。それから空は、あたしに頼んで現実のアサヒがどうしてるか確認した。アサヒは普通に暮らしてたぞ」


    　もし本当にこの世界に呼ばれたのだとしたら、海や空のように現実での体は眠ることになるという。


    「アサヒはおまえたちと同じ街に住んでるから簡単に確認できたけど、ユウヒのほうは遠くに引っ越してるのなら調べるのが難しい。それでも、アサヒの場合と変わらないに決まってる。ふたりはＮＰＣってことだぞ」


    「ＮＰＣ？」


    「おまえ、ほんとにゲームに疎うといんだな。ノンプレイヤーキャラクター、つまりプレイヤーが操作してないキャラのことだぞ」


    「……それが本当だとして、ユウヒやアサヒちゃんとうりふたつの理由は？　まさかドリメモにそっくりさんがもともと登場してたのか？」


    「そんなわけないんだぞ。理由のほうは知らないけど」


    「ナビなのに肝かん心じんなところで役に立たねえ……」


    「なんだとー！」


    　パーシィの跳び蹴げりが海かいの鼻に飛んできた。


    「なにすんだっ」


    「……どうしたのよ、いきなりひとりで騒ぎ出して」


    　隣の席のユウヒがかわいそうな人を見る目をしていた。


    　先生からも注意を受け、海は心の中でパーシィへの恨うらみをまたひとつ増やした。


    



    　朝のホームルームが終わる。


    　それで判明したのだが、今日きようは新学期の授業初日のようだった。


    　そういえば、校庭に桜が咲いていた。現実ではすでに散っていたのに。


    　どちらの世界も季節は同じだが、日付がずれていることに海はようやく気づいた。


    　休み時間になると、席を立ったり、座ったまま次の授業の準備をしたりと、クラスメイトは思い思いに過ごし始める。


    　彼ら彼女らもＮＰＣなのだろう。


    　ユウヒ以外はどれも見知らぬ顔ばかりだ。ユウヒの例があるなら、ほかに知りあいがいてもおかしくないだろうに。


    「ユウヒは誰か、クラスに友だちはいないのか？」


    「なによ突然。友だちどころか名前すら知らない生徒ばかりよ」


    「クラスメイトなのにか」


    「まだ新学期が始まったばかりなんだから、当然じゃなくて。そもそも、どうだっていい生徒の名前を覚える必要がどこにあるのかしら」


    「ひどい言いぐさだな」


    「ああ、いいんだ。たとえばオレのことは、生徒Ａとでも呼んでくれたらいい」


    　近くにいた男子生徒が気さくに割り込んできた。


    「おい、生徒Ａ。一時間目は移動教室らしい、いこうぜ」


    「わかった。すぐ準備するよ、生徒Ｂ」


    　ええー。


    「そういうあだ名がはやってるとか……？」


    「おもしろい着眼点ね、生徒Ｋ」


    「俺おれの名前は海だ！」


    「だからＫってつけてあげたじゃない」


    　ユウヒの冷ややかな言葉のあと、パーシィが待ってましたとばかりに情報を海かいへ伝える。


    「ヒロインをはじめとする主要キャラには名前があるけど、どうでもいいキャラには設定されていないのだー！」


    　なんて世界だ。


    　海は頭が痛くなってきた。


    



    　初日ということで、今日はどの授業もクラスメイトの自己紹介に終始していた。


    　生徒Ａ～Ｚまでの紹介はシュールの一言で、海は保健室で頭痛薬を求めたい気持ちでいっぱいになった。


    　そんな中、自分とユウヒ以外にもうひとり、まともな名前を持つ女子生徒を発見した。


    　弓ゆみ倉くら小こ雨さめ。


    　存在感が薄いせいか気づくのが遅くなったが、彼女は現実でもクラスメイトとして存在していたはずだ。


    　話したことはないし、彼女自身、積極的に誰かと接するタイプじゃない。


    　ユウヒに聞いても、彼女のことはよく知らないという。


    「ちゃんと知っておいたほうがいいと思うぞ。攻略ヒロインなんだから」


    　パーシィがそう忠告する。


    「接点をもっておかないと、のちのち困るんだぞ」


    　海はまだ首をかしげることしかできなかった。


    



    　昼休みに入ると、海は弁当を手に教室をあとにする。


    　パーシィはといえば、すでに早弁をすませ海の胸ポケットでぐっすり寝ている。


    「あ、センパイ。お姉ちゃん、教室にいますか？」


    　廊下に出たところで、ユウヒの妹である楠くすの瀬せアサヒと出会った。


    　アサヒはいつからか海を先輩と呼ぶようになったが、幼おさない時分にはお兄ちゃんと言って慕したってくれた。空そらは兄さんと呼ぶので、アサヒの慕い方が新鮮でうれしかったのを覚えている。


    　空にそう言ったら、絶対にお兄ちゃんとは呼んでやらないとなぜかキレられたけれど。


    「ユウヒならいるよ、呼んでこようか。なにか用事なんだよな」


    「はい。お弁当忘れてたから、届けにきたんです。お姉ちゃん、外ではしっかりしてるように見えるけど、家の中だとだらしないから忘れ物も多いんです」


    「よけいなことは言わないで」


    　呼ぶまでもなく、ユウヒが不機嫌そうに登場した。


    「……ボクの言葉聞かれちゃった。お姉ちゃん、地獄耳なんだから」


    　アサヒは自分のことをボクと呼ぶ。そのクセもあってか、明るく元気な印象は昔から変わっていない。


    　こうして彼女らが並ぶと、一歳差の姉妹というより双子に見える。


    　ふたりの体つきというか、胸のサイズは明らかに真ま逆ぎやくなのだけど。


    「アサヒ、どきなさい。私は学食に行くから」


    「お姉ちゃん、お弁当いらないの？」


    「いらない」


    「ダメだよ、いくらお姉ちゃんが嫌いなニンジンとピーマンとパセリが入ってるからって」


    「……そういうわけじゃない」


    「登校する前、中を確認してわざと忘れたでしょ。見てたんだから」


    　好き嫌いが激しいからユウヒだけ成長が乏とぼしいんじゃないかと海かいは思ったが、もちろん口には出さなかった。


    「まったく、口うるさいわね。あなたは私のなんなのよ」


    「お姉ちゃんのツンデレにも負けない、健けな気げな妹だよ」


    「アホなんじゃなくて」


    　ふたりの会話は聞きようによってはケンカだったが、幼おさななじみの海にはわかる。


    　今のこのふたりは、仲がいい。


    　だけど、今のこのふたりではない、現実のふたりは仲なか違たがいをしている。


    　海とユウヒの関係が切れたように、ユウヒとアサヒもある日を境にそうなった。


    　そのような事情があるからこそ、ユウヒとの出会いには驚いたし、こうして仲のよさを取り戻しているふたりを見ると安あん[image: ]どする。


    　たとえふたりが仮想の産物なのだとしても。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは、中庭のベンチで兄の海を待っていた。


    　手にあるのは購買部で買った総菜パン。


    　これひとつだけだが、兄と同じで食欲はそんなにないし、もともと空は小食だ。


    （兄さんに渡したお弁当……。わたしが食べる量だから、普段の調子だったら少なかったって言うんでしょうね）


    　この世界に慣れてくれば、兄も平常どおりに戻るだろう。


    　むしろそうでなければ、現実に帰ることはできないと空は思っている。


    　無事の帰還を願う意味でも、今後はちゃんとごはんを作ろう。


    　自分のためだけじゃなく、兄のためにもまた家事をやろう……。


    「なにかいいことでもあったの、空そらちゃん？」


    　正面に影が落ちる。


    　空はびっくりした。急に現れた相手に対してではなく、誰かの接近に気づかないくらい考えに没ぼつ頭とうしていた自分に対して。


    　見上げると、そこには友とも利り星ほし見みが立っていた。


    「……いいこと、ですか？」


    「うん。笑ってたように見えたから」


    　空は、両手をとっさに頰ほおに当てた。


    　こんなことをしても笑っていたかはわからないが、もしそうだとしたら隠してしまいたい。


    　特に彼女には、素すの自分を見られたくなかった。


    　星見はこの学校の三年生で、空たちの先輩にあたる。


    　現実では、兄が所属していた野球部のマネージャーを務めていた。


    　過去は部活三ざん昧まいだった兄。空はひとり、自宅で兄の帰りを待つことが多かった。親は仕事で家を留守にしがちだったから、よけいにその時間が長かった。


    　それで、ひとりでも遊ぶことができるゲームが趣味になったのだ。


    （……兄さんが心配ばかりかけるから、ゲームをしていても集中できないことが多かったりしたんですけど）

  



  [image: ]



  
    　兄はなにかに夢中になると、自身を顧かえりみない傾向がある。


    　だから部活でもケガが絶えなかった。しかも兄はケガなんてどこ吹く風なので、空そらは小言を言いながら手当てする。


    　そんな日がどれだけあっただろう。もはや数え切れない。


    　空が心配になるのも無理はなかった。


    　そして、空のそんな思いに反して、兄は夏の大会が終わったあとに大ケガを負った。


    　オーバーワークによる疲労が原因だと聞いている。


    　兄は、そのまま退部するしかなくなったのだ。


    （なのにわたしは、なにもできなかったんです……）


    　兄が大変なときにそばにいたのは空ではなく、星ほし見みだった。


    　それが無む性しように悔くやしかった。


    　なぜ、兄を助けてくれなかったのか。


    　練習量が多すぎたのなら、なぜ止めてくれなかったのか。


    　だけどそれは、自分自身にも言えることだから、空にできるのは後悔だけ。


    　星見を避けることだけ……。


    「……空ちゃん？」


    　星見はまだ立ち去っていなかった。


    「私……気を悪くすること言ったかな」


    　心配そうにのぞき込んでくる星見に、空は内心を悟らせないように居ずまいを正す。


    「いえ。先輩の言葉どおり、喜ばしいことはありましたから。兄さんがちゃんと登校してくれたんです」


    「海かいくん、学校を休みそうになってたの？」


    「はい。ケガや体調不良ではありませんけど」


    「じゃあ、寝坊？」


    「そんなところです」


    　今に限らず、これまでも──初日をループしていたときにも兄の話題は出たことがある。


    　兄はいつも欠席扱いで、星見は親しん身みになって心配していた。


    　だが、なにを聞かれても空には答えようがなかった。


    　その頃、兄はここではなく現実世界にいたのだから。


    　星見との会話が違った展開になったことで、ストーリーがようやく進むのだと実感する。


    　ゲームのプロローグにあたるこの日はもう、訪れないだろう。


    （そう……。兄さんは明日あしたから、ヒロインのうちの誰かを攻略することになるんです）


    　彼女には友とも利り星見という名前がある。


    　つまり攻略ヒロインのひとりなのだ。


    （兄さんが、友とも利り先輩を攻略しようと言い出しませんように……）


    　そう願う。


    　ここがいくら仮想だろうと、心しん中ちゆう穏やかではいられない。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいが中庭に出向くと、空そらだけではなく星ほし見みも見かけた。


    　彼女もＮＰＣとしてこの世界に存在しているようだ。


    　現実での彼女は容よう姿し端たん麗れい、成績優秀、品ひん行こう方ほう正せいと三拍びよう子しそろったアイドル的存在だった。


    　部活だけではなく、クラスでもそうだったと聞いている。


    「海くん、今け朝さは寝坊したんだって？」


    　寝坊？　空よりも遅くこの世界で目覚めたという意味なら、合っているけれど。


    「空ちゃんは違うって言ったけど、実は体調不良を隠してるとか？」


    「いえ、普通にぴんぴんしてますが」


    「じゃあそんな海くんを見込んで、思いきって尋ねてみようかな。お姉さんのお願い、聞いてくれる？」


    　自分のことをたまに、お姉さんと呼ぶのは彼女のクセだったなと思いながら、海は答える。


    「先輩のお願いならなんだって聞きますよ」


    「…………」


    　空の視線が痛かった。


    「海くん。新学期にもなったし、心しん機き一いつ転てんってことで私の部活に入ってみない？」


    　海は、すぐには反応できなかった。


    　手のひらが汗ばむのを感じたところで、やっと答える。


    「……それって冗談ですよね」


    「冗談なんかじゃないよ、本気だよ」


    「先輩、忘れたんですか？　俺おれの肩のこと」


    「肩？」


    「ケガをしたじゃないですか」


    「え……？　体調不良じゃなくて、ケガのほうだったの？」


    「……今朝の話じゃなくて、去年のことですって」


    「そうなの？　私は知らないけど……」


    　話がかみ合っていない。


    　海は、まさかと思って肩を回した。


    　痛みはきれいに抜けている。


    　海かいは天を仰あおいだあと、弾はじけたようにグラウンドの方向へ駆かけ出した。


    「か、海くん？　どうしたの……？」


    　慌あわてる星ほし見みとは裏腹に、空そらはただ黙って見送った。


    　海はグラウンドの隅すみに構える体育倉庫で、野球ボールを見つける。


    　軽く肩を慣らしてから、振りかぶって投げる。すると以前と同じパフォーマンスを発揮できた。


    　これなら、部活も続けられる……？


    （……だからこそ、ここは現実じゃないんだな）


    　海はもう一度、天を仰いだ。


    　遠く離れたはずのユウヒが、今は隣にいて。


    　ユウヒとアサヒは思い出のとおりに仲が良くて。


    　星見が部活に誘ってくれるくらい、自分もまたケガをする前のコンディションで。


    　まったく、この世界は残酷だな……。


    　やるせない衝しよう動どうをどうにかしたくて、その場所を求めてまた駆け出した。


    



    　海が中庭に戻ってくると、すでに星見の姿はなかった。


    　だけど、空は変わらずベンチに座っていた。


    　空の顔を見るとホッとする。


    　この世界で唯ゆい一いつ無む二にの仲間であり、現実と仮想のどちらの世界でもたったひとりの妹だ。


    「空だけじゃないぞ……あたしも仲間なんだぞ……」


    　パーシィの寝言のフリをした言葉は無視する。


    「兄さん。お弁当を持ったまま走ると、中身がくずれてしまいますよ」


    「……ああ、そういえば」


    「朝食代わりにはしなかったんですね。口に合いませんでしたか？」


    「違うって。おまえの料理がまずかったためしないし」


    「……そうですか」


    「食欲なくてな」


    「ちゃんと三食とらないと健康に悪いですよ」


    「そのセリフ、そっくり返すさ。そっちも朝は抜いてるんだから」


    「……食べましょうか。隣、座りますよね？」


    「ああ」


    　それからは言葉もなく、チャイムが鳴るまで空の隣で過ごした。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の兄妹きようだいのそんな様子を、弓ゆみ倉くら小こ雨さめは木こ陰かげから盗み見ていた。


    　どうやらあのふたりも、この世界の異状を認識しているようだ。


    　小雨が最初に目をつけたのは、妹の綾野空そら。


    　自分と同じく名前を持ったキャラクター。


    　楠くすの瀬せユウヒやその妹のアサヒ、友とも利り星ほし見みも名前持ちだが、空はこの三人とはどこか違った空気をまとっていた。


    　その後、綾野海かいが登場したことで小雨は確信に至った。


    　ふたりは自分と同類の人種だと。


    「……小雨もそろそろ、動くとしましょうか」


    　自身を名前で呼ぶ名前持ちの少女は、そうして誰にも悟られることなく場を去った。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    「おかえりなさい、兄さん」


    　海が学校から帰宅すると、一足先に戻っていた空が出迎えた。


    　親のいない我が家でも、空は必ずいてくれる。


    　現実ではそれが当たり前だったが、この世界だとありがたみが格段に増していた。


    「早速ですけど、今け朝さやお昼にできなかった話をしたいと思います」


    「この世界から脱出する方法だよな」


    「あたしはおなか減ったぞ……」


    「おとなしくいい子にして待っていたら、パーシィのために晩ごはんはハンバーグにします」


    「わーい！」


    　このハエ少女は脱出の役に立つことがあるんだろうか。


    　リビングのソファに座ると、空がお茶を出してくれた。その後に始められた空の説明に、海は耳をそばだてる。


    　この世界のもとになったゲームである『ドリームメモリーズ』、略して『ドリメモ』をクリアすることが脱出の条件になるだろうと、空は予想しているようだった。


    　パーシィがゲーム機『コミカルステージ』のつくも神がみなら、ゲームソフトである『ドリメモ』のつくも神だっているはずだ。


    　おそらくその存在こそが、今度の犯人。最初に空を誘ゆう拐かいした張本人。


    　ゴミ捨てなどと呼ばれて人間に恨うらみを持っており、それが高じて今回の件に至ったのだと考えられる。


    　恨みを晴らすには、誰かが『ドリメモ』を最後まで楽しんでプレイして、ハッピーエンドを迎える以外にないだろう。


    　だが今け朝さ話したとおりに、空そらひとりの力ではエンディングにたどり着くことができない。


    　主人公役の男子の存在、この場合は海かいの協力がどうしても必要になる。


    　部活一いつ辺ぺん倒とうだった海はゲームに詳しくないし、『ドリメモ』なんて見たことも聞いたこともないソフトなのだが、そこは空が全面的なサポートを約束してくれた。


    「ドリメモってどんなゲームなんだ？」


    　海はゲームが嫌いというわけじゃない。空がよくプレイしているので、気にはなっていた。


    　やるとなれば、どんなものでも全力を尽くすつもりだ。


    「ドリメモは、一言で言うなら恋愛シミュレーションゲームです。ヒロインを攻略する、つまり恋仲になることでハッピーエンドを迎えられるシステムになっています。もちろん脅きよう迫はくなどの手段で無理やり結ばれるわけじゃなく、幸せなかたちでの恋愛です。だから、主人公である兄さんが攻略のためにやるべきことは……」


    「なるほど、わかった」


    「……本当ですか？」


    「恋愛すればエンディングなんだから、俺おれはヒロインの恋を応援すればいいんだよな。誰かとくっつくように」


    「この人間、やっぱりバカだ！」


    　海は、おとなしくいい子にして待っていないパーシィをつまんで放り捨てた。


    「わたしの説明が足りなかったみたいです……。ヒロインが恋に落ちる相手は、主人公でなければいけないんです」


    「……そうなのか？」


    「はい。仮にヒロインがほかの相手とつきあうようなことがあれば、一般的な恋愛ＳＬＧではゲームオーバー扱いです」


    　海は思案する。


    　現実に帰るためには、誰かと恋に落ちる必要がある……？


    　片思いではなく、ちゃんとつきあうところまでいかなければならない。告白して玉ぎよく砕さいするだけでは意味がない。


    　全力を尽くすつもりの海は、早速尻しり込ごみしそうだった。ゲームだけじゃなく、恋愛だって疎うといのだ。部活ばかりに打ち込んでいた自分を責めたくはないが、このときばかりは後悔する。


    「……でも、恋愛しなきゃここから出られないんだよな？」


    「そう思います……。兄さんに大きな負担をかけてしまって、申し訳ないんですけど……」


    「負担ならおたがいさまだ。空も協力してくれるんだろ？」


    「それはもちろんです」


    「だったら、覚悟を決める。悩んでるだけじゃなにも進まない」


    「決断が速いですね。兄さんらしいです」


    「空そらはドリメモを遊んだことがあるわけだから、心強いしな」


    　ベッドに寝そべってゲームをしていた今け朝さの姿を思い出す。


    「いえ……。ドリメモに限りませんが、コミステのゲームソフトは古いせいでセーブがうまく働きません。だから序盤しかプレイできていないんです。物語でいうプロローグの知識くらいはありますけど、それでどの程度サポートできるかは正直不安です」


    　だとしても、ゲームクリアを目指す以外に道はない。


    　被害が自分だけだったら怖おじけづく暇ひまもあっただろう、だけど事は妹にも及んでいるのだから当然だった。


    　日常では海かいが空に守られているが、非日常では海が空を守るというのは過去から続くふたりの関係なのだから。


    「クリアのためにヒロインを攻略するって話だけど、そのヒロインが誰かはわかるのか？」


    「はい。兄さんが出会った中で、名前を持つ女子生徒が攻略ヒロインで間違いないと思います。ですので、今のところ判明しているのは……」


    　空は四人の名前を順に挙げる。


    　友とも利り星ほし見み、楠くすの瀬せユウヒ、楠瀬アサヒ、弓ゆみ倉くら小こ雨さめ。


    「ひとり足りないぞ。ここには、攻略キャラは五人って書いてあるんだぞ」


    　どこから持ってきたのかパーシィが、『ドリメモ』の説明書らしき小冊子を開いている。


    　星見たち四人のヒロインと説明書に載っている攻略キャラクターを比べると、名前や外見といった情報はすべて異なっていた。


    　舞台は同じでも、登場キャラだけが書き換えられている。


    　とはいえ、どちらにしろＮＰＣであることには変わりない。


    「じゃあ、五人目のヒロインって誰になるんだ？」


    「いずれ知ることができるんじゃないでしょうか。ただ、ほかのヒロインと違って隠しキャラの可能性もありますので、現状ではいないものと考えたほうがよさそうです」


    「俺おれは、四人のうちの誰かと恋愛すればいいんだな」


    「はい。でも逆に、誰とも結ばれなければゲームオーバーになると思います」


    「俺たちは現実に帰ることができない？」


    「ゲームでしたら、普通はタイトル画面に戻ります。その場合、キャラクターであるわたしたちがどうなるかはわかりません」


    　空は、たとえばと前置きして、


    「仮想のキャラクターが死んだら、現実のプレイヤーも死ぬというケースも、最悪の想定としてはありえます……」


    「…………」


    「ただ、恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームで主人公の死を描写するとは思えません。わたしが言いたかったのは、なにかしらのリスクを負う覚悟くらいはすべきということです」


    「要するに、ゲームオーバーにはなるなってことか」


    「はい。途中セーブもできませんから、しっかりと作戦を練ってプレイする必要があると思います」


    　空そらには培つちかってきたゲーム歴があるため、『ドリメモ』を序盤しかプレイしていなくても対策くらいは立てられる。


    　過去にプレイしたほかの恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームを参考にできるのだ。


    「攻略するうえで最も重要になるのは、目当てのヒロインをひとりだけにしぼることです。途中でほかのヒロインに乗り換えるのは厳禁です。そのほうがプレイの無駄が少なくなります」


    　海かいはうなずきながら攻略法を聞く。


    　命めい運うんを分けるのだから真剣だ。


    　ちなみにパーシィが静かなのは寝てしまったから。退屈だったのかもしれないが、少しは緊張感を持てと言いたい。


    「ヒロインによって、攻略が簡単だったり難しかったりするんだよな？」


    「普通はそうです。それを踏まえて、兄さん」


    　空は改まって問う。


    「兄さんは、ヒロイン四人の中で誰が一番好きですか？」


    　海は一瞬、言葉に詰まった。


    「……この場合、好き嫌いは関係ないだろ。誰の攻略が一番簡単かって話じゃないのか？」


    「兄さんは、好きでもない相手を攻略できるんですか？」


    「…………」


    「そんな気持ちでヒロインと恋仲になるほうが大変ですし、相手はもちろん、自分にも失礼だとわたしは思います」


    　好きな相手を攻略するほうが、結果として最善。


    　空が言いたいのはそういうことだ。海は納得する。


    「それで……兄さんは、誰が好きなんですか？」


    　なぜだろう、ふたりの間に妙な緊張が走っていた。


    「……選ぶとしたら、友とも利り先輩かな」


    　海は視線を逸そらして答えた。だから、空がどういう顔をしたのか見ることはできなかった。


    　沈黙が続いたあと、空はようやく答えを返す。


    「……兄さんの好みのタイプが判明しました」


    「べつに年上が好みってわけじゃないぞ」


    「いえ、巨きよ乳にゆう好きなのかと」


    「ちげーよ！」


    　立ち上がって反論した。


    「どう違うのでしょうか」


    「俺おれはあらゆる乳を愛している……！」


    「性別すら超えるというのですか……」


    「ごめん、ウソつきました」


    　海かいはしょんぼりと座り直した。


    　たしかに星ほし見みの胸は大きい。


    　アサヒより身長が高いぶん、ボリュームもすごいことになっている。もちろん攻略には関係ないけど。……ないよな？


    「兄さん。友とも利り先輩を選ぶ場合、胸などといった無駄な脂肪よりも遙はるかに大きな問題があります」


    　無駄な脂肪と一いつ蹴しゆうする普通サイズの我が妹。


    「友利先輩は、学校ではアイドル的存在です。わたしが知る限り、この世界でもそれは変わっていません。そのようなヒロインはたいてい攻略が難しく設定されています」


    「……そういうもんなのか」


    「はい。だからもう一度、尋ねます。兄さんは、誰のことを好きになりたいですか？」


    「友利先輩だよ」


    　今度は空そらの瞳ひとみを見み据すえて言った。


    　空は表情を変えずに、続きの言葉を待っていた。


    「俺が部活に所属してた頃、友利先輩には何度も助けられた。部活をやめてからもそうだったんだ」


    　ケガで引退するしかなかった現状を受けとめきれず、だらだら日々を過ごすばかりだった自分を、星見はよく気にかけてくれたのだ。


    「俺は、友利先輩に感謝してる。もしかしたら、この気持ちは恋ってやつかもしれない。勘違いだとしても、誰かを選ぶとしたら先輩しかいないって思ったんだよ」


    　海は、初恋すら未経験。


    　少なくともそういった気持ちに覚えがない。


    　だからこそ、星見に対するこの気持ちが恋なのかどうか確かめてみたいという欲求もあった。


    「……四人の中で誰が好きなのか聞いたのは、わたしです。攻略難度で相手を変えろと言うつもりはありません」


    「ああ。サポートのほう、頼りにしてるぞ」


    「お任せください」


    　空は最後まで、海に対する態度を変えなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　その夜。


    　綾あや野の空そらは入浴しながら思いにふける。


    　兄は部活を続けていた頃も、部活をやめたあとも、星ほし見みが気にかけてくれたと言った。


    　感謝しているから、選ぶとしたら星見しかいないと言った。


    　自分だって兄を心配していたのに……。


    　これが、兄妹きようだいであるがゆえの弊へい害がい。


    　なまじ距離が近いから、気づいてもらえないこともある。


    （……だとしても、わたしがすべきことは変わりません）


    　兄が星見を攻略するためには、どうするべきか。


    　ふたりが恋人として結ばれるためには、自分はどのように手助けするべきか……。


    　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームのルールを考えれば、おのずと答えは出る。


    　空は複雑な思いを抱いだいたまま、その方法を兄に教えるしかなかった。


    「……兄さんの、バカ」


    　兄に対してちょっとした嫉しつ妬と心しんを感じながら、空は、湯船にぶくぶくと沈んでいった。
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    　　　　ドリームメモリーズ②　～攻略の落とし穴～


    



    



    　翌朝。ゲーム世界の二日目。


    　綾あや野の海かいが起きると、空そらがキッチンで朝食を作っていた。


    　現実でもそうだが空は家事全般を取り仕切っている。


    　よくできた妹。運動以外はソツなくこなす。


    　そして海は、運動だけには自信があった。ケガのせいでそれも失われていたけれど。


    「兄さん、朝ごはんはもうすぐできます。背後に立っていないで、おとなしくいい子にして待っていてください」


    　生活の場はがらりと変化したが、こうした日常を前にすると海は安心感を得る。


    「ていうか、俺おれはパーシィとは違って悪い子じゃないからな」


    「パーシィは見ましたか？」


    「見てないけど。まだ起きてないんじゃないか？」


    　パーシィがどこで寝ているかも知らないのだが。


    「いえ、兄さんが起きてくるよりも前に、パーシィにはお使いを頼んだんですけど……」


    「ただいまなんだぞ！」


    　パーシィが元気いっぱいに戻ってきた。


    「運動したからおなかぺこぺこなんだぞ」


    「ジョギングでもしてたのか」


    「そうだぞ。ゲーム世界と現実世界を往復したからな」


    「パーシィには、現実のわたしたちの様子を見てきてもらったんです」


    　パーシィが言うには、現実の空はベッドで、海は床ゆかに座りながらまだ眠っているそうだ。


    　現実の時刻は、当日の朝のまま変わらない。だが、時間が止まっているわけじゃない。


    　今はふたりの携帯電話が鳴っているという。


    「おそらく、学校関係者じゃないでしょうか……。始業の時間になっても登校しないわたしたちを心配しているんだと思います」


    　ゲーム世界で一日が経過したが、現実世界では数分のこと。しかし現実世界の時間の進みが遅いとはいえ、悠ゆう長ちようにもしていられない。


    　あまり長くこの世界にいると、学校を無断欠席。下へ手たをしたら、それが何日も続くことになる。


    　海と空、パーシィの三人は食卓を囲みながら、昨夜、話していた星ほし見み攻略のためのプランを確認する。


    『ドリメモ』は、ヒロインの好感度を上げるだけではなく、主人公のステータスも上げなければならないタイプの恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームである。


    　キャラによって有効なステータスが違うため、無駄を省はぶく意味で、目当てのヒロインだけを追いかけることが定じよう石せきとなる。


    　だから海かいが持つ各パラメータを、星ほし見みだけが好むように上げなければならない。間違ったパラメータを上げた場合は、星見以外のヒロインとフラグが立ってしまうこともあるだろう。


    　海はケータイを開いた。『ドリメモ』の主人公の持ち物である。スマホではなくガラケーなのは、ゲームの発売日が古いせいだ。


    　メニューからステータスを選ぶと、液晶画面にパラメータが表示される。


    　パラメータの内訳は『学力』『運動』『センス』『会話』『情熱』の五つ。


    　空そらいわく、『ドリメモ』の本来の主人公とは数値が違っているため、海の初期ステータスは現実をもとに設定されているとのこと。


    　しかもケガをしていなかったことになっているため、『運動』のパラメータだけ突とつ出しゆつして高い。その他のパラメータは並以下だったりするのだけれど。


    　このパラメータをうまく上げていかなければ、ヒロインとのイベントは発生しない。


    　イベントが発生しなければ、好感度も上げられない。


    　海の日々の過ごし方で、ステータスは変化していくことになる。


    「だから兄さんはまず、友とも利り先輩がどんなステータスの男性を好むのかを把握する必要があります。その後、努力してそのパラメータを上げていってください」


    「……努力って、やけに気長な話じゃないか？　友利先輩に見合った男になるのに、下へ手たしたら何十年もかかりそうなんだが」


    「さすがにそんなことにはならないと思います。エンディングまでの期間は長くて一年、短ければ二週間くらいでしょうから」


    「なんでそうなる？」


    「このゲームは学校を舞台にしています。俗に言う学園モノです。そう考えると、攻略ヒロインである友利先輩が三年生なので、長くても彼女が卒業するまでにはエンディングを迎えることができるはずです。短ければ二週間というのは、わたしの経験上です。逆に言うと、プレイ時間が短い恋愛ＳＬＧでもそのくらいの日数はかかることになります」


    　やっぱり空は頼りになると、海は感心する。


    　ちなみにナビ役であるはずのパーシィは、我関せずで朝食をおいしそうに食べている。


    　パーシィは『コミステ』のつくも神がみではあるのだが、個々のソフトについてはそれほど詳しくないため、攻略のヒントを出すことはできないようだった。


    「友利先輩の好みを知るには、本人に会って話を聞くのが一番だと思います」


    「やってみるよ。おまえがいてくれて助かった」


    「この事態はわたしが招いたようなものですから、これくらいは当然です」


    『ドリメモ』攻略のキモは、ステータス条件の見極め。


    　星ほし見みは、海かいのどのパラメータに魅力を感じるのか。


    　それを念頭に、海は今日きようから行動を開始するつもりだ。


    「友とも利り先輩はＲＰＧロールプレイングゲームでいうラスボスクラスの可能性が高いです。並大抵の努力では攻略できないかもしれません。だから、兄さん。ユウヒ先輩やアサヒちゃんといった、ほかのヒロインにうつつを抜かしている暇ひまはありませんよ」


    「わかってるって。ほかの相手には目もくれない、今の俺おれにとってはモブキャラだ」


    「モブキャラ……」


    「そこらの虫と同レベルってことだ」


    「虫と……同レベル……」


    「俺は絶対に先輩と結ばれてみせる。空そら、応援してくれよな！」


    「…………」


    　空はなぜか、海にじと目を向けていた。


    「……なんだ？」


    「知りません」


    　ぴしゃりと言って、それっきり空は口を開かなかった。


    　なにか機嫌を損そこねるようなことを言ってしまったのだろうか。見当もつかない。


    　海は登校すると、星見攻略のプランをなによりも優先して過ごした。


    



    　学校が終わって帰宅すると、海は真っ先にその結果を空に報告した。


    「先輩を攻略するどころか、会うことすらできねーよ！」


    「それは今の兄さんが先輩と釣り合っていないからです。先輩から見たらモブキャラだからです。そんな虫と同レベルな相手とまともに会ってくれるわけがありません」


    「今け朝さの話とちがくね！」


    「つーん」


    　空が朝からずっと不機嫌だ。海としては理由はさっぱりわからない。


    　それよりも、プランが失敗に終わったことのほうが海の頭を悩ませている。


    　海は授業の合間の休み時間を利用して、星見に会うつもりだった。クラスは空から聞いていたので、本人と接触するのはたやすいはずだった。


    　なのに、何度会いにいっても間まが悪く、すれ違ってしまう。星見のケータイ番号は知らないため、連絡をとることもできない。


    　おかげで話をするどころか、見かけることすら叶かなわなかった。


    「運が悪いにもほどがあるよな……」


    「いえ、運は関係ないと思います。初日はプロローグとしてのヒロイン紹介イベントがあったから、友とも利り先輩と会話を交わすことができただけです。だから、今後はしっかりステータスを上げないと……」


    「おまえは虫以下のダメ人間だー！」


    　空そらの言葉を引き継ぎながら、パーシィが胸を張る。


    　海かいがそんなパーシィをつまんで放り捨てるのはすでに定番となっている。


    「友利先輩は、ステータス条件が高い攻略ヒロインです。出会うためのキッカケを得ることすら難しいんだと思います」


    　空はエプロンをつけ、夕食の準備に取りかかる。


    「隣の席のユウヒとは、普通に会話できるんだけどな……」


    　海は料理が苦手なので、手伝えるのは皿を並べることくらいだ。


    　といっても、それさえも空は断ことわる場合が多い。自分でやったほうが早いと考えているのかもしれない。


    「兄さん、攻略ヒロインを乗り換えるんですか？」


    「いや、初しよ志し貫かん徹てつだ」


    「そうしてください。それが攻略の近道です」


    「俺おれはもともと一いち途ずだからな」


    「融ゆう通ずうが利かないとも言いますけど」


    　だからこそ、海は部活で成功して。


    　そして、ケガの原因にもつながった。


    「作戦を少し変更しましょう。会うことすら叶かなわないなら、先にステータス条件を予想してパラメータを上げたほうがよさそうです」


    　空は夕飯の材料をキッチンに並べる。下校途中に商店街で買ったそうだ。


    　お金に関しては、ふたりが余裕で一年暮らせるくらいの貯蓄がある。主人公の家庭は裕福という設定のようだった。


    「兄さん。友利先輩が好みそうなパラメータがどれか、わかりますか？」


    「普通に考えたら『運動』だろうな。運動部のマネージャーをやってるくらいだ」


    「でも、兄さんの『運動』は現状でも十分高いと思うんですけど……」


    「もっと上げれば、なにか変わるかもしれない。悩んでいてもしようがない、やってみよう」


    「明日あしたから体育の授業を選択するんですか？」


    「そのつもりだ」


    　夢ゆめ色いろ高校はすべての授業が選択制で、一日の時間割を生徒が自由に選ぶことができる。


    　それが『ドリメモ』のシステムである。どの授業を選ぶかによって、主人公のステータスは変化する。体育を選べば『運動』パラメータが上がるといった具合だ。


    　昨日きのうのプロローグはそれぞれの授業を紹介するだけだったため、選択はできなかった。


    　今日きようからは海かいが選択できるのだが、星ほし見みと会うことだけを考えていたため、選んだ授業は適当だった。


    　もしも星見が同学年の生徒だったら、この選択授業で接触できたかもしれないが、それは今さらだ。星見を攻略するために『運動』が必要であれば、明日あしたからはそのパラメータを上げるために体育の授業をひたすら選択すべきだろう。


    「それか、部活って手もあるかもな」


    「え……？」


    　料理を始めようとしていた空そらが振り返る。


    「ま、ケガも治ってるわけだしさ」


    『ドリメモ』の主人公は帰宅部という設定なので、海もそれに準じている。


    　だからこの場合は復帰という意味ではなく、ゼロからの入部だ。


    「……たしかに、友とも利り先輩と同じ部活に入ればイベントが発生しそうです。出会うキッカケになりますし、『運動』だって上がると思います。それが最適かもしれません」


    　そのわりに、空の表情は曇っていた。


    　空はめったに感情を露あらわにしないので、本心をうかがい知ることは難しい。


    　だけど、こと部活に関してだけは違った。海には、空の気持ちが痛いほどわかる。


    「悪い、言ってみただけだ」


    　海がまたケガをするんじゃないかと、ゲームの中だとしても空は心配しているのだ。


    「部活はやめておく。俺おれも割り切れてるわけじゃないし」


    「……はい。兄さんが嫌な気分になるなら、その時点で最適ではありません」


    　空は、小さく笑った。安心と不安の混ざった表情だった。


    「恋愛というのは、もっと楽しいものだと思いますから」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　数日が経過した。


    　海は体育の授業を選択し続け、愚ぐ直ちよくに『運動』パラメータを上げている。


    　そして、今日も体育の授業に向かう途中、楠くすの瀬せアサヒと出会った。


    　格好は体操服。健康的な太ももがまぶしい。


    「そっちもこれから体育か？」


    「はい。授業の場所もセンパイと一緒ですよ」


    　海のほうも体操服姿だ。パーシィは不在である。


    　どうせ授業中は寝てばかりいるので問題ない。今も制服にくるまって昼寝中だ。


    「知らなかったよ。学年が違っても、こうして一緒になることってあるんだな」


    「いえ、場所がたまたま同じグラウンドなだけで、授業内容のほうは違うと思いますよ」


    　海かいはがっかりした。もしも学年を超えた合同授業があるのなら、星ほし見みと出会うキッカケになるかもしれないのに。ただ、授業内容が違ってもこうしてアサヒに会えているので、まだ希望はある。


    　しかし、いまだ星見と接触できない海は焦あせり始めていた。


    「兄さん、焦っても結果は伴ともないませんよ。急がば回れという言葉があるくらいです」


    　アサヒの後ろから、空そらが歩み寄ってきた。ふたりはクラスメイトだと聞いている。


    　海は焦りを態度に出したつもりはないが、空には簡単に看かん破ぱされた。兄妹きようだいだけあってつきあいが長いからだろう。


    　そのわりに空の気持ちが読みづらいのは、うまく隠している証しよう拠こだろうか。


    「ていうか、空も体操服なんだな」


    「おかしいでしょうか」


    「おかしいっていうか、意外だ。運動オンチなのに体育を選んでるからさ」


    「空ちゃんはそれさえ克服すれば友とも利りセンパイに匹ひつ敵てきするアイドルになれるから、きっとそのためなんだよね」


    　アサヒが茶ちや化かしながら補足する。


    「それはアサヒちゃんの勘違いです。アイドルなんかに興味はありません」


    「じゃあ、今日きようはどうして？」


    「兄さんの授業と場所が一緒だったので、せっかくですから様子を見ようと思っただけです」


    「センパイの様子を？」


    「はい。先に言っておきますけど、べつに変な理由はありません」


    「センパイが活躍するところを近くで見たかったんだー」


    「違います。それはむしろ、アサヒちゃんのほうじゃないでしょうか」


    「な、なんでそうなるのっ」


    「アサヒちゃんは授業中、いつも目をキラキラさせて、グラウンドの兄さんを教室の窓から見ていましたから」


    　空は話の矛ほこ先さきを自分ではなくアサヒに向けるため、皮肉めいたことを言う。


    「せ、センパイっ、ボクはそんなことしてませんっ。今のは空ちゃんの冗談ですからね！」


    「それくらいわかってるって」


    「そんなに簡単にわかられるのも……それはそれで……」


    　笑ったり怒ったり沈んだり、ころころ変わるアサヒの表情は見ていて飽きない。


    　こんなふうに明るく元気なアサヒと、淡々としている空が並ぶとちょうどいいバランスだ。


    　だからふたりはウマが合うのだろうと、海は常々思っている。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは、授業そっちのけで瞳ひとみを輝かがやかせる友だちにため息をついた。


    　アサヒの眼まな差ざしは思ったとおり、体育で活躍する兄ばかりを追いかけている。


    （『運動』が高いだけあって、兄さんは無む双そうしていますね……。その姿はたしかにカッコいいかもしれませんけど）


    　とはいえ、兄の魅力はこんなうわべではなく、ほかにある。


    　それはきっと妹の自分しか気づいていない。ちょっとした自慢である。


    「空ちゃん、なんでニヤニヤしてるの？」


    「し、してません」


    　アサヒの言葉にドキッとする。


    「空ちゃんが慌あわてるの、めずらしいなあ。なに考えてたの？」


    「……それよりも、アサヒちゃんは兄さんを追いかけなくていいんですか」


    「べ、べつに追いかけてなんかないよ」


    　アサヒはとてもわかりやすい性格をしているため、こうして話題を逸そらすことも簡単だ。


    　自分とは正反対と言っていい彼女を、空はうらやましく感じることがある。


    　アサヒの姉であるユウヒも似たような感情に囚とらわれていたから、現実では仲なか違たがいをしてしまったんじゃないかと空はひそかに思っている。


    　空が考え事をしている隙すきに、アサヒの目はまたキラキラしていた。


    「アサヒちゃん。兄さんの追っかけもほどほどにしないと、授業をサボっていると見なされてしまいますよ」


    「だ、だから、追っかけなんて……」


    「アサヒちゃんの立ち位置が徐々に兄さんに近づいているんですけど」


    　おかげで自分たちが観戦していることを兄に気づかれた。視線が時折こちらに向く。会話も聞かれているだろう。


    　そのときだった。


    　危ない、と誰かが叫んだ。


    　アサヒはちょうど、空に視線を向けていた。そのせいで気づくことができなかった。


    　そんなアサヒめがけて、ボールが迫っていた。


    　兄の授業がソフトボールだったため、打ったファールが飛んできたようだった。


    　運動オンチの空では、頭は働いても体がとっさに動いてくれない。


    　だからこそ、こんなときに頼りになるのは兄だった。


    　ちょうど兄がこちらに近づいていたのも幸いした。


    　兄はアサヒを素早くかばい、左手で事もなげにボールをキャッチした。


    　結構な勢いのライナーだったのに、この鮮あざやかさには舌を巻く。


    「アサヒちゃん、大丈夫か？」


    「あ……センパイ……」


    　アサヒは地面に座り込みながら、兄の言葉に呆ぼう然ぜんとうなずいた。


    「兄さんっ」


    　空そらは真っ先に兄に駆かけ寄った。


    「手はっ……」


    「手？」


    「ボールを取ったの、素す手でじゃないですか！」


    「ああ、グラブはめてないんだった。忘れてた」


    「バカ兄さんっ、早く手当てしないとっ」


    「大げさだな。それよりも、アサヒちゃんのほうだろ」


    　アサヒは膝ひざを擦すりむいていた。倒れた拍ひよう子しに傷を作ったようだ。


    「アサヒちゃん、すぐ保健室いこう。立てるか？」


    「あ……えっと……」


    「立つのが辛つらいなら、俺おれが連れていく」
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    　兄は言うや否いなや、アサヒの小さな体を軽々と抱きかかえた。


    「えっ、あっ……ウソ……」


    　兄は周囲の視線もなんのその、お姫さま抱っこでアサヒを保健室に運んでいった。


    　アサヒは顔を真っ赤かにして、兄の腕の中で縮こまっていた。


    　どっちが大げさなのかと、空そらは呆あきれるしかない。


    （これは兄さんの魅力じゃなくて、欠点のほうだと思います……）


    　空も兄も、ケガに対して大げさになるのは過去の経験によるものだ。


    　仕方がないとはいえ、兄の行動に妹の空も恥ずかしくなるのだった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいは、アサヒの擦すり傷を保健の先生に診みてもらったあとも、まだ保健室に残っていた。


    　先生はすでに退出しているが、アサヒが授業に戻ろうとしないためだ。


    「ケガ、まだ痛むのか？」


    「い、いえ……それよりも、胸のほうが……」


    「……そっちもケガしてたのか？」


    「そうじゃないですけど……ドキドキして、痛いです……」


    　アサヒの頰ほおはまだ赤い。


    　手当てを受けているときもこの調子で、先生に発熱を疑われたほどだ。お姫さま抱っこで衆しゆう目もくにさらされたのを思い出しているんだろう。授業に戻りづらいのもうなずける。


    　さすがにアレはやりすぎだったかと、海は今さら後悔した。だが、あのときは治療以外の思考が抜け落ちていた。


    　空の小言を思い出す。


    　兄さんはひとつのことに夢中になると、周りが見えなくなるから危なっかしい。


    　もう耳にタコができるほど聞かされた。


    　結果として、海は取り返しのつかないケガを負ったのだ。


    （だけど、この世界では取り返しがついてるんだよな）


    　それは海以外にも言えることだった。


    　仮想という前提ではあるが、目の前のアサヒだってユウヒとの仲のよさを取り戻している。


    　いや……。


    　不都合な現実が、最初からなかったことになっているのだ。


    「ユウヒとは、最近どうだ？」


    　出し抜けだったせいか、アサヒはきょとんとした。


    「……お姉ちゃんですか？　ボクがなに言っても、いつもうるさいの一言ですよ。心配かけるお姉ちゃんが悪いのに」


    「俺おれと空そらの関係みたいだな」


    「ぜんぜん違いますよ。お姉ちゃんはだらしないけど、センパイはそんなことないもん」


    　空だったら、まったく逆の意見を持ち出すだろう。容易に想像できる。


    「あ、あの、センパイっ」


    　アサヒは椅い子すから立ち上がると、びしっと気をつけした。


    「ボクのこと助けてくれて、ありがとうございましたっ」


    　髪が床ゆかに触れるほど深い礼をする。


    　こんなふうに真ま面じ目めすぎるほど真面目なところもアサヒらしい。


    「これくらい、いいって」


    「よくありませんっ」


    　頭を上げたアサヒは、相変わらず赤面していた。


    「そ、その、ボクにお礼をさせてもらえませんかっ」


    「礼なら今もらったぞ」


    「もっとちゃんとしたお礼をさせてくださいっ」


    「そんなこと言われてもな……」


    「ああっ！」


    　突然叫ばれ、海かいも驚いた。


    「センパイっ、手を見せてください！」


    　アサヒはずいっと迫って、海の左手をつかんでくる。


    「やっぱり……赤くなってます……」


    　ボールを受けとめた手のひらはまだ腫はれているが、痛みのほうはほとんど消えている。


    　そもそもこの程度の負傷は、部活動に勤いそしんでいた頃には日常茶さ飯はん事じだった。


    　空の手当ても同じ数だけ受けていたことにはなるのだけれど。


    「センパイ……ごめんなさい……」


    「これくらい、大したことないって」


    「でも……」


    「俺も、悪かったよ。ごめんな」


    「……え？」


    「抱きかかえたりしてさ。俺、考えなしなんだよな。空にもよく言われるんだけど、そのせいで嫌な思いさせたよな」


    「そ、そんなことっ」


    　アサヒは頭が取れるんじゃないかと心配するくらい、勢いよく首を振った。


    「たしかに、恥ずかしかった……ですけど……」


    「だから、おあいこってことで。お礼はいらないから」


    「で、でもっ、嫌な思いなんか……そ、それどころか……」


    　続きの言葉は、ごにょごにょしていて聞き取れなかった。


    「ボク、空そらちゃんと違って手当てとかはできませんけど……せめて、なにかおごるくらいはさせてくれませんか？」


    「気持ちだけでいいよ。昼は弁当があるしな」


    「じゃあ、放課後なんてどうですか？」


    「そこまでしなくていいって」


    「でも……ああっ！」


    「こ、今度はなんだ？」


    　アサヒは答えるよりも早く後ずさった。三メートルくらい跳んだかもしれない。


    「ぼ、ボク……センパイの手、握っちゃった……」


    　耳まで赤くしてうつむいてしまう。


    「ごめんなさい……ほんとに……」


    「手をさわったくらいで気にしすぎだって」


    「……そのセリフは、ちょっと傷つきます」


    　むうっと上目遣いで見つめてくる。


    「と、とにかく、これでおあいこじゃなくなりました。ボクのほうがひとつ多く借りをつくっちゃったんですから、センパイはお礼を受けるべきです」


    　海かいは根こん負まけした。これ以上は堂々巡めぐりになるだけだ。


    「放課後になにかおごってくれるのか？」


    「は、はい」


    「だったら、お礼なんかは関係なしで、一緒にどこか遊びにでもいくか。この際、目いっぱい楽しむって感じで」


    「あ……」


    「それでいいか？」


    「はい！」


    　太陽のような笑え顔がおを咲かせたアサヒは、間違いなくいい子だ。


    　自分の分をアサヒが払ってくれるなら、アサヒの分は自分が払おう。そうすれば気兼ねなく遊ぶことができるだろう。


    「あ、あの、どこに遊びに出かけますか？」


    「俺おれ、あまり店とか詳しくないから、そのあたりはアサヒちゃんに任せるよ」


    「センパイ、ずっと部活でいそがしかったですもんね。遊ぶ暇ひまも惜おしんでがんばってたから」


    「……アサヒちゃん、俺が部活やってたの知ってるのか？」


    『ドリメモ』の主人公は帰宅部だと聞いているのに。


    「なに言ってるんですか、センパイは中学時代から有名な選手だったのに。高校で部活に入ってないって聞いて、ボクびっくりしたんですからね」


    　そういう設定になっているらしい。


    　このゲーム世界には少なからず現実が反映されている。


    　それは登場キャラクターそのものだけではなく、キャラクターの背景も含まれるようだ。


    　星ほし見みの勧誘も、アサヒのような気持ちがあったからなのだろうか……。


    　初日以来、会えない身としては、知る由よしもなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいとアサヒのそんな会話を、盗み聞きしている者がひとりいた。


    「……小こ雨さめが保健室のベッドにいたこと、気づいていなかったようですね」


    　弓ゆみ倉くら小雨はベッド脇わきのカーテンを開ける。


    　視界には誰も映らない。海とアサヒは授業に戻っている。


    「綾あや野の海……彼の目的がなにか、見えてきました」


    　裏には綾野空そらがいることも予想がつく。


    　彼と彼女が、自分にとっての味方かどうかはさらに今後の出方次第。


    　だが、それがわかるまで指をくわえて待っているつもりは毛頭ない。


    「小雨もそろそろ、本気を出すとしましょうか」


    　以前も同じようなことを言った気もするけれど。


    　だけど本気を出す前に、もう一眠りしておこう。


    「小雨の本気はとってもすごいですので、体力回復は欠かせません。明日あしたからがんばることにしましょうか」


    　そうして小雨は、そそくさとベッドにもぐり直した。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海とアサヒは、保健室からの流れで放課後に待ち合わせをした。


    　たわいない話をしながら街に出向く。


    　アサヒはスポーツ観戦が趣味で、海は観みるのも実際にやるのも好きなので、ふたりの会話はおもしろいくらい弾はずんだ。


    　こうやって言葉を交わす分だけアサヒとの距離が縮まっていくように感じる。


    　アサヒとは幼おさななじみではあるのだが、海と空は転校を繰り返していた時期があったため、一昨年に再会を果たすまでは離れていた。


    　海かいが高校に入学した去年には、ユウヒとは再び離れてしまったけれど。


    　だけどこの春、空そらだけではなく、アサヒもまた海と同じ高校に入学した。


    　だからこうして一緒に遊べるのは、今の海が部活に入っていないという理由もあるが、子どもの頃と同じでアサヒが近くにいるおかげでもあった。


    「これって……センパイと、デートしてるみたい……」


    　アサヒがこっそりつぶやいた。


    「ち、違いますっ、なんでもないですっ、あはは……」


    　海はなにも答えていないのに、アサヒは手をぱたぱた振った。


    　言われてみると、これはデートと呼んでいいのか。恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームのイベント発生ってやつなのかもなと、海は妙なところで感心した。


    「……センパイって、ボクに手をさわられても気にしないんですよね」


    「今度はなんの話だ？」


    「保健室での話です。センパイ、そう言ってたから」


    「言ったかな」


    「言ったんです」


    「よく覚えてるなあ」


    「忘れたくても忘れられない気がします」


    「記憶力がいいんだな。うらやましい」


    「……むー」


    　アサヒは不満げな上目遣いをする。


    「じゃあセンパイは、さわられるだけじゃなくて、ボクに手を握られても気にしないんですね」


    「まあ、そうだな。アサヒちゃんじゃなかったら驚くかもしれないけど」


    「ど、どういう意味ですか」


    「変な意味じゃないって。なんていうか、アサヒちゃんは空と同じ感じっていうか」


    「……妹みたいってことですか？」


    「たぶん、そうなんだろうな」


    　自分は、楠くすの瀬せアサヒという女の子をどのように見ているのか。


    　幼おさななじみ？　空の友だち？　妹みたいな後輩？


    　ほかにあるとしたら、なんだろう。


    「…………」


    　アサヒは無言で立ち止まった。


    　どうしたのかと思い、海は振り向く。


    　アサヒは深くうつむいていて、そのせいで表情は見えなかったが、代わりに耳が赤かった。


    　アサヒの腕がおそるおそる海かいに伸び、手をそっと取る。


    「じゃあ……こうやって歩いても、気になりませんか？」


    　手をつないだというよりは、指先でちょんとつまむ程度。


    　それでも、アサヒの指から緊張の震えを感じる。


    　海は、空いている手で頰ほおを搔かいた。


    「……そうだな、気にならないかもな」


    「じ、じゃあ」


    　アサヒのその声もまた、震えていて。


    「こんなことしても……センパイは、気にしないんですね」


    　アサヒの手がさらに伸びる。


    　手を握ったわけじゃない。その先へと一気に進んだ。


    　アサヒは、海の腕をからめ取った。そのまま意を決し、身を寄せてくる。


    　手に触れられたときよりも大きく、緊張の震えが伝わってくる。


    　その緊張が伝でん播ぱして、海の鼓こ動どうも速くなる。


    　これまで、こんなふうに意識したことはなかった、楠くすの瀬せアサヒという女の子の体。


    　体育の授業で抱きかかえたときの感触もよみがえった。


    　女の子って、やわらかくてあたたかいんだな。


    　こんなにいい匂においがするものなんだな……。


    「センパイが、気にしないなら……ずっとこうしてても、いいんですよね……」


    　アサヒは海の二の腕に額ひたいを当てて、かわいそうなくらい羞しゆう恥ちで赤くなった顔を隠す。


    　腕を組むというよりは、抱きしめる格好だ。おかげでアサヒの豊かな胸に、海の肘ひじが思いっきり沈んでいた。圧倒的な人ひと肌はだの体温に目め眩まいすら覚えるほどだった。


    　そのせいで、気がついたときには日がかたむいていた。どこをどう歩いたのか覚えていない。


    　アサヒは言葉どおり、最後まで海と腕を組んでいた。


    「センパイ……ごめんなさい」


    　アサヒは名な残ごり惜おしそうに腕を離して、謝った。


    「ボク、センパイが嫌がることして……」


    　後悔からか、アサヒの濡ぬれた瞳ひとみが揺ゆれている。


    「……嫌がるわけないだろ。アサヒちゃんなんだから」


    「わかってます……女の子として見てないってことですよね……」


    「そうじゃない」


    　そうではないことを、ようやく知った。


    「好きでもない相手に手を握られたら、驚く。腕を組まれたら、嫌がる。だけどアサヒちゃんが相手だとそんな気持ちにはならない。俺おれってバカだからさ、この気持ちをうまく伝えられないんだけど。とにかく、気にならないっていうのは嫌いじゃなくて、好きだって意味なんだよ」


    「センパイ……」


    　たまった涙がひとしずくこぼれ落ち、日の光を受けながらアサヒの頰ほおを伝った。


    「よかったら、また一緒に遊ぼうな」


    「ほんと……ですか……？」


    「ああ。今日きようはありがとな、楽しかったよ」


    「ぼ、ボクのほうこそ、ありがと……です……。ぐすっ……」


    「……泣かせてごめんな」


    「ううん……」


    　アサヒは、夕日よりも明るい笑え顔がおをたたえていた。


    「だってこれは、うれし涙ですから……」


    



    　この日を境に、ふたりのデートが始まった。


    　アサヒに誘われると海かいはつい断ことわりきれず、放課後は毎日のように待ち合わせをして、街に出かける。


    　手をつないで歩くこともあった。


    　腕を組んで歩くこともあった。


    　アサヒとの時間はいつも夕日と共に終わりを迎えたけれど、翌日に朝日が昇ればその時間を再び心待ちにする自分がいた。


    　そして、ある日の夕暮れ時。


    　デートの別れ際の言葉は、これまでと違っていた。


    「センパイ……。ボク、センパイのことが好きです」


    　海は、アサヒに告白された。


    「ずっと、ずっと好きでした。ボクと、おつきあいしてください！」


    　髪が地面につきそうなほど深い礼をするアサヒを見ながら、海は呆ぼう然ぜんと思った。


    　……あれー？


    　どうしてこうなった？


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    「アサヒちゃんが、兄さんに告白したと聞きました」


    　海が帰宅すると、空そらが仁に王おう立だちで待っていた。


    「……本人から聞いたのか」


    「いえ、パーシィから聞きました」


    「ウソだろっ、アサヒちゃんとのデートの前にいつもつまんで捨ててたのに！」


    「そういうことするから気になって、あたしが尾行してたんだー！」


    　パーシィが海かいの目や鼻を跳び蹴げりする。


    「いつもいつも地味にいてーんだよっ」


    　急所ばかり攻撃してくる害虫と格闘していると、空そらがいいかげんにしろと言わんばかりにパンと手をたたいた。


    「注目です、兄さん」


    「その前にこの害虫をっ」


    「パーシィとイチャイチャして話をうやむやにしようとしないでください」


    「今のがなんでそうなるんだ……」


    「兄さん。アサヒちゃんの告白に対して、まだ答えは伝えていないそうですね」


    　責めるような口く調ちようだ。


    「責めるようではなく、まさしく責めています」


    「思考を読むなっ、こえーよ！」


    　そもそもなぜ自分は怒られているんだろう。


    「忘れたんですか。兄さんが攻略すべきは友とも利り先輩だったはずです」


    「…………」


    「こいつ、忘れてましたーてへって顔してるぞ」


    　空とパーシィの絶対零度の視線がとても辛つらい。


    「兄さんはいつからアサヒちゃんに鞍くら替がえしたんでしょうか」


    「違うんだ、気がついたらこうなってたんだよ！」


    「やっぱり胸なんですね……」


    「それもちげー！」


    「アサヒちゃんはわたしの友だちです。一番の親友と言っても過言ではありません。よっていくら兄さんでも、お遊びで彼女を泣かせたら許しません」


    「そんなつもりねーよ！　むしろ喜ばせてたよ！　俺おれたちふたりドキドキのデレデレだったよ！　明日あしたのデートも楽しみだぜ！」


    「なおさら許しません」


    　なんで!?　海は頭を抱えてのけぞった。


    「兄さんはこれまで、友利先輩と結ばれるために努力していたんじゃなかったんですか？」


    「……いやまあ、真ま面じ目めな話をするとさ。ヒロインを攻略すれば現実に帰れるんだから、相手は誰だっていいかなーなんて」


    　そう言いつつも、海が意図した行動ではなく偶然なのだが。


    「どこが真面目な話ですか。その考えは人として最低だと思いませんか？」


    　返す言葉もなかった。


    「兄さんも自分で言っていたじゃないですか、初しよ志し貫かん徹てつするって。それが恋愛というものだとわたしは思います。ヒロインの間をフラフラしながらハッピーエンドを迎えられるほど、人生はもちろんゲームだって甘くありません。ゲームとは人生なんです。よってアサヒちゃんの告白は断ことわってください」


    「そんなことしたらアサヒちゃん、泣くかもな……」


    「泣かせないよう、悲しませないよう、むしろ喜ばせる方向で断ってください」


    「難易度がたけーよ！」


    　とはいえ、空そらの言葉はもっともである。


    　今アサヒとつきあったら、星ほし見みを落とせないから妥だ協きようしたと言われても反論できない。


    　星見とアサヒ、どちらも裏切るようなかたちで恋仲になったとしても、幸せな恋愛とはほど遠い。ハッピーエンドどころか、下へ手たをしたらゲームオーバーになるだろう。


    「主人公が妥協して恋をするのがハッピーエンド、なんて恋愛ゲームをわたしは知りません。それは要するに、選択ミスをしたのにクリアしてしまったことになるんですから」


    　健けな気げでいい子のアサヒが勇気を出して告白してくれたのに、海かいは断らないといけないのだ。


    「こいつ、この世の終わりみたいな顔してるぞ」


    　憎まれ口をたたくパーシィをつまんで捨てる気力もない。


    　アサヒをどのようにフるか考えるだけで憂ゆう鬱うつだ。


    　ここで海は、ふと思い出した。


    「空はさ、告白を断るときってどうしてるんだ？」


    　空は深しん窓そうの美少女という評判だけあって、学校でモテていると聞く。


    「わ、わたしは」


    　先ほどまでの勢いはどこへやら、空はまごついた。


    「……わたしは、二次元にしか興味がないと言って断っています」


    「なんで俺おれから目を逸そらす」


    「とにかく、わたしは恋愛なんかどうだっていいんです」


    「さっきは、それが恋愛というものだとか語ってたが……」


    　空はうめいた。


    「そ、それはあくまでゲームの話です」


    「ゲームとは人生だとか力説してたが……」


    「……しつこい人は嫌われますよ。ステータスが下がってしまいます」


    　海はケータイを開いて確認してみる。


    「下がってないな」


    「……そうですか」


    　空そらは不満そうにしている。


    「じゃあそうやって断ことわったとき、相手の反応は？」


    「兄さんには関係ありません」


    「参考にさせてくれよ」


    「わたしが二次元にしか興味がないように、兄さんの場合は運動にしか興味がないって告げたらいいんじゃないですか？」


    「でも、そのスポーツの話題でアサヒちゃんと盛り上がるんだよなあ」


    「リア充じゆうは死ねばいいのに（小声）」


    「なんか言ったか？」


    「言うわけがありません」


    　パーシィはぐうぐう眠っていた。静かになったときは寝ていることが多い。


    「とりあえず、今回の一件でわかったことがふたつあります」


    　空は人さし指をぴんと立てて説明する。


    　海かいが『運動』パラメータを上げ続けたために、アサヒとのイベントが進んで現状に至った。


    　もっと正確に言うと、海は『運動』がすでに高いので、その状態で体育の授業を選ぶことがアサヒとのイベントを進めるフラグだったと推測される。


    「現実のアサヒちゃんも、部活で活躍する兄さんに憧あこがれていたんです。だから、こうなることも必然です。もっと早く気づくべきでした」


    　空は次に、もう片方の手の人さし指も立てて、


    「もうひとつ、判明したことがあります。ひとつめは『運動』を上げるとアサヒちゃんと仲よくなることでしたけど、ふたつめは『運動』を上げても友とも利り先輩と仲よくならないことです」


    「……そうなのか？」


    「はい。ドリメモの攻略ヒロインは五人、ステータスのパラメータは五種類となれば、各ヒロインと各パラメータがちょうど一対一で結びついているはずです」


    「つまり、アサヒちゃんの好みが『運動』なら、友利先輩の好みは『学力』『センス』『会話』『情熱』のどれかになるってわけか」


    「はい。兄さんが並以下のものばかりです」


    「……その一言はよけいだ」


    　だとすると、星ほし見みを攻略するにはなにが必要なのだろう？


    　攻略ヒントがない以上、手当たり次第にパラメータを上げるしかないのだろうか。


    　海がそう話しても、空は乗り気にならなかった。


    　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームでは基本、無駄なパラメータを上げると複数のヒロインと親しくなり、修しゆ羅ら場ばに突入する。最悪、行き着く先はゲームオーバー。だからこの方法はあまりとりたくないらしい。


    「話はまだ終わらないのか？」


    　パーシィが起き出して、そんなことを言う。


    「おなか空すいたぞ……」


    「今日きようの晩ごはんもパーシィの大好きなお肉ですよ」


    「わーい！」


    　空そらはこのハエもどきに甘いと思う。


    「話を戻しますね。確認しておきたいんですが、兄さんは各パラメータについてちゃんと理解していますか？」


    「『学力』と『運動』はそのままだからわかるんだけど、『センス』『会話』『情熱』の三つはいまいちだな」


    「兄さん、ゲームをするときは説明書を読まないタイプですね」


    「『センス』は学校で芸術科目を選択すると上がるんだぞ」


    　ひさしぶりにパーシィのナビが発動した。


    「そのほかは？」


    「『会話』は、会話をすると上がるんだぞ。『情熱』は、情熱を持つと上がるんだぞ」


    「空に聞いたほうが早そうだな……」


    「『会話』はコミュニケーション能力のことです。雑学なんかで相手を楽しませる必要があるので、主に放課後に遊ぶことで上がります。ちなみに兄さんはアサヒちゃんとスポーツの話題で盛り上がったらしいので、『会話』が初期値より上がっているはずです」


    「……責めるように言うな」


    「責めるようではなく、まさしく責めています」


    「悪かったって……」


    　空も十分しつこい。


    「最後に『情熱』は、求愛活動のことです。単純に上う手まい下へ手たではなく、相手への優しさや思いやりも含まれます。恋愛の根源とも言うべき能力かもしれません」


    「これはどうすれば上がるんだ？」


    「……セクハラでしたら滅ほろんでください」


    「純粋に気になっただけだっ」


    　空の反応で、なんとなく理解した。


    「兄さんはアサヒちゃんとキャッキャウフフしていたらしいので、どうせ『情熱』も初期値より上がっているんです」


    　確認すると、たしかに『情熱』は上がっていた。手をつないだり腕を組んだりしたからだ。


    「兄さん、本気で友とも利り先輩からアサヒちゃんに乗り換えるんですか？」


    　空が半はん眼がんで聞いてきた。


    「いや、ふたりの間をフラフラしてたら、アサヒちゃんを傷つけたあげくにゲームオーバーになるだけだ」


    「でしたら、ちゃんと誠意をもって断ことわってください」


    「そうするよ」


    　海かいは痛感する。


    　告白を断るって、勇気がいることなんだな。


    　初めて知ったよ……。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　その夜。


    　綾あや野の空そらは入浴中に攻略プランをまとめていた。


    　考え事をするにはお風ふ呂ろが一番。昔から続いている空のクセ。


    （ひとりになれるからでしょうか……。いえ、それなら部屋でも同じですし、それに……）


    　それに、昔は兄と一緒にお風呂に入っていた。ひとりじゃなくて、いつもふたりだった。


    　さすがに今は別々だが、小学校高学年までは同じ時間に同じ湯船に浸つかっていた。体の洗いっこもよくしていた。


    　いつだったか、クラスメイトが「兄妹きようだいでお風呂が許されるのは幼稚園児までだよね～」と話しているのを耳にした空は愕がく然ぜんとした。


    　もちろん顔には出さずに「それくらい知ってましたよ？」という態度をとっていたけれど。


    　思考が脱線したので、空は湯船のお湯で顔を洗って修正する。


    　兄が言った、手当たり次第にパラメータを上げるという方法は、有効ではある。修しゆ羅ら場ばになったとしても、どのパラメータがどのヒロインに対応しているかを知ることができるのだから。


    　ただ、この方法を活用するためには二周プレイが前提になる。一周目のゲームオーバーが許される場合に限るのだ。そのため、現状では安易に手を出せない。


    （理由はそれだけじゃないですけど……）


    　この方法をとったら、ヒロインが皆、兄を好きになるかもしれない。


    　修羅場どころかハーレムになるかもしれない。


    　そんなの絶対、見たくない。


    「……兄さんの、バカ」


    　湯船にぶくぶくと沈む。


    　ハーレムエンドだってハッピーエンドではなくゲームオーバー扱いかもしれないわけで、それを避けるためにも、星ほし見み攻略はほかの方法を模も索さくするしかない。


    　だけど、簡単には思いつかない。星見攻略に必要なパラメータがなんなのか、取っかかりさえつかめていないせいだ。情報不足もいいところである。


    　そしてその情報も、本人と接触できないために得ることができない。


    　海かいだけではなく、空そらも星ほし見みに出会えない。イベントの発生条件はあくまで主人公に依存するのだ。


    （これが現実だったら、ネットで攻略法を調べることができるんですけど……）


    　この家にもパソコンはあるので、ネット自体は使える。


    　しかし現実とは異なり、『ドリームメモリーズ』というゲームソフトは存在していなかった。


    『コミカルステージ』は発売されているのに、『ドリメモ』だけが除外されているのだ。攻略サイトも然しかり。


    　結局、プレイヤーの力だけでエンディングを目指すしかないのだった。


    （それが、わたしをここに連れてきた神さまの願いなんでしょうね……）


    　いったいどんな存在なのか。パーシィはなにも知らないので、こちらも情報がない。


    （パーシィのような、手乗りサイズの女の子なのかもしれませんけど）


    　空はのぼせ気味で風ふ呂ろから上がると、脱衣所で髪と体を拭ふいたあと、バスタオルを洗濯機に入れた。


    　明日あしたの朝、洗濯を始めれば、学校に通っている間に乾燥機が回るので、帰宅したら取り込む。


    　こう並べただけでも生活感がある。ゲームの世界なのに、やけにリアルだ。


    「わたし自身も、リアルと同じ……」


    　鏡には、湯上がりの自分の裸はだかが映っている。


    　星見やアサヒに比べると胸のボリュームが寂しい。


    「少しくらいバーチャルらしくてもいいのに……」


    　空はそう考えて、すぐに否定した。


    「いいえ……。すべてがゲームのとおりだったら、わたしは兄さんと同じ家で暮らしていなかったんですから」


    『ドリメモ』の主人公に妹はいない。


    　現実が反映されているおかげで、自分は仮想でも兄のそばにいられる。


    　明日も兄より早く起きて、朝食とお弁当を作ろう。


    　兄が寝坊するようなら、起こしてあげよう。


    　学校から帰ったら晩ごはんを作って、食後には取り込んだ洗濯物にアイロンをかけて、兄の服も綺き麗れいにたたんでクローゼットやタンスにしまってあげよう。


    　きっと自分は世話焼きで、尽くすタイプ。


    　不在がちな両親のせいで、お兄ちゃんっ子に育ってしまった。


    　いや……。


    「わたしが兄さんのお世話をしているんだから、兄さんが妹っ子に育ったんだと思います」


    　だから料理だけじゃなく、洗濯だって空そらの係。


    　もともと母が家事をするときよく手伝っていたので、問題はない。男物だってちゃんと洗える。


    　ふたり暮らしが始まったばかりの頃、兄は自分の服は自分で洗うと言っていたが、空がゆずらなかった。べつに兄の下着を洗いたいからじゃなくて。


    　洗濯に限らず、兄が家事を手伝おうとしても、空は断ことわることが多い。


    　買い出しの荷物持ちのように、力仕事が例外なだけだ。


    　兄には、ほかに打ち込めるものを見つけてほしかった。


    　兄のケガは体だけじゃない、心もだ。


    　そちらのほうがきっと深刻。


    　だから、傷を癒いやすなにかが必要。部活以外で。


    　空はそう考える。


    　今ではそれが、仮想とはいえ恋愛になっている。


    （それが兄さんにとって、どうなのか……）


    　兄にとっていいのか悪いのか。


    （わたしにとっては、どうなのか……）


    　空はまだ、判断がつかなかった。

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ③　～フェードアウト～


    



    



    　翌朝、綾あや野の海かいは楠くすの瀬せアサヒを呼び出した。


    　ケータイの番号は知っていたので、朝のホームルームの前にふたりきりで会うことができた。


    　人ひと気けのない校舎裏で、海はアサヒの告白を、誠意をもって断ことわったつもりだった。


    　自分には、ほかに好きな人がいるから、と。


    「……フラれるって、思ってました」


    　アサヒは涙を見せなかった。表向きは笑みのかたちを保っていた。


    「ボクの告白は、中途半端だったから……」


    　それは、どういう意味だろう。


    「ボクのこの恋は、本当は恋じゃないのかもしれない……。寂しかっただけなのかもしれないんです」


    　続いた言葉に、海は目を見張る。


    「お姉ちゃんが、もうすぐこの街を離れるから……」


    　ユウヒが街を離れる……？


    　海かいにとっては寝耳に水の話だ。


    　だけど目の前のアサヒから詳しく聞き出すことはできない。この雰ふん囲い気きが、それを許していなかった。


    「でも、恋じゃなかったとしても、センパイが好きなことに変わりはありません。この気持ちがなくなることは、これからもないと思います」


    　だったら、それはもう、恋としか言いようがないんじゃないか。


    　自分も恋に疎うといから、わからないけれど。


    「センパイの好きな人って、三年生の友とも利り星ほし見みさんですか？」


    　この場でアサヒの口から、星見の名前が出るとは思わなかった。


    「……なんでそう思うんだ？」


    「センパイのこと、ずっと見てましたから。だからセンパイは、友利センパイをずっと見てるんだって気づいたんです……」


    　アサヒは、海のことをよく見ている。


    　同じくらいアサヒのことを見ていた自信は、海にはなかった。


    　だからきっと、ふたりが結ばれることはない。


    　少なくとも今は。


    「……もうひとつ、気づいたことがあるんです」


    　アサヒは言うべきかどうか迷ってから、


    「空そらちゃんも、センパイのことをずっと見てるんだってこと……」


    　海は怪け[image: ]げんに思った。それはサポートのためだろう、恋うんぬんの話じゃない。


    　だいたい、好きも嫌いもない。あいつは妹だ。


    「センパイ。ボク、諦あきらめませんからね！」


    　アサヒは重い空気を振り払うように、元気に声を張り上げた。


    「センパイのこと、ずっとずっと大好きでした。これからも、ずっとずっと大好きです！」


    　そしてアサヒは立ち去った。最後の最後、去り際に見えた涙は気のせいなんかじゃない。


    　心が痛かった。


    　こんな気持ちは、もう二度と味わいたくない。


    　そのためにも、一刻も早く星見と結ばれて、現実に帰ろう。


    （俺おれのこの気持ちも、恋じゃなかったとしても……）


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　翌日の帰りのホームルームのことだった。


    「私、転校することになりました」


    　楠くすの瀬せユウヒが、クラスメイトの前に立ってそう話した。


    　朝に聞いたアサヒの言葉から、これまでユウヒに何度も尋ねていたのだが、決まって「アホなんじゃなくて」と一いつ蹴しゆうされていた。


    　だから、もしかしたらアサヒの言葉を聞き間違ったのかと思っていたのだが、期待はあえなく裏切られた。


    　ユウヒは引っ越しの準備で、明日あしたからはもう登校しないという。


    　突然の話に教室はざわめいている。


    　ホームルーム後は、誰よりも早く海かいが問いただした。


    「引っ越し先って、どこなんだ？」


    「遠いところよ」


    「転校先は？」


    「遠い学校よ」


    「本当に、街を出るのか？」


    「そう言ったじゃない。アホなんじゃなくて」


    　海がいくら聞いても、ユウヒはかわしてばかりいる。


    　ただ、ひとつだけ。


    「安心なさい。妹のアサヒは、私と違って残るから」


    　はっきりと答えたのは、アサヒとは別れないですむことだけ。


    　逆を言えば、ユウヒとの別れは避けられない。なぜアサヒは残ってユウヒだけ街を発たつのかはわからないが、思いつくのは両親の離婚といった家庭の事情くらいなものだった。


    　ユウヒはさっさと帰り支度を終えてしまう。


    「それじゃあ、さよなら」


    　やめてくれ、と海は思う。現実と合わせて、こんな言葉を二度も聞くハメになるなんて。


    「……なあ。今日きようは一緒に帰らないか」


    「お別れと聞いた途端に誘ってくるなんて、あなたまさか私に気があったのかしら」


    「気き色しよく悪いこと言ってないで、もっと話をさせてくれ」


    「今さらなんの話をするというのよ」


    「恋バナとか？」


    「アホドジマヌケなんじゃなくて」


    　ユウヒは素そっ気なく教室をあとにした。海は慌あわてて追いかける。


    「ついて来ないで。私はこれから、職員室でいろいろ手続きがあるのよ」


    　そう言われても海は諦あきらめることができない。


    　ユウヒの帰りを校門で待っていると、夕方にはまた出会えた。


    　そんな海かいを見ても、ユウヒは眉まゆひとつ動かさずに通り過ぎた。


    　ふたりの帰り道は違うのだが、校門を出ても海はユウヒの隣を歩いていた。


    「あなたの家はあっちだったと思うのだけど」


    「今日きようはこっちに用があるんだ」


    「だったら私は、そっちから帰ることにするわ」


    「奇き遇ぐうだな、俺おれはそっちにも用があるんだ」


    「アホドジマヌケのストーカーなんじゃなくて」


    「もうそれでいいから、引っ越し先を教えてくれ」


    「教えてどうするのよ」


    「遊びにいくよ。離れてても、たまに会うくらいはできるだろ？」


    「できないわ」


    「……なんでだよ」


    「なんでもよ」


    　とりつく島がない。


    　ユウヒはなにを思って、ここまで頑かたくなに避けようとするのか。


    「俺を嫌いなら、嫌いって言ってくれ。そっちのほうがすっきりする」


    　ユウヒは横目で海を見る。


    「……餞せん別べつよ。かわいそうなあなたの期待に応こたえてあげるわ」


    「俺のことが嫌いって意味か？」


    「好き嫌いについてはノーコメント」


    「じゃあ餞別って、引っ越し先を教えてくれるのか？」


    「違うわ。恋バナをしてあげようって言ってるのよ」


    「なるほど、じゃあおまえって好きなやついるのか？」


    「ま、待ちなちゃい」


    　嚙かんだ。


    「……私のことはどうでもいいのよ」


    「気になるんだけどな」


    「気になるからってこれ以上聞いてきたらあなたの髪を一本一本抜いたあと、その毛穴に一本一本針を刺すわ」


    「想像するだけでいてーよ！」


    「ねえ、海。あなたの好きな人は誰？」


    　ユウヒのほうから尋ねてきた。


    　海は、答えることができなかった。


    　なぜだろう。


    　星ほし見みだと告げることはできたはずなのに……。


    「……ここまでよ。時間切れ」


    　ユウヒは道を曲がった。その背中がこれ以上はついて来るなと告げていた。


    「もう会うこともないだろうけど、元気でね」


    　ユウヒは振り返りもせずに言って、歩き去る。


    　確固たる意志を感じ、海かいは追うことができなかった。


    「ユウヒ……」


    　寂しいことは言わないでほしかった。


    　たとえ引っ越しても、連絡をとり合うくらいはできるはずなのに。


    　だけど。


    　海はもう、知っている。


    



    　現実でも、ユウヒとはそれっきりになったんだ────。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    「その話は、本当ですか……？」


    　帰宅して、空そらに学校での出来事を報告するのは日課である。


    　ユウヒの転校は、これまでで最も空が驚いた報告になった。


    「本当だ。ユウヒ本人はもちろん、アサヒちゃんも言っていた」


    「わたしは、アサヒちゃんから聞いていません……。兄さんにフラれてそれどころじゃなかったんだと思いますけど……」


    「……アサヒちゃんの様子はどうだった？」


    「無理に元気に振る舞っていました」


    「そうか……」


    「兄さんは慰なぐさめたいのかもしれませんが、やめてください。傷を広げるだけだと思います」


    「わかったよ」


    　パーシィはふたりが作戦会議をしている中、惰だ眠みんを貪むさぼっていた。


    「ユウヒ先輩の転校ですけど、これは時間切れだと考えられます」


    「時間切れ？」


    　ユウヒも同じ言葉を使っていたけれど。


    「ユウヒ先輩はほかのヒロインと比べて、攻略の期限が短いんだと思います。現実世界を考えても、先輩とは離ればなれになりましたし……」


    　現在の日付──ゲーム上の暦では、五月に入っている。


    　ユウヒを攻略するつもりだった場合は一か月しか期間がなかったことになる。


    「ユウヒ先輩に限らないかもしれません。ほかのヒロインも、いつ時間切れになるかわからないんですから」


    「予想以上に、時間は残されていないってことか」


    「ゲームバランスを考えても、ユウヒ先輩だけ一か月で、ほかのヒロインは一年まるまる期間があるとは考えにくいです。友とも利り先輩の攻略、急ぐに越したことはありません」


    　だが現状は、星ほし見みを攻略するための糸口が見つからない。


    　ヒントは『運動』以外のパラメータが必要ということだけだ。


    「おなか空すいたぞ……」


    　パーシィが起きだした。


    「おはようございます、パーシィ。晩ごはんはすぐに作りますから、もう少しだけ待ってくださいね」


    「空そらのごはんのためならいい子にして待ってるんだぞ！」


    　このタダ飯食らいの存在意義がなくなりつつある。


    「友利先輩の攻略ですけど、兄さんが出会えない以上は、周囲から情報を集めるしかないと思います」


    「先輩の好みのパラメータを聞いて回るのか？　情報がもらえるかは疑わしいぞ」


    　一か月を過ごした今だから言えるが、自我のある名前を持つＮＰＣに比べ、周囲のモブキャラは空気のような存在だ。恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームというのは改めてひどい舞台設定である。


    「モブキャラから聞き出すのが難しいなら、攻略ヒロインをあてにするしかありません。出会えない友利先輩と、転校したユウヒ先輩を除くと、あとはアサヒちゃんと……」


    「弓ゆみ倉くらか……。彼女とは、この世界で話したことは一度もないな」


    　弓倉小こ雨さめ。


    　クラスメイトのはずが、周囲のモブキャラと同程度に存在感がない。


    　そのせいか、最近は見かけてすらいなかった。


    「楠くすの瀬せユウヒと同じで、すでにフェードアウトしてるかもしれないぞ」


    　パーシィは胸を張る。


    　話すときはいつも偉そうだが、それが神さまというやつなら、『ドリメモ』のつくも神がみもこんな性格をしているのだろうか。


    「兄さんが見かけていないと言うなら、パーシィの言葉は信しん憑ぴよう性が高そうです」


    「会話くらいしておくべきだったか……」


    「あたしは最初に話したはずだぞ。攻略ヒロインとは接点を持っておけって」


    「まだ間に合うかもしれないだろ。明日あしたにも接触してみるさ」


    「兄さんは今、アサヒちゃんとは会いづらいですよね。アサヒちゃんはわたしに任せて、兄さんは弓ゆみ倉くら小こ雨さめという人から友とも利り先輩のことを聞いてみてください」


    「やってみるよ」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　翌日、海かいは登校すると早速、小雨を捜した。


    　しかし見当たらない。クラスの誰に聞いても、彼女の居場所を知る者はいなかった。


    　まだ登校していないのだろうか？


    　そのうちにホームルームが始まって、担任の先生が出席をとっても小雨の名前は呼ばれなかった。クラスにはひとり分の空席。


    　ぽつんと取り残された机と椅い子すの様子がいやに寂しい。


    　弓倉小雨という女子生徒は最初から存在していなかった。そう言われても信じてしまいそうになるくらい、周囲は彼女を気に留とめていなかった。


    　ホームルームが終わってから、海は先生に尋ねた。


    　言いにくそうにしていた先生の言葉によると、小雨は欠席しているわけではなく、今は保健室にいるらしい。たぶん体調不良なのだろう。


    　休み時間は短いが、海は向かってみることにする。授業に遅れるかもしれなくても、星ほし見み攻略のほうがよほど重要だ。


    　保健室は無人だった。


    　肩すかしかと思いきや、ベッド脇わきのカーテンがわずかに開いているのに気づいた。


    　のぞいてみると、女子生徒がひとり休んでいる。


    「……寝ている女子をのぞき見とは、趣味が悪いのです」


    　目が合ってしまい、海は急いで謝る。


    「ごめん。ええと、弓倉さんだよな？」


    「はい……。小雨の名前は、弓倉小雨です」


    　自分のことを名前で呼ぶ高校生は初めて見た。


    　言葉遣いが丁てい寧ねいだからか、幼おさなさよりもミステリアスな印象が強い。


    　小雨はゆっくりと体を起こした。ぼんやりした瞳ひとみを海に向けながら、肩にかかった髪を静かに払う。


    「具合悪いなら、寝てていいよ。俺おれは退散するから」


    「……小雨に用があったのではないのですか？」


    　そうなのだが、無理をさせるのは忍びない。


    　彼女とはこれまでまともに接する機会がなかったが、面と向かうと儚はかなげなところが妹の空そらに似ていると思った。


    　異なる点を挙げるとしたら、空そらは儚はかなくても瞳ひとみの光が強く、芯しんがしっかりしている。


    　彼女のほうはといえば、眠そうな目つきだ。寝起きだからかもしれないけれど。


    「小こ雨さめは体調不良というわけではありません……。お気になさらずに」


    　口く調ちようのほうもとろんとしている。全体的にスローである。


    「じゃあ、なんで保健室に？」


    「聞きたいのですか？」


    「まあ、気になるし」


    「世界は今、未み曾ぞ有うの危機に瀕ひんしているのです」


    　突然なんの話だろう。


    「小雨は人々の平和を守るために立ち上がったのです。通学を犠ぎ牲せいにしてまで大宇宙の暗黒神と闘っていたのです。先生にそう話したら、病院に連れていかれて心の病と診断されたのです。先生方に言わせると、これは中二病なのだそうです。処方された『よい子の学習』という道徳本によると、治療には健全な生活が一番だそうです。ですが小雨は選ばれた人間ですので、そんな暇ひまはないと懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明したのですが、あえなく登校拒否と認定されて保健室登校を勧められてしまったのです。そして今に至るのです」


    　海かいは開いた口がふさがらなかった。


    「このベッドの寝心地はなかなかのものです。小雨のとってもすごい自制心をもってしても抗あらがうことは叶かないませんでした。おそらく正義の真しん髄ずいはここにあります。平和とは、争わず思考停止の安眠を授さずかること。人類の理想郷とは保健室だったのです。小雨は明日あしたからがんばります」


    　海は思った。


    　彼女を攻略することにならなくてよかったなあと。


    「小雨にはわかるのです……。あなたは小雨と同じ人種だと」


    「人をニート予備軍の仲間にするんじゃない」


    「小雨は世界平和のために夢の中で闘いますので、あとはよろしくお願いします」


    「なにをよろしくされればいいんだ……」


    「前線で闘うことを託たくすと言っているのです。小雨は後こう方ほう支し援えんに回ります、ここで」


    　本当に、なんの話をしているのやら。


    「後方支援って、寝ながらか」


    「寝ながらです」


    「俺おれじゃなくてパーシィと同類のような……」


    　うっかり口をすべらせた。小雨はパーシィを知らないはずだ。


    「……綾あや野のくん。ご武運を」


    　小雨の、なにを見ているか判然としない瞳は相変わらずで。


    　そしてその色は、深くて底が見えなかった。


    「今の小こ雨さめでは……いえ、この舞台にいる小雨では、力が及ばないようです。後方支援も満足にこなせるかどうかわかりません。暗黒神の呪のろいとはそれほどまでに強大なのです。むしろ小雨でなければとんでもないことになっていたでしょう」


    「……どんなことになっていたんだ？」


    「健全な生活を送っていたかもしれません」


    「いいことだと思うんだが」


    「世界のルールに囚とらわれることが、果たして善と呼べるのでしょうか。特に、この現状では」


    　海かいはなにも言えなくなった。偶然なのだろうが、小雨の指摘は的を射ていたからだ。


    「あなたの用事のほうはよろしいのですか？」


    「……ああ、そうだった」


    　海は気を取り直して尋ねる。


    「友とも利り星ほし見みっていう三年の女子生徒は知ってるか？」


    「知っているのです」


    「彼女について、なんでもいいから情報を教えてほしいんだ」


    「小雨は、攻略の手助けはできません。恋愛は専門外ですので」


    　小雨は今、たしかに攻略と言った。


    「……それって、どういう意味だ？」


    「これでも処しよ女じよなものですから」


    「い、いや、恋愛が専門外ってほうじゃなくて」


    「小雨はたった今、気づきました。男子の前で処女だと言うのはとっても恥ずかしいのだと」


    「気づくのおせえよ……」


    「くうっ……顔が熱くなってきました。心しん拍ぱく数すうも上がっています。なんだか涙すらこぼれそうになっていますが、小雨は暗黒神の呪いなどには負けません。いつか恥じらいもなく、私は処女です、と宣言できるようになることをここに誓ちかいましょう」


    「やめてください」


    「なんの話でしたっけ？」


    　実はアホの子なんだろうか。


    「さっきさ、攻略って言ったから。気になって」


    「それは単なる比ひ喩ゆです。あなたは友利星見に気があるのでしょう？　先ほどのようなことを尋ねる理由は、それしかないと考えたものですから」


    　ここがゲーム世界であることに気づいているわけではないようだ。


    　彼女もまたＮＰＣ……。


    　だが、そう断じてしまうのはためらわれた。


    「綾あや野のくん。次に会うときは、ここではない場所で。きっと力になれると思います。働きたくありません」


    「……最後の言葉が矛む盾じゆんしてるぞ」


    　海かいは漠ばく然ぜんと察した。


    　小こ雨さめとはもう、このゲーム世界で出会うことはないだろう。転校したユウヒと同じように。


    　これまでのやりとりからきた、ただの願いかもしれないけど。
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    　帰宅後の作戦会議で空そらと成果を報告し合ったが、進展はなかった。


    「兄さんと同じように、わたしのほうもめぼしい話は聞けませんでした」


    　海は、小雨が外れだったためにダメ元でモブキャラにも聞いて回ったのだが、すでに知っている基本情報くらいしか得られなかった。


    　友とも利り星ほし見みは野球部のマネージャー。


    　マネジだけあって世話焼き。


    　レギュラーやベンチ入りしている一軍よりも、二軍以下の部員のほうをかいがいしく世話する傾向にあるが、それもまた面倒見のいい性格を裏づけている。


    　そんな天使のようなお人が、友利星見なのだ。


    　とはいえ、これだけでは『運動』以外のパラメータである『学力』『センス』『会話』『情熱』のどれを好むかわからない。


    　空がアサヒに聞いても、今以上の情報は出てこなかったという。


    「次はどうすりゃいいんだろうな……。やっぱりパラメータを上げまくるしかないのか？」


    「早まらないでください、兄さん」


    　星見の好みを突き止められないなら、消去法という手もあった。星見以外のヒロイン全員の好みを調べ上げることで、残ったひとつのパラメータを正解に位置づけられる。


    　だけどそれは断念するしかなかった。ユウヒが転校してしまって調べられなくなったというよりも、五人目の攻略ヒロインがいまだ[image: ]なぞのままだからである。


    「ユウヒがいなくて、弓ゆみ倉くらもいなくなりそう、最後の攻略ヒロインは不明だしで、修しゆ羅ら場ばになるって言ってもふたりだけだ。パラメータを上げまくってもなんとかなるんじゃないか？」


    「わかっていて言っていますよね。それは友利先輩とアサヒちゃんを相手に二股またをかけるという意味ですよ」


    「……悪い。俺おれ、また焦あせってるみたいだ」


    「いえ……。満足にサポートできないわたしが悪いんです」


    　空気が沈みかけたところで、空は言う。


    「ひとつ、気になっていることがあるんです」


    「なんだ？」


    「アサヒちゃんから聞いたんですが、ユウヒ先輩が街を発たつのはもう少し先だそうです」


    「それなら俺も本人から聞いたよ」


    「でしたら、ユウヒ先輩はまだ完全にフェードアウトしたわけじゃありません」


    「でも、引っ越しの準備で登校はしてないぞ。会えないことに変わりはない」


    「学校に来ていなくても、連絡くらいはとれますよ」


    　海かいは、空そらの顔をまともに見られない。


    「友とも利り先輩の場合と違って、ユウヒ先輩の連絡先は知っていますよね」


    「……ここはゲーム世界だ、現実のケータイ番号が通じるかわからないぞ」


    「兄さんはアサヒちゃんの告白を断ことわるときに、ケータイに連絡して校舎裏に呼んだんじゃなかったんですか？　それが可能でしたら通じるはずです。兄さんにわからないわけがありません」


    　海はぐうの音ねも出なかった。


    「……ごめんなさい、言葉がきつくなりました。でも、一いち途ずで頑固で決断が速いのが兄さんなのに、なぜユウヒ先輩に対してだけはそんなに及び腰なんですか？」


    　なぜだろう。


    　理由など、悩むまでもなく気づいている。


    　現実では離ればなれになったのだから、どうせ仮想でも同じに決まっている。


    　海はユウヒという存在に対して、そんなふうに諦あきらめているところがあった。


    （だから俺おれは、ユウヒを最後まで追いかけることができなかった……）


    　もう会うこともないと告げ、振り返りもせずに夕日の向こうに消えていった幼おさななじみ。


    　空にとって、アサヒが一番の友だちであるように。


    　自分にとっては、ユウヒがまぎれもなく一番の友だちだったのに。


    「……連絡、とってみるよ」


    「はい。ありがとうございます」


    「礼を言うのは俺のほうだよ」


    　海は自室に戻ると、ケータイを取りだした。


    　ユウヒの番号は登録されている。押すのはボタンひとつだけでいい。


    　なのに、一秒もかからない手間のはずなのに、動けない。


    　アサヒの告白を断るのと同程度、もしかしたらそれ以上の勇気が必要だった。


    　……もし、相手が出なかったら？


    　友だちだと思っているのが自分だけだとしたら？


    　ユウヒにとって、綾あや野の海など取るに足らない人間だったら、どうしよう……。


    「がんばれ、人間。この世界は、おまえが思っているよりも優しいぞ」


    　いつからだろう、パーシィがそばにいた。


    　昼寝をしているか、空そらが作る夕食を待ちわびているかのどちらかだと思っていたのに。


    「あたしはおなか空すいたから、空のところに戻るんだぞ」


    　パーシィは去っていった。


    　海かいの心は驚くほど軽くなっていた。


    　あれほどためらっていた行為なのに、海は自然に電話をかけることができた。


    　コールが続く。


    　ひとつ音を刻むたびに、軽くなったはずの心に重おも石しが加わる。


    　心臓の鼓こ動どうはコールの間隔などとっくに追い越している。


    　海がこの調子で強くケータイを握りしめていたら、ヒビくらいは入ったかもしれない。


    「もしもし」


    　コールがやんだあとに届いた音。


    　ユウヒの声。


    　出てくれた……！


    　これに勝まさる喜びはなく、そしてそれ以上の後悔があった。


    　この勇気をなぜ、現実で持つことができなかったのか。


    　一度でも連絡をとっていれば、今みたいに関係を保つことができたかもしれないのに……！


    「……海？　イタズラ電話なら切るわよ」


    「待った待った、切らないでくれ！」


    「切せつ羽ぱ詰まってるみたいだけど、いったいどんな用件かしら」


    　海は昂たかぶる感情を抑えつけ、


    「友とも利り先輩について、なにか知ってたら教えてほしいんだ」


    「……それはなぜ？」


    「おまえ、俺おれに聞いたよな。誰のことが好きかって。それが友利先輩だからだよ」


    「本当に？」


    　聞き返されるとは思わなかったので、答えは用意できなかった。


    「まあいいわ。幼おさななじみのよしみで、教えてあげてもよくってよ」


    　それからユウヒはなにを思ってか、たとえ話を始めた。


    「もしもあなたが、野球を続けていたとしたら……」


    　妹のアサヒは海を追いかけて、野球部のマネージャーになっていた。


    　だからユウヒは妹のために、野球部の実情を調べていた時期があった。


    　その際、星ほし見みとはどんな人物なのか、部員から知ることができたという。


    （……そうだ。友利先輩は野球部のマネジで、俺はその部員だったんだ）


    　現実では、中学時代にその名を県に轟とどろかせ、高校に入ると期待の新人として注目されたが、一年生時の秋にはケガで退部に追い込まれ、以降は『ドリメモ』の主人公と同様に帰宅部を続けていた。


    　そんな背景があったから、海かいと空そらはこのゲーム世界でも野球部を避けている。


    　部員から情報を得るという選択肢をとっていなかった。


    　きっとユウヒの情報は生きることになるだろう。


    「あなたは、友とも利り先輩のなにを知りたいの？」


    　海はパラメータを順に挙げていった。『学力』『運動』『センス』『会話』『情熱』、星ほし見みが好みそうなものはどれなのか？


    　ユウヒは、どれにも当てはまらないと答えた。


    「そんな薄っぺらい物差しで、なにがわかると言うのよ。人が人を好きになるって、そんなに単純なものかしらね」


    　現実ならそうなのだろう。


    　しかしここはゲーム世界だ。割り切らないといけない。


    「どういう理由かは言えないけど、友利先輩をその五つの項目に関連づけたいってわけ」


    「ああ。でも、友利先輩の好みがどれに対応してるのかさっぱりでさ……」


    「事情を知らない私よりも、いつもあなたのそばにいる空に聞くべきなんじゃなくて」


    「困ったことに、空にもお手上げなんだよ」


    「ふうん、あの子にしてはめずらしいわね。簡単に解けそうなものなのに」


    「俺おれたちは友利先輩の基本情報しか持っていないからな……」


    「私だってそうよ。部員に聞いてもアイドル的存在やら面倒見がいいやら、それくらいしか聞けなかったもの」


    「……おい」


    　だとしたら、ユウヒも外れ？


    「基本情報だけで十分じゃない。なのに解けないのは、発想が抜けているせいでしょうね」


    「どういう意味だ？」


    「逆転の発想が必要という意味よ。空だったら思いついてもおかしくないのに、あなた以上に切せつ羽ぱ詰まって冷静になれていないのかもしれないわ」


    　ユウヒは学校の成績こそ目立っていなかったものの、頭の回転は恐ろしく速い。


    　頭がいいというのは自分ではなく、ユウヒのような人だと言ったのは空だ。


    　だから海は、離ればなれになる前はそんな彼女に相談役をお願いすることが多かった。


    「私は言ったわよね、友利先輩の好みは『学力』『運動』『センス』『会話』『情熱』のどれにも当てはまらないって。そしてあなたたちも見当がついていない。だったらそれが、友利先輩の好みなのよ」


    「……俺にもわかるように頼む」


    「友利先輩はどのパラメータにも対応していない相手──つまりなんの取とり柄えもない男が好きなのよ。たとえばあなたが虫以下のダメ人間にでもなれば、一気にゾッコンなんじゃないかしら」


    「マジかよ」


    　海かいの感想はこの一言に集約されていた。


    　思えば現実の星ほし見みは、ケガをした海──なんの取とり柄えもなくなった自分を気にかけていた。


    　海が部に所属していたときよりも親しん身みになってくれていたのだ。


    　退部した部員の相手など、マネージャーの仕事とは関係ないだろうに。


    「これ以上、友とも利り先輩について話せることはないわ。だいたい、あなたはアサヒをフったんだから。敵にはあまり塩を送りたくないわね」


    　海を敵と呼んだ今のユウヒは、間違いなくアサヒの姉だった。


    「ありがとうな」


    「そこでお礼だなんて、バカなんじゃなくて」


    　ユウヒの声には、今までの会話の中で一番の優しさが滲にじんでいた。


    「バカのつくお人好よしなんじゃなくて……」
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    　海はユウヒから得た情報を、夕飯を食べながら空そらと共に吟ぎん味みする。


    「……たしかにその意見は盲点でした。わたしが思いつけなかったのは冷静さを欠いていたのもそうですが、ゲームに慣れすぎていたのも原因だと思います。先入観に囚とらわれていたんです」


    　空が言うには、恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームは本来パラメータを上げることでヒロインを攻略するゲームなので、主人公がダメ人間を目指すような展開があるとは聞いたことがないらしい。


    「ただ、コミステのソフトはゲームシステムに問題があって、そのせいで本体がゴミ捨てと呼ばれていることが多いですので……」


    「空までゴミ捨てって言った！　ひどいんだぞ！」


    「パーシィ、あーん」


    「あーん！」


    　肉で釣って黙らせる空である。


    「わたしは以前、ドリメモの攻略ヒロインは五人でステータスのパラメータも五種類だから、ちょうど一対一で結びついているはずだと言いました。でも、それは間違いだったんでしょう。これも先入観による弊へい害がいと、ゴミ捨てを甘く見た結果だったんだと思います」


    　パーシィは食事に夢中で、空のゴミ発言をスルーした。


    「それに、友利先輩はマネジとして一軍よりも二軍を気にかけているのも事実ですから、ユウヒ先輩の出した答えは正解なんだと思います」


    「じゃあ俺おれは、具体的にどうすればいい？」


    「友とも利り先輩のお眼鏡めがねに適かなうダメ人間になるまで、ひたすらステータスを下げ続けるしかないと思います」


    　改めて言われると、とんでもない目標である。


    「だいたい、俺のステータスはすでに並以下なんだけどな……」


    「『運動』は高いじゃないですか。そのせいで友利先輩と出会うことすらできなかったと考えれば、納得できるんじゃないでしょうか」


    　明日あしたからのプランは、これまでとは逆に『運動』を下げることに決定しそうだ。


    「授業を選択するとパラメータが上がるけど、下げるにはどうしたらいいんだろうな」


    　たとえば体育の授業を選択すれば『運動』が上がる。


    　だがそれで『運動』以外のパラメータが下がるということはない。


    　体育以外の授業を選択したところで、『運動』は下がらない。


    「説明書にはなにも書いてないぞ、もぐもぐ」


    　パーシィが口に物を含みながら言う。


    「ダメ人間を目指すとか、普通は誰もやらないんじゃないか？　もぐもぐ」


    「パーシィ、ごはんを食べながらしゃべるのはいけませんよ」


    　空そらは母親のようにたしなめてから、


    「友利先輩の立ち位置は本来、チョロインだったのかもしれません」


    「なんだそれ」


    「攻略が難しいと思いきや、意外と簡単に落ちるヒロインのことです。本人には内緒ですよ」


    　空はイタズラっぽく口元に人さし指を当てる。


    「本当ならパラメータをほとんど上げなくても攻略できるはずが、兄さんの『運動』が最初から高かったために、あえて下げる必要ができてしまったんです。想定外のことなので、説明書には載っていないんだと思います」


    「……パラメータを下げる方法がないなら、手詰まりになるぞ」


    「いえ、正攻法では難しいというだけです。現実が反映されているぶん、わたしたちの行動も選択肢が広がっているんですから。ユウヒ先輩が言った逆転の発想にあやかりましょう」


    　空が立てた作戦は、以下のとおりである。


    　授業を選ぶとパラメータが上がるなら、なにも選択しなければいい。


    　要は学校をサボればいい。引きこもりにでもなれば、どんなパラメータも下がるだろう。


    「弓ゆみ倉くらみたいになれと言うのか……」


    「だらけるという意味でしたら、違いますよ。せっかく学校を休むんですから、その時間を有効利用しないといけません」


    　空がいる限り自分がニートになることはないだろうと、海かいはよくわからない感動を覚えた。


    「食べ終わったら、リビングにゲーム機をセットするつもりです」


    「なんでまた」


    「兄さんにプレイしてもらうためです。実は、この家にはコミステが置いてあるんです。ドリメモはコミステのソフトなので、ファンサービスとしてメーカーが登場させたんだと思います。どのソフトも電池が切れていてセーブができないのは、現実の反映力のほうでしょうけど」


    「ていうか、なんで俺おれがゲームをする流れになってるんだ？」


    「恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームについて勉強してもらうためです。少しは知っておいたほうが、今後のためになると思いませんか？」


    　そう言われてはうなずくしかない。


    　食事のあと、空そらはゲーム機を慣れた手つきでリビングのテレビに接続した。


    「兄さんは初心者ですし、ソフトはこれがオススメです」


    　かわいらしい絵が描かかれたパッケージを渡される。


    　中の説明書をぱらぱらめくっていると、キャラクター紹介のページで手が止まる。


    「このメインヒロインなんだけどさ、名前がソラなんだな」


    「……そうですか」


    「おまえと同じなんだな？」


    「……そうなんですか」


    「あれ、プレイしたことあるんだろ？」


    「ありません」


    「初心者にオススメって聞いた気が……」


    「単にそういう評判だっただけです」


    　そして空は、普段どおりに淡々と言葉を紡つむぐ。


    「ヒロインがわたしの名前と一緒なのは、偶然以外のなにものでもありません」

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ④　～行き止まり～


    



    



    「それでは兄さん、いってきます」


    「ああ、いってらっしゃい」


    「ゲームの勉強、がんばってくださいね」


    「そっちも学校の勉強、しっかりな。俺おれが言うまでもないだろうけど」


    　綾あや野の空そらは、仮病を使って休む兄に見送られて自宅をあとにした。


    「最近は海と一緒だったから、空とこうやって登校するのは久々なんだぞ。なんか安心するんだぞ」


    　制服の胸ポケットにはパーシィが収まっている。


    「でも海かいのポケットに比べると、空のは胸の分だけきついんだぞ」


    「以前と比べたらどうですか？」


    「変わってないんだぞ」


    　サイズが大きくなったわけじゃない。空は気落ちしたが、おくびにも出さない。


    　そもそもここはゲーム内の仮想世界なので、成長という概がい念ねんはない。


    　だけどそれは体に対してであり、心の成長という意味ならあってもおかしくない。


    　兄にゲームを勧めたのも、恋愛というものをもっと知ってもらうためなのだ。


    （二次元と三次元は違うと言いますけど、この世界は二次元の産物ですから問題はありません）


    　家事だけではなく、このようなかたちでも兄の世話を焼いてしまう自分には呆あきれる。そのくせ悪い気分にはならないので始末に負えない。


    　兄が攻略対象にしている星ほし見みもまた、こんな気持ちを抱いだいているから楽しんでマネージャーを続けているのだろうか。


    （わたしは友とも利り先輩と違って、ダメ人間が好きなわけじゃありませんけど）


    　空は考えてしまうことがある。


    　もしかしたら、星見は自分と似たタイプだから苦手なのかもしれないと。


    （それだけが理由じゃないのかもしれませんけど……）


    



    　空が学校に通っている間は、特にイベントもなく平へい穏おんだった。


    　主人公である兄がそばにいなければ、こんなものだ。


    　空は下校途中に夕飯の材料とパーシィのおやつを買って帰宅する。


    「ただいま、兄さん」


    「おう。おかえり」


    　空そらがリビングに姿を見せても、兄の視線はテレビに釘くぎ付けだった。


    「ゲームのほうはどうですか？」


    「おもしろいよ。恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームってのをプレイしたのは初めてだったけど、これならもっと早く手を出しておくんだった」


    　兄はやっと空に向き直る。思った以上に熱中している。


    「いやもう、ソラがかわいくてさ！　普段は淡々としてるんだけど、ここぞってときにデレてくれるんだよな。主人公にしか見せない献けん身しん的な姿がまたグッと来るんだよ」


    「……そうですか」


    「なんでおまえが赤くなる」


    「な、なってません」


    　ともあれ、兄が真ま面じ目めに恋愛を勉強しているなら言うことはない。


    



    　翌日もこの調子で兄は学校を休み、空はひとりで登校する。


    　だが、下校のほうはひとりにはならなかった。


    「空ちゃん、ちょうどよかった」


    　もうすぐ自宅というところで、友とも利り星ほし見みと出会った。


    　見かけたのは実に、ゲーム上の初日以来だ。


    「友利先輩……どうしてここに？」


    「海かいくんの家を訪ねるところだったんだ。二日も学校休んでるって聞いて、心配で……」


    「……お見舞いですか？」


    「うん。先生に事情を話して、住所を教えてもらったんだけど。いきなりお邪魔したら迷惑になるかもって悩んでたところに、空ちゃんが来てくれたんだ」


    　そして星見が最初に言った、ちょうどよかったという言葉につながるようだ。


    　この時間、星見は部活動をしているはずだ。それを休んでまでお見舞いに来てくれたのだから、ふたりの距離が縮まった証あかしだろう。


    （兄さんのステータスは順調に下がっているか、もしくは兄さんの欠席がイベントの発生条件だったということでしょうね）


    　空は星見を自宅に招くことにした。


    　兄はゲームをプレイ中だったが、星見がお見舞いに訪れたことを教えてリビングのテレビを消した。セーブができないため、ゲーム機のほうは電源を落とさずに起動させておく。


    　星見は兄の体を案じていた。仮病なのだが、学校側にはカゼと説明しているので兄はそう装よそおっていた。不自然になりかけたら、空がしっかりフォローした。


    　星見には特に疑われなかった。思ったより元気そう、と安心している。


    　星ほし見み攻略はようやく進展を見せていた。


    　だが、喜ばしいはずなのに素直に受け入れられない自分がいる。


    　そんな気持ちにフタをして、兄と星見が楽しげに話す様子を、空そらは一歩引いて眺めていた。


    「海かいくん。元気になったら、野球部の見学に来てみない？」


    　星見は帰り際に、初日にも見せた勧誘を行おこなった。


    「海くんなら、絶対に活躍できると思うんだ」


    



    　さらに翌日もまた、兄は学校を欠席した。


    　イベントは発生したのだが、肝かん心じんのステータスが思うように下がっていないためだ。


    　二日三日のサボりでは効果がないのならと、兄は一週間まるまる引きこもった。


    　その間、星見のお見舞いは一度きりだったので、そろそろ次の一手が必要になるだろう。


    　空に思い浮かんだ新たなプランは、野球部への入部だった。


    （友とも利り先輩は二度、兄さんを勧誘している……。友利先輩を攻略するためには、入部が必ひつ須すイベントであるというヒントなのかもしれませんけど……）


    　だけど、空には踏ん切りがつかない。


    　どうしても兄のケガを連想してしまう。


    　ゲーム世界なのだから、現実の体が傷つくわけじゃない。理屈ではわかっていても、感情のほうがついてきてくれなかった。


    （……入部すべきかどうかの判断は置いておくにしても、いいかげん兄さんは登校してもいい頃合いですよね）


    　星見がお見舞いに来ないのなら、接点を持てない。以前までのすれ違いと変わらない状況が続くだけだ。


    「兄さん。明日あしたからは登校するべきだと思うんですが、どうでしょう」


    「学校なんて通ってる暇ひまはねえ！　俺おれは今、ソラたんの攻略でいそがしいんだよ！」


    　兄はこの一週間で立派なニートになっていた。


    「それよりも聞いてくれ、一大事なんだ。俺は致命的なバグを発見したんだよ！」


    「え？　そんな話は初耳……」


    「いくら呼んでもソラたんが画面から出てきてくれないんだよ！」


    　空は、変わり果てた兄の姿に絶望した。


    「正気に返ってください、兄さん！」


    「さて、今日きようも明日も明後日あさつてもソラたんとキャッキャウフフして過ごすぞー」


    　空はゲーム機の電源を落とした。


    「ジーザス！　ウソだと言ってよ神さま！　あとちょっとでソラたんとあんなことやこんなことができたのに！」


    「帰ってきなさいバカ兄さん！」


    　振り上げた空そらの右拳こぶしが兄の顎あごに炸さく裂れつした。


    「……わたしにいやらしいことをしようとしないでください」


    「い、いや、ゲームのソラの話だぞ？」


    　海かいが顎をさすりながら、情けない顔で言う。


    「ちゃんと現実に帰ってきましたか？」


    「ああ……。でも、ここもドリメモの世界だから現実じゃないわけで……」


    　兄はこんがらがっていた。


    「……とりあえず、兄さんは妹のわたしですらどん引きするほど堕だ落らくしたわけですし、ステータスはかなり下がっているんじゃないでしょうか」


    　兄に確認して数値を読み上げてもらう。


    　たしかに四つのパラメータは下がっていたが、肝かん心じんの『運動』だけは現状維い持じだった。


    「な、なんでだ？」


    「……たぶん、兄さんだからのような気がします」


    「どういう意味だよ……」


    　それだけ運動能力が飛び抜けているという意味なのだが、あらゆる方面で自覚が乏とぼしいのは兄の欠点だ。


    「まあソラを最後まで攻略できなかったのは残念だけど、楽しかったよ。ゴミ捨てだけあって理り不ふ尽じんなシステムだったけどな」


    「だからゴミ捨てって言うなー！」


    「あれ？　パーシィ、おまえこれまでどこにいた？」


    「あたしが話しかけただけでいつもつまんで捨ててただろー！」


    　なにかに夢中になると周りが見えなくなるのも兄の欠点だ。


    「兄さんも少しはゲームの魅力がわかりましたか？」


    「そうだな、空がハマるのもわかるよ。でも、ちょっと疑問に思ったんだけど」


    「なんですか？」


    「コミステって古いゲーム機だよな。なのに、なんで最近になって空はプレイしてたんだ？」


    「…………」


    「新しいゲーム機だって持ってるんだろ？」


    「……兄さんには、関係ありません」


    　空が顔を背そむけて言うと、兄は追及してこなかった。


    　本当は兄に関係あるからこそ、これまで『コミカルステージ』を大切に保管していた。


    　この春からのふたり暮らしをキッカケに、空はまたプレイしたくなったのだ。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　翌朝、海かいはキッチンに立つエプロン姿の空そらの背中に告げた。


    「俺おれ、友とも利り先輩に誘われたとおり、野球部に入るよ」


    　ガタンッ。空の手元から大きな音がした。


    「だ、大丈夫か？」


    「……はい。フライパンを取り落としただけです」


    　火はまだ使っていなかったようだ。ヤケドをしなくてよかった。


    　空は料理を再開せず、海をじっと見つめている。


    　その顔は心なしか青ざめていた。


    「……こんなこと話すべきじゃなかったな」


    「話さなかったら、入部はしないんですか？」


    「いや、どっちにしろそのつもりだ」


    「でしたら、話してくれたほうがマシです」


    　空の不安が海にはわかる。わかるからこそ、空に頼るばかりじゃなく、星ほし見み攻略のための方法を自分なりに模も索さくしていたのだ。


    「俺に考えがあるんだ。おまえを悲しませたりはしない。約束する」


    　だからもう、引きこもりは卒業だ。


    「思いついたら即実行は、俺の長所だからな」


    「どうでしょう。欠点になることのほうが多い気もしますけど」


    　空はちょっと不機嫌にキッチンに向き直り、また朝食を作り始めた。


    「どんな考えがあろうと、無む茶ちやだけはしないでくださいね」


    「わかってるよ」


    



    　海は一週間ぶりに登校し、放課後を待って部の門をたたいた。


    　夢ゆめ色いろ高校の野球部はそれなりの規模で、実力的には全国レベルにあと一歩及ばないといったところだ。学校内に限れば、最も強い部活である。


    　甲こう子し園えん出場を悲願にしているあたりは、現実での海の高校と大たい差さなかった。


    「海くん、いらっしゃい。来てくれるって信じてたよ」


    　マネージャーの星見に笑え顔がおで出迎えられ、見学ではなく入部希望であることを告げると、星見はさらに喜んだ。


    　星見攻略には「お見舞いイベント」→「入部イベント」が必ひつ須すだろうことは、恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームを経験した海にも予想がついていた。だてにソラたんラブだったわけじゃない。


    　入部にはテストを受けてもらう必要があるという。これもイベントのひとつだろう。


    　基礎体力に加えて、海かいは経験者なので打撃と希望ポジションの守備も見ることになった。


    　星ほし見みがダメ人間好きだとしたら、さんざんな結果を残したほうがいいだろうかと思ったが、それで入部自体を断ことわられたら元も子もない。


    「海くんなら突破できるよ、がんばって」


    　星見の応援で俄が然ぜんやる気になり、海は実力どおりのパフォーマンスを披ひ露ろうした。


    「合格だ！　キミ、すごいな！　身体能力もさることながら、打撃と守備も一級品じゃないか！　ああ、私のことはキャプテンと呼んでくれ」


    「僕はファーストだ、よろしく」


    「オレはセカンドだってばよ」


    「自分は補欠Ａっす」


    「あ、はい。じゃあ俺おれのことは新入部員Ｋとでも」


    「なにを言ってるんだ、キミにはれっきとした名前があるじゃないか！」


    　とてもいたたまれなかった。


    　なんにしろ、野球部に入部したことで星見とはいつでも会える。


    　イベントも進むことになるだろうと海は楽観したが、『ドリメモ』の現実はそう甘くなかった。


    　部活のあとに星見と一緒に下校しようとしても、「友だちに[image: ]うわさとかされると恥ずかしいし……」と断られてしまうのだ。それが何日も続いた。


    



    「かの有名なラスボスヒロインと同じですね……」


    　夕食中。イベントが進まない理由は、やはり『運動』が高すぎるからだろうと空そらは言う。


    「部活をやりながら『運動』を下げないとダメってことだよな」


    「兄さんには考えがあると聞いていますけど、その方法を思いついたんじゃないんですか？」


    「いや、なんていうか」


    　ごまかすと、空は怪け[image: ]げんな顔をする。


    「……空はなにか思いついてないのか？」


    　矛ほこ先さきを逸そらしたことに空も気づいているだろうが、それについては言げん及きゆうしてこなかった。


    「そうですね……。部活をサボればステータスが下がるかもしれませんけど」


    「試してみる価値はありそうだな」


    「いえ……どうでしょう。兄さんは学校をサボったことがありましたけど、ほかのパラメータならまだしも『運動』だけはそのままでしたし」


    「でも、ほかに策がないならやってみるさ」


    「…………」


    　空はなにか言いたそうにしていたが、結局口には出さなかった。


    



    　そしてまた、数日が経過する。


    　進展が見えないまま、時間だけが無情に過ぎる……。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは、今夜もお風ふ呂ろで恒こう例れいのひとり作戦会議を始める。


    　兄は部活をサボってみたが『運動』が下がることはなかった。それどころか、部活動に参加しなければ星ほし見みとの接点を失うだけ。


    　明日あしたからはまた練習に出ると、兄は自分に告げた。


    　ピッチング練習ではない。兄は希望ポジションを投手にしなかったのだ。


    （たぶんこれが、兄さんの考えだったんでしょうね……）


    　兄は、現実では投手として活躍していた。


    　だけど今は野手として野球部に加わっている。


    　これなら空は安心してくれる。兄はそう考えたのだろう。


    　たしかに空は、兄がピッチングで肩を壊したことを気にしているのだけれど。


    （バカ兄さん……。投手じゃなくたって、ケガをするかもしれないじゃないですか……）


    　肩以外を壊すことだってありえるのに。


    （そんなことになったら、許しませんからね……）


    　空が部活のサボりを提てい言げんしたのは、そういった理由も含まれていた。


    　空は気づいている。兄が入部を決めたせいでなおさら確信に近づいた。


    　星見攻略のために必要な、もう一歩先のイベントがなんなのか。


    　授業を欠席しても部活を休んでも下がらなかった『運動』のパラメータは、いったいどうすれば下がるのか。


    　もう、答えはひとつしかない。


    （兄さんが……ケガをすること……）


    　現実と同様、再起不能の大ケガを負ってしまうこと。


    　そうなれば『運動』は下がるだろう。


    　そうしなければ、星見は攻略できないだろう……。


    （友とも利り先輩はケガで落ち込む兄さんを慰なぐさめる……。ふたりの距離は近づくことになる……）


    　そしてふたりは結ばれて、ハッピーエンド。


    　空は湯船のお湯をすくって、顔にかける。


    　何度も、何度も。


    　そうやって、ほかのルートを必死に模も索さくする。


    （ダメ……わからない……）


    　ケガ以外で『運動』を下げる方法なんて、ぜんぜんわからない……。


    （ユウヒ先輩なら、思いついてくれるかもしれないのに……）


    　ユウヒとはすでに連絡がとれなくなっている。


    　街を出しゆつ立たつしたため、完全に時間切れとなった。助力を頼むことは二度とできない。


    　このままではいつか、空そらは自分の口から兄にケガすることをお願いすることになる。


    （まともなやり方でパラメータを操作できないなんて、バグみたいなものじゃないですか……）


    　空は『ドリメモ』のシステムを恨うらむ。


    　兄を巻き込んでしまった自分を恨む……。


    （嫌です……兄さんがケガをして帰ってきたときの、あんな思いはもう……）


    　空は湯船にぶくぶくと沈む。


    　そうして、涙を隠す。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいは、空の苦悩に気づいていた。


    　本心を隠すのが上う手まい妹、だけど余裕がなくなれば少しずつ表に出る。


    　それはわずかな差だけれど、兄である海が見落とすことはない。


    　だから海は、ひそかに思いついていた作戦を実行に移すことに決めた。


    （なあ、空。俺おれは、おまえを悲しませないと言ったよな）


    　投手ではなく野手として、打撃に重きを置いて練習することで、空はひとまず安心するだろうと考えた。


    　その後はがむしゃらに野球に打ち込んで、オーバーワークを繰り返せば、肩ではないにしろいずれはどこかにガタが来る。


    　現実と同レベルのケガを負えば『運動』のパラメータは一気に下がるだろう。


    　だが、空だったらこんな思おも惑わくはいつか看かん破ぱするだろうとも思っていた。


    　その際、空は自分の行動を止めるかどうか。


    　それが判断基準だった。


    　空はまだ、海の部活動を止めていない。


    　つまりほかの良案を思いついていない。


    　ケガを負う以外に、現実に帰る方法はもはやない……。


    （だったら俺がやるべきは、おまえが悲しまないように、ケガをすることだ）


    　大ケガを負っても、割り切ろう。


    　野球への未練は断たち切ろう。


    　漫まん然ぜんと過ごす日々と別れて、新しく打ち込めるなにかを見つけよう。


    　その姿を見せることができるなら、空そらは安心するだろう。


    　だから、海かいは思っている。


    　これからの出来事は、現実で再現するための予行演習なのだと。


    （そう考えると、この時間をくれた神さまには感謝しないとな）


    　気がかりを言うなら、ケガを負った自分をまた空に見せてしまうことだ。


    　ここは仮想世界だ、リアルに傷つくわけじゃない。


    　優しい空のことだ、それでも心配するのだろう。


    （ごめんな、バカな兄貴で）


    　だけど、これくらいしか思いつかないんだよ。


    　おまえを現実に帰してやれる方法は……。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　その後、海はひたすらに練習した。


    　レギュラーを見事勝ち取り、スタメンで試合に出続けた。


    　怒ど濤とうの勢いで地区予選、県大会と突破し、念願の甲こう子し園えん出場を果たした。


    　海は全試合を４番サードで活躍した。


    　甲子園では二回戦で破れはしたものの、この青春に悔くいはない。


    　まったく、高校野球は最高だぜ！


    



    　────ゲームオーバー。

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ⑤　～再出発～


    



    



    「兄さん、ひとついいですか」


    　綾あや野の海かいは、妹の空そらの前で正座していた。


    「……なんでしょう」


    「死んでくれませんか？」


    「ストレートだな！　野球だけに」


    「死んでくれませんか？」


    　空はおかんむりだった。


    「ここまで兄さんが考えなしだとは思いませんでした。無む茶ちやを繰り返して、大ケガしようとしていたんですよね。わたしが気にしないように、ケガからも立ち直るつもりで……」


    　いろいろバレてる。


    「……兄さんが無事でよかったです」


    「心配かけて悪い……」


    　思ったよりも自分の体が頑丈だったのは喜んでいいのか悪いのか。


    「悪いと思うなら、二度とこんな真ま似ねはしないでください。たとえケガから立ち直るのだとしても、そのためにもう一度ケガをする必要はどこにもないんですから」


    「……でもさ、ケガ以外の方法がないなら、どうしたって通る道じゃないのか？」


    「それについては、あとで話します。とりあえず甲こう子し園えんエンドという恋愛以外のエンディングだったため、ゲームオーバーにはなりましたけど、初日に戻されるだけなのは幸いでした」


    　今はゲーム開始時の日付である。


    　海と空は登校の準備をしているところで、学校に着けばプロローグのヒロイン紹介イベントが始まることになるだろう。


    　念のためパーシィには、現実の自分たちの様子を確認しにいってもらっている。


    「初日に戻るだけっていっても、これまでの苦労が水の泡あわだからな……ほんと面めん目ぼくない」


    「いえ。一度はゲームオーバーにならないとって、途中から思っていたんです」


    「そうなのか？」


    「はい。ユウヒ先輩の転校のように、ドリメモは突発的なイベントが多いみたいです。些さ細さいなものではなく、攻略ヒロインがいなくなるという重要イベントですら、そうなんです。そうしたシステムの場合、初見でクリアするのは難しいんです。だからひとまず最後までプレイして、全体像を見るほうが結果的には効率がよくなります。『運動』を下げるほかの方法だって見つかるかもしれないって思ったんです」


    　空そらは、そのおかげで手がかりが得られたと言う。


    「じゃあ、どうせなら手当たり次第パラメータを上げてみればよかったな。そうすれば友とも利り先輩の好みがさらにわかったかもしれない。ダメ人間以外のタイプも好きかもしれないんだしさ」


    　空はなぜか言葉を詰まらせていた。


    「もう一度ゲームオーバーを覚悟して、ステータスを上げまくってみるか？」


    「……ダメです。ハーレムは禁止です」


    「ハーレム？」


    「間違えました、修しゆ羅ら場ばは禁止です。そうなったら、ヒロインの皆さんを傷つけるだけの結果に終わってしまいますよ」


    　海かいもそれは避けたかった。一度、アサヒの告白を断ことわったことで思い知っている。


    　それに今回の甲こう子し園えんエンドを見る限り、ゲーム期間は四月から八月の可能性が高い。


    　その間、五か月。何周もプレイするには時間がかかりすぎる。


    　現実への影響も無視できなくなるだろう。


    「ただいまなんだぞ！」


    「おかえりなさい、パーシィ。現実のわたしたちの様子はどうでしたか？」


    　海と空は依い然ぜん眠っている状態であり、学校ではとっくに授業が始まっているという。


    　無断欠席は確定した。ケータイも断続的に鳴っていて、電話ではらちが明かないと考えた教師が直接自宅を訪ねてきてもおかしくない。


    　最悪、学校側から親に連絡がいくだろう。


    　そうなれば、海と空のふたり暮らしは終わりを迎えるかもしれない。


    　心配をかけたことでふたりは親元に呼ばれ、学校はあえなく転校、そのまま街を離れることになる……。


    　それだけはなんとしても避けたかった。


    　海も空も、別れはもうこりごりだと考えているのだから。


    「時間はあまり残されていません。この二周目でクリアしてしまいましょう」


    「そうだな、このゲームオーバーを糧かてにして」


    「兄さんはもう、甲子園を目指さないでくださいね」


    「……わかってるって」


    「ふたりとも、あたしの話が終わってないぞ」


    　パーシィが海と空の間をぶんぶん飛び回る。


    「俺おれたちが眠っていることはもう聞いたぞ。空が最初に言ってた、プレイヤーが死ぬなんてことにならなくてよかったよ」


    「そんなことはなかったけど、なんか服が変わってたぞ」


    「え？」


    「だから、着てる服がゲームオーバーの前と違ってたんだぞ」


    　海かいと空そらは意味がよくつかめずに、眉まゆをひそめることしかできない。


    「パーシィ。その映像、見せてもらっていいですか？」


    「いいんだぞ」


    　空は慣れた手つきでパーシィの後ろ頭にケーブルを差し込んで、テレビと接続した。


    「ちょっ、なにやってんだっ」


    「パーシィはコミステの神さまなので、ゲーム機と同じようにつなぐことができるんです。ＨＤＭＩでもＤ端子でもありませんけど」


    「ＨとかＤはよくわからないけど、あたしは高性能にできてるんだぞ」


    　海には受け入れる以外に術すべがなかった。もはや頭痛もしない。


    　テレビ画面には、パーシィが見てきた現実世界の様子が映し出される。


    　そこは空の部屋だった。


    　カーテンの隙すき間まからのぞく窓の外の明るさで、正午が近いことがうかがえる。


    　空はベッドの上にうつ伏せで寝そべっている。


    　体勢は以前までと変わっていなかったが、たしかに服装は変わっていた。


    　変わったというよりも、なくなっていた。
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    　着ていたパジャマは消え、代わりに見えた透すき通るような白い背中が綺き麗れいだった。


    　もしも体勢が仰あお向むけだったら、胸が丸見えになっていたに違いない。


    　そして、下半身をわずかに覆おおった薄布の色もまた肌はだに勝まさるとも劣おとらな──


    「見ないでください！」


    　空そらが両腕を広げて画面を隠したため、海かいの心の描写は途中で止まった。


    　最初は真っ青さおだった空の顔が、今は沸騰したように赤い。


    「パーシィ、これってどういうことだ。なんで空が裸はだかなんだ？」


    「裸じゃないぞ、パンツははいてたし」


    「そうだな、白だったもんな」


    「バカ兄さん！」


    　アッパーを食らった。


    　海がひっくり返っている隙すきに、空はテレビを消した。


    「……まだ消すなって。俺おれがどうなってたのかも知りたかったんだけど」


    「おまえはＴシャツにトランクスって姿だったぞ」


    　パーシィが後ろ頭からケーブルを引っこ抜きながら教えた。


    「兄さん。わたしは部屋に戻ります」


    　空の声が異様に怖い。


    「なので、兄さんも自分の部屋で服を探してみてください」


    「服って？」


    「現実で着ていた服です。わたしはパジャマ、兄さんは制服になると思います。わたしたちがゲーム世界に連れてこられたときは部屋で目覚めたわけですし、服も同じかもしれません」


    　海はわけもわからず、言われたままに動く。


    　はたして空の言葉どおり、制服とパジャマは見つかった。


    　それを踏まえて、空はこの現象にこう理由づけをした。


    「わたしたちの精神だけではなく、服も呼び寄せられたんだと思います。つくも神がみの仕し業わざに間違いないでしょう」


    　だからふたりはあんな姿になっていたという。


    「パーシィ、おまえがやったのかよ」


    「あたしがやったのは、ダメ人間のおまえを主人公に選んだことだけだぞ」


    「その力は人の精神だけじゃなく、物理的にも影響を及ぼすものだったんだと思います。最初は服でしたが、徐々に範囲が広がって、最後には体ごとなんてこともありえそうです。今のバーチャルの体はリアルと変わらないので、実感は湧わかないかもしれませんが……」


    　空の不安は理解できた。


    　ここでの体は変わらなくても、現実での体がなくなってしまったら、現実に帰ることの可能性が閉ざされるかもしれないのだから。


    「なあ。こんなことになったのって、長くこの世界にいたせいか？　それで肉体のほうも引っぱられてしまったとか……」


    「いえ、時間が原因ではありません。もしそうだったら、兄さんよりも先にゲーム世界で暮らしていたわたしは、体もとっくに消えていたと思います」


    　そうなっていたら、現実で海かいが朝に部屋まで起こしにいったときには姿が見えず、空そらは行方ゆくえ不ふ明めい者として扱われていただろう。


    　姿があったとしても、空の半はん裸らをもっと早く拝むことになっていたはずだ。


    「……兄さん、なにを想像してるんですか」


    「なにも想像してねえよっ」


    「とにかく、そう考えるとキッカケはゲームオーバーしかありません。ゲームオーバーを繰り返すと、現実の体まで仮想世界に移動していってしまうんです。次こそは攻略してほしいという神さまからのメッセージなのかもしれません」


    　なんにしろタチが悪かった。


    「ゲームオーバー一回でこの調子なんだもんな……。次にゲームオーバーになったら、どうなるんだろうな」


    　そういえば空は寝るときにブラジャーをつけないから上半身が裸はだかだったんだな、と今さら思いついたが、あまり想像すると空に見抜かれそうなので自じ重ちようした。


    「普通に考えたら、次はパンツも脱げて生まれたままの姿になると思うぞ」


    　パーシィの何げない一言に、空は静かに燃えた。


    「この二周目で必ずクリアします。命を[image: ]としても……」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　そんなこんなで、二周目のプレイがスタートした。


    　一周目の失敗を繰り返さないよう、海は空と一緒に登校しながら注意点を確認する。


    　アサヒのフラグを立てないよう、体育の授業は選ばないこと。


    　ユウヒは一か月後に姿を消すので、協力が必要な場合はそれまでに申し出ること。


    　星ほし見みと出会うためには学校を休んで、お見舞いに来てもらうこと。


    　さらにイベントを進めるためには、野球部に入部する必要があること。


    　そのうえで『運動』を下げなければ進展が見込めないこと。


    　最後の点が、現状では最大の関門になっている。


    「兄さん。念を押しますけど、ケガをしようだなんて思わないでくださいね」


    「手がかりを得たって言っていたし、ほかに方法があるんだよな」


    「はい。部活を続けると、甲こう子し園えん出場のような特殊イベントが発生することがわかりました。そう考えると『運動』を下げる特殊イベントだって用意されているはずです。兄さんはひとまず、甲子園は目指さずに部活を続けてみてください」


    「また仮病でサボったりするのか？」


    「いえ。サボったら友とも利り先輩との接点が途絶えてしまうので、言葉は悪くなりますけど、手を抜いて練習を続けてみてください。友利先輩はレギュラーよりも補欠を好みます。その地位に甘んじていれば、友利先輩との仲も進むんじゃないでしょうか」


    「結果、『運動』が下がりつつイベントが進行するって寸法か」


    　これが、空そらの思いついた新たな作戦なのだった。


    「あたしもちょっと思ったんだけど、ふたりは一緒に登校してていいのか？」


    　パーシィの質問に、ふたりはそろって首をかしげた。


    「攻略ヒロインに見られたら、好感度がマイナスになるかもしれないんだぞ」


    「なるほど。日課になっていたせいか、抜けていたようです。パーシィは、兄さんのそばにわたしがいるとヒロインから嫉しつ妬とされるんじゃないかと言いたいんですね」


    「そうなんだぞ」


    「でも、それは杞き憂ゆうだと思います。妹キャラの場合、主人公と一緒に登下校するくらいで嫉妬の対象として見られることはまずありません」


    　そういうものかと、海かいはいちおう納得した。


    　ソラたんを攻略する恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームでは、妹は出てこなかった。


    　ただ、ソラの正体が実は血のつながった妹であるという展開にはなりかけていた。空にリセットされたせいで続きは闇やみに葬ほうむられたのだけれど。


    「妹キャラは主人公との距離が近くても、攻略ヒロインが恋のライバルとして見ることは少ないんです。それが妹キャラの長所であり、短所でもあるんですけど……」


    「短所ってのは？」


    「……知りません」


    　空が答えてくれない理由は、海にはさっぱりだった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　プロローグが終わった翌日には、海は学校を休んで星ほし見みにお見舞いに来てもらった。


    　さらに後日には野球部に入部。


    　展開がわかっているぶん、一周目と比べたらずいぶんとスムーズな進行である。


    　ここから先は、真ま面じ目めに甲子園を目指すのではなく、手を抜いて練習するという新たなルートを開拓することになる。


    　海かいは守備練習時に、なんでもないゴロをトンネルした。


    「海！　なにやってる、たるんでるぞ！」


    「すみません、キャッチャー先輩！」


    　バント処理では、とんでもない送球を繰り返す。


    「海、どこ投げてる！」


    「すみません、ファースト先輩！」


    「バカヤロウ！　オレはベースカバーに入ったセカンドだってばよ！」


    「すみません、なんか顔が認識しづらくて！　口く調ちようはわかりやすいんですけど！」


    「なあ、海。入部テストで皆の度ど肝ぎもを抜いたおまえはどこにいってしまったんだ？　おまえには期待してるんだ、つまらないミスで私たちを失望させないでくれよ」


    「わかりました。ありがとうございます、キャプテン先輩」


    「キャプテンに先輩はつけなくていい！」


    「すみません、ついクセで！」


    　こんな調子で怒られながら部活動を続けていたある日のこと。


    　ついに、新たなイベントが発生した。


    「海くん、なにか悩み事があるんじゃない……？　よかったらお姉さんに話してみて？」


    　星ほし見みが心配そうに話しかけてきた。


    　手を抜いた練習が、星見の目にはそう映ったようだ。


    　海は、その場はごまかして空そらに報告することにした。ごまかし方がわざとらしくなったかもしれないが、海はもともと演技やアドリブが苦手だ。


    　苦労が実り、星見との距離は縮まった。海はその手て応ごたえを感じていた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空は夕食を作っていた手を止めて、兄からの報告を聞いた。


    「友とも利り先輩ルートの展開は、お見舞いイベント、入部イベントと来て、お悩み相談イベントという流れだったんですね」


    「俺おれ、思ったんだけどさ」


    「なんでしょう？」


    「友利先輩に相談に乗ってもらうとき、恋の病で練習に身が入らないってことにすれば、さらに距離が縮まるんじゃないか？」


    「……友利先輩のことが好きだという素そ振ぶりを見せて、さりげなく伝えるんですか？」


    「ああ。演技に自信があるわけじゃないんだけどさ」


    　空は良案だと思ったが、素直に告げることはできなかった。


    　いざイベントが進み、兄と星ほし見みが親密になっていくと、やっぱり複雑な気分になる。


    「……そう簡単な話ではないと思いますよ。そもそも、兄さんの『運動』はまだ下がっていませんし」


    「イベントは進んだんだから、実は下げる必要がなかったんじゃないか？」


    「そうなんでしょうか……」


    　だとすると、『ドリメモ』はパラメータではなく好感度だけで物語が進むゲームだったということになる。それでは恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームではなく恋愛ＡＶアドベンチヤーＧゲームだと空そらは思う。


    「シミュレーションゲームと謳うたってユーザーを騙だましたことになりますね……。もしくは、ステータスがバグっていてまともに働いていないのか。どちらにしろ、ドリメモがゴミ捨ての仲間入りをしている所以ゆえんなのかもしれませんが……」


    「ゲームファンの空にゴミって言われるとショックが二倍なんだぞ！　……もぐもぐ」


    　空はパーシィに夕飯の味見をさせて黙らせた。


    「それで、空。さっきの案はどうだ？　ダメならダメって言ってくれ」


    　空は否定できるだけの意見を持てず、結局はうなずいた。


    「じゃあ兄さんは、悩み事を話すときに友とも利り先輩のことが気になっているという雰ふん囲い気きをつくってみてください。先に言っておきますけど、いきなり告白とかしないでくださいね。さすがにまだ好感度が足りていないと思いますから」


    「わかってるって」


    「兄さんがうまく演技できるかも不安ですけど……」


    「そのあたりは練習するしかないよな。空、ちょっと相手してくれるか」


    「えっ……」


    　兄が急に目の前に迫ってきて、空はびくっとした。


    「試しに、おまえのことを好きって素そ振ぶりを見せてみるからさ」


    　兄は一度決めたら即座に突き進む。空が止める暇いとまもなかった。


    「俺おれ……ずっとおまえのことが気になってて。空のことで頭がいっぱいで、部活にぜんぜん集中できなくてさ……。空、おまえのことが好きみたいなんだ」


    　あまりにストレートな愛のささやきに、空の視界がぐるぐる回った。


    「演技だぞ、なんで赤くなる」


    「な、なってません」


    「あ、そうか。赤くなるのも演技か」


    「……そのとおりです」


    　空は深呼吸して落ち着く。


    「というよりも、今の兄さんの演技はあからさまでした。さりげなくありません」


    「そうか？」


    「そうです。兄さんは口が上う手まいわけではありませんし、よけいな言葉は使わないほうがいいんじゃないでしょうか」


    「じゃあ、どうすりゃいいんだ」


    「言葉に頼るのではなく、それとない態度で相手への好意を伝えるというのはどうでしょう」


    「やってみるよ」


    　兄は言うが早いか、空そらの背中に腕を回して優しく抱きしめた。


    「あ……ふえ……？」


    　空は、兄の胸の中で目を白黒させた。


    「兄、さん……なに、して……」


    「好意を伝えてみた」


    「あ、あからさますぎます……」


    　空はもう、体のすべてが自分のものじゃないくらいに熱くなった。


    　抱きしめられているぶん、今の顔を兄に見られていないのが救いだった。


    「に、兄さんは……どうしてこんなことが、平然とできるんですか……？」


    「平然じゃないって。前はおまえの部屋に入ることにためらったし、起こすのに肩を揺ゆさぶることにだって抵抗あったんだから」


    「じゃあ、今はどうして……」
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    「練習なんだし、悩んでたって時間が無駄に過ぎるだけだ」


    「だ、だからって、わたしが嫌がるとは思わなかったんですか……？」


    「嫌だったのか？」


    　空そらは口をぱくぱくさせるだけで、答えることができなかった。


    「なんでだろうな。おまえに好きって気持ちを伝えるには、こうするのが一番だって感じたんだ」


    　兄は昔から勘がよく、度ど胸きようもある。


    　野球部で活躍できたのはその性しよう分ぶんが生きたからだろう。


    　ピッチャーは打たれないボールを投げるのが基本だが、そのためには打ちやすいボールも不可欠になる。打者の裏をかき、思いきってど真ん中に放り込むことだって必要だ。


    　そんなふうに、兄は見事に空のストライクゾーンを突いたのだ。


    「まあ好きって気持ちも、やっぱり演技なんだけどさ」


    「……それくらい、わかっています」


    　兄が離れると、空は逃げるようにキッチンに向き直って料理を再開する。


    「あれ、練習の続きは？」


    「……つきあいきれません。パーシィを相手にやってください」


    「こいつに好意を伝えるのは、たとえ演技でも至し難なんの業わざだな……」


    「それはあたしのセリフだー！」


    　毎度の格闘が始まったのを横目に、空は安あん[image: ]どの息をついた。


    （大丈夫……わたしの動どう揺ようは、兄さんに知られなかった……）


    　空は、自分の本質をクールでドライだと信じている。


    　いつも淡々としている冷たい妹。きっと兄もそう思っている。


    　このスタンスをくずすつもりはない。


    　狼ろう狽ばいする自分なんて、間違っても兄に知られるわけにはいかない。


    　空がそんなふうに自己を戒いましめる理由はわからない。


    　ただ、恥ずかしい。恥ずかしい自分を見られたくない。


    　それに尽きる。


    （うん、絶対に大丈夫。わたしはいつものわたしです）


    　ちなみにさっきの行為で兄の『情熱』のパラメータが上がったのだが、空が知るのはもうちょっと先だ。その際にも顔が赤くなり、兄に指摘されたのだが、空の中ではクールに受け流したことになっていた。


    　兄から見たら、妹がそっぽを向いてスネたようにしか思えなかったのだけれど。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいは、雰ふん囲い気きづくりの演技を思い出しながら今日きようも部活に顔を出した。


    　すると最初に迎えてくれたのは、星ほし見みではなくアサヒだった。


    「ボク、マネージャーとして野球部に入ったんです。ふつつか者ですけど、今後ともよろしくお願いします！」


    　海があっけに取られていると、星見が言い添える。


    「海くん。もし悩みがあるならアサヒちゃんに相談してみてね」


    「センパイ、遠慮せずになんでも言ってください！　まだお仕事に慣れてないから、満足に手助けできないかもしれませんけど……」


    「アサヒちゃんはやる気も元気も抜群だし、すぐに慣れるんじゃないかな。私ひとりだと行き届かないところがあったから、頼りにしてるよ」


    「はい、友とも利りセンパイ！　期待に添えるよう、がんばります！」


    　海は、星見に相談に乗ってもらうタイミングを完全に失った。


    　……なぜこんなことに？


    　星見から悩み事について聞かれたときに、ごまかしたのがいけなかったのだろうか。


    　選択ミスで好感度が下がったのかもしれない。


    　だとしても、海はチャンスを期待して部活動を続け、星見とのイベントを進めるキッカケを辛しん抱ぼう強く待つ。


    　星見のそばについている新マネージャーのアサヒは、仕事を熱心に教わっていた。


    　だが、姉のユウヒと違ってあまり要領がよくないせいか、失敗ばかりを繰り返している。


    　海はそのうちに放っておけなくなり、アサヒを手伝うことにした。


    「セ、センパイは自分の練習があるんですし、ボクのことは気にせずに……」


    「アサヒちゃんこそ気にするな。俺おれが好きでやってるだけなんだから」


    　攻略のための作戦で、どちらにしろまともに練習できない海は、代わりにマネージャーの手伝いに精を出す。


    　アサヒははじめこそ恐縮していたが、次第に海とふたりの共同作業を楽しむようになっていった。海のほうも、気がつけば星見よりもアサヒを優先していた。


    　そんなときだった。


    　危ない、と誰かが叫んだ。


    　アサヒめがけてボールが迫っている。打撃練習で打ったファウルが飛んできたようだった。


    　海はアサヒを素早くかばい、左手で事もなげにボールをキャッチした。


    「アサヒちゃん、大丈夫か？」


    「あ……センパイ……」


    　アサヒは地面に座り込みながら、海の言葉に呆ぼう然ぜんとうなずく。


    　倒れた拍ひよう子しに膝ひざを擦すりむいていた。


    「アサヒちゃん、すぐ保健室いこう。立てるか？」


    「あ……えっと……」


    「立つのが辛つらいなら、俺おれが連れていく」


    　海かいはアサヒの小さな体を軽々と抱きかかえる。


    「えっ、あっ……ウソ……」


    　海はお姫さま抱っこでアサヒを保健室に運んでいった。


    　アサヒは顔を真っ赤かにして、海の腕の中で縮こまっていた。


    　保健の先生に診みてもらったあと、アサヒは海に礼を言った。


    「これくらい、いいって」


    「よくありませんっ。お仕事を手伝ってもらったばかりか、危ないところまで助けてもらっちゃって……ああっ！　そういえばセンパイっ、手を見せてください！」


    　アサヒは思い出したように海の左手をつかんでくる。


    「やっぱり、赤くなってます……。センパイ、ごめんなさい……」


    「これくらい、大したことないって」


    「でも……ああっ！」


    「こ、今度はなんだ？」


    「ボク……センパイの手、握っちゃった……」


    　耳まで赤くしてうつむいてしまう。


    「ほんとにごめんなさい……ボク、センパイに迷惑ばかりかけて……」


    　海は、謝ってばかりのアサヒを元気づける意味でこう言った。


    「部活が終わったら、ちょっと寄り道していかないか？」


    「え……？」


    「野球ショップに用があってさ。新しいシューズを買いたいんだけど、マネジのアサヒちゃんに選んでほしくて」


    「で、でも……ボク、まだ新人で……」


    「スポーツ観戦が大好きで、がんばり屋でもあるアサヒちゃんだからお願いしたいんだ」


    　きっとマネージャーになるために、野球について必死に勉強していたはずだから。


    「そんなわけで、俺もアサヒちゃんに助けてもらうわけだし、これでおあいこだ。だから今日きようのことはもう気にしないように。いいな？」


    「センパイ……」


    「落ち込んでるより、笑ってるアサヒちゃんのほうが好きだしな」


    「えっ、あ……は、は、はい……」


    　ますます縮こまるアサヒだったが、部活が終わって海と一緒に商店街に出かける頃には、普段の調子を取り戻していた。


    「センパイ、ほんとに手は大丈夫ですか？」


    「ああ、痛みもほとんどないし」


    「もう一度、見せてもらってもいいですか？」


    「心配性だな」


    　空そらみたいだと思いながら、海かいは左手を差し出す。


    　その手を、アサヒは両手で包み込むようにして触れた。


    　愛いとしいものを守るような仕草だった。


    「大好きです……センパイ……」


    　アサヒのささやきは海の耳には届かなかったが、この日を境にふたりの関係は変わった。


    　部活後は毎日のように一緒に寄り道する。


    　ときに手をつなぎ、ときに腕を組んで。


    　アサヒとの時間はいつも帰路の分かれ道で終わりを迎えたけれど、部活が始まればその時間を再び心待ちにする自分がいた。


    　そして、ある日の帰り道。


    「センパイ……。ボクと、おつきあいしてください！」


    　海は、アサヒに告白された。


    　……あれー？


    　なにこのデジャブ？


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    「……またアサヒちゃんに告白されたそうですね。パーシィから聞きました」


    　海が帰宅すると、空が仁に王おう立だちで待っていた。


    「二回目だな……」


    「わたしたちにとってはそうでも、アサヒちゃんにとっては初めてです。だからこういう事態もありえたのに」


    「体育の授業を選ばなきゃ大丈夫だったんじゃなかったのか……？」


    「どうも『運動』に関係する行動をとると、アサヒちゃんとのフラグが立つようです。だから野球部のような運動部で活動しても同じみたいですね」


    　海は悔くやむが、すでに後の祭りだ。


    「ウカツだったな……」


    「そうですね」


    「そのせいで俺おれはアサヒちゃんをフらないといけない……」


    「そうですね」


    「またアサヒちゃんを傷つけてしまう……。俺おれはいったいどうやって償つぐなえば……」


    「死ねばいいんじゃないですか？」


    「冷てーよ！　ちょっとは慰なぐさめてくれよ！」


    「慰められるべきは、アサヒちゃんです。その責せきに苛さいなまれるべきなのは、兄さんです」


    「俺、思うんだ。苦しむことって簡単だけど、それじゃなにも解決しない、前に進まないって思うんだ。俺はたしかにアサヒちゃんを傷つけてしまう……だけどそのうえで、だからこそ共に未来に向かって駆かけ出したい！　そのための方策を教えてほしいんだ！」


    「死ねばいいんじゃないですか？」


    「変わってねー！」


    「だからってアサヒちゃんと心しん中じゆうなんかしたら許しません」


    「しねーよ、俺はもっと前向きな意見を聞きたいんだよ！」


    「前向きに死ねばいいんじゃないですか？」


    「……おまえはもうそれが言いたいだけだよな」


    「つーん」


    　このように、アサヒのことになると空そらは容よう赦しやがない。


    　空は過去に、転校続きの事情もあって、友だちづくりが苦手な子どもだった。


    　そんな空と最初に仲よくしてくれたのがアサヒだった。だからアサヒの存在は、海かいとしても大事にしたい。


    「アサヒちゃんを傷つけることになるのは謝るよ。二度とこんな真ま似ねはしない」


    「二度やったじゃないですか」


    「……三度目はない。そんなヘマはしない」


    「ヘマ……？　兄さんは、アサヒちゃんの恋をそんなふうに捉とらえていたんですか？」


    「言葉が悪かった。俺はゲームを攻略したいんだ。だからおまえの協力が必要だ、頼むよ」


    「……はい。わたしも言いすぎました、ごめんなさい」


    　話しあった結果、誠意をもってアサヒの告白を断ことわる以外に方策は出てこなかった。


    　注意していたにもかかわらず一周目と同じ轍てつを踏んだことで、少しずつ暗あん雲うんが立ちこめる。


    　口にはしなかったが、海のよく当たる勘がそう告げていた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海は学校でアサヒを呼び出し、ほかに好きな人がいるから、つきあえないと伝えた。


    　アサヒは健けな気げに微笑ほほえんでいたが、目め尻じりには涙がうっすら光っていた。


    「センパイのこと、ずっとずっと大好きでした。これからも、ずっとずっと大好きです！」


    　アサヒは駆かけ去っていく。


    　海かいはとっさに手を伸ばすが、追いすがることはできなかった。


    　そんなことをしてもおたがいに傷を広げるだけだ。


    　伸ばした腕を曲げて、握り拳こぶしを作る。


    　アサヒちゃん……。


    「アサヒちゃ──────んっっ!!」


    　それは魂たましいの叫びだった。


    　放課後に部活に出ると、アサヒの姿はなかった。


    　海を避けてマネージャーをやめたわけではなく、体調不良で休むという話だ。


    　きっと明日あしたには復帰して、皆の前ではなんでもなかったように振る舞うのだろう。


    　そして、ひとりのときには泣くのだろう。


    　楠くすの瀬せアサヒとはそういう子だ。


    　アサヒの気持ちを無駄にしないためにも、海は不安を振り払って星ほし見み攻略に燃えた。


    　だが、特にこれといったイベントは発生しない。お悩み相談もうやむやになったままキッカケをつかめず、手を抜いた練習で二軍に甘んじるしかないこともあって、海のストレスはたまる一方だった。


    （いいかげん、思いっきり野球がしてーよ！）


    　気持ちが空から回りしていることを海自身も承知していた。


    　そういうときは、妹の空そらと接するのが一番だ。


    　落ち着いた空の態度は頼もしい。


    　それにクールぶっていても頰ほおを膨ふくらませたりといった、幼おさなさが残る仕草に癒いやされる。


    　それになんといっても、空の作るごはんがおいしい。


    「イベントが進まなくなったのって、選択肢ミスが致命的だったせいなのかもな」


    「もしくは、パラメータが関係しているんだと思います。不ふ真ま面じ目めな練習態度でも『運動』が下がってくれませんし……。諦あきらめるのは早いでしょうけど」


    「まだ一か月も経たってないもんな」


    　もちろん、時間に余裕があると考えているわけじゃない。


    「兄さん。作戦を練る意味でも、ドリメモのシステムのおさらいをしておきましょう」


    『ドリメモ』の攻略には、ヒロインの好感度だけではなく、主人公のステータスも条件となる。


    　ステータスの各パラメータは基本、授業を選ぶことで上がる。


    　学校をサボって授業に出なければ、パラメータは下がる。


    　だが、海の場合は『運動』だけが下がらない。


    　これはバグと言い換えることもできる。


    　星見はダメ人間好きなので、ステータスが高いままだと現状のようにふたりの仲が進まない。


    　なのに海かいは初期値から『運動』が高いうえに、下げることすらままならない。


    　おかげで星ほし見み攻略の難度が跳ね上がっている。


    　海と星見の相性は最悪と言ってよかった。


    「なんか絶望的な状況を確認するだけになった気が……」


    「……諦あきらめるという意味ではありませんよね？」


    「もちろん。ヒロインを乗り換えるつもりもない。誰かを傷つけるのは、もうご免だ」


    　幸せなかたちの恋愛でなければ、ハッピーエンドとは呼べないのだから。


    「無む茶ちやさえしなければ、わたしもそんな兄さんを応援するつもりです」


    　今日きようの作戦会議で出た結論として、イベント発生を待つだけでは始まらないので、『運動』を下げるためのさまざまな行動を試してみることとなった。


    　海はまず、学校をサボってみた。


    　すでにお見舞いイベントは終わっているため、これだけでは星見との接点を失うだけになる。だから放課後を待って部活には出ることにする。


    　すると、部活に顔を出した途端に仮病がバレて、先生から説教を食らった。


    　ステータスは下がったが、『運動』のパラメータは変わらない。


    　さらに今度は、授業を不ふ真ま面じ目めに受けてみた。


    　サボるのではなく、部活で手を抜くのと同じ要領で居眠りばかりを続けると、やっぱり先生に怒られた。


    　ステータスは下がったが、また『運動』は変わらない。


    　五月には中間テストがあるため、そこでもひどい点数を取ってみたが、以下同文。


    　海は「なんか俺おれって怒られてばっかじゃね？」と自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいったが、よくよく考えればダメ人間を目指しているので、そりゃそうかと納得するしかなかった。


    　海は学校で順調に落ちこぼれていったが、どうやっても『運動』は下がってくれない。


    　しかも問題はそれだけではなく、生活態度に難があると放課後に補習を課せられたりで、部活に満足に出られなくなり、星見との接触まで阻そ害がいされてしまう。


    　依い然ぜん、星見とは部活でしか出会えず、クラスを訪ねてもすれ違ってしまうのでよけいに辛つらい。出会いが制限されるのはステータス条件が攻略に関わる恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームならではだ。


    　星見と疎そ遠えんになれば攻略なんて進むわけがなく、好感度を上げるための選択肢を選ぶ以前の話になってしまう。


    　明らかに八方ふさがり。


    　すでに星見攻略に失敗しているとしか思えない。


    （いや……そうじゃないんだ）


    　結局はまた、そこに行き着く。


    　空そらは二周目をプレイするとき最初に言っていた。部活を続けていれば甲こう子し園えん出場のような特殊イベントが発生して、『運動』が下がってくれるはずだと。


    　それこそが、ふたりが目を背そむけていたイベントにほかならないのではないだろうか。


    　きっと空そら自身も気づいている。


    　海かいの再起不能のケガは、もはや避けられないのだと。


    　なのにあえて別の方法を模も索さくするから、行き詰まる。


    　本来なら模索すべきは、ケガの方法なのに。


    　全力で野球に打ち込んでもケガをしなかったこの世界の海が、どうやったら体を壊すかを考えることが攻略の近道なのに。


    　空は一度として、その道を選ぼうとしない。


    　海の身を案じるあまり、空はよけいな苦労を背負い込むことになっている……。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　ユウヒが転校し、六月に入った。


    　部活ではもうすぐ全国高校野球選手権の抽選日を迎え、来月には大会が開幕する。


    　このままだと海はベンチにすら入れない。


    　甲こう子し園えんエンドどころか予選敗退エンドの可能性すら浮かび上がる。


    　そうなれば、八月を待たずにゲームオーバーを迎えることになるだろう。


    「友とも利り先輩のイベントがお悩み相談で止まっているのは、わたしが攻略の手立てを思いつけないからですね……」


    「……空のせいじゃないだろ？」


    「いえ……一度ゲームオーバーを迎えて、それを糧かてに二周目のプレイでクリアすると偉そうに言ったのはわたしですし、それに……」


    　言葉の続きは、言われなくても想像がつく。


    　海を巻き込んでしまったことに、空は必要以上に責任を感じている。


    「なんにしろ、悪いのは空じゃない。そもそもの始まりはドリメモのつくも神がみなんだろうし」


    　海は近くを飛んでいるパーシィを呼ぶ。


    「同じ神さま仲間なんだから、おまえから説得できないのか？　俺おれたちを現実に帰せって」


    「それが無理だからこの現状があるんだぞ。そんなこともわからないからおまえは運動しか取とり柄えがないんだぞダメ人間」


    「そっすか」


    「ぎゃー！」


    　ハエたたきでパーシィをはたいてみたが気は晴れない。


    　空の苦悩は海よりも顕けん著ちよだ。決して言葉にはしなくても、日に日に諦あきらめが態度に表れるようになっていた。


    　海かいはそんな妹を助ける意味でも、独自の案を練っていた。


    



    　その夜の食卓は静かだった。


    　作戦会議が滞とどこおっているのに加えて、空そらの元気が乏とぼしいためだ。


    「空。俺おれに、ちょっと考えがあるんだ」


    「……考え、ですか？」


    「ああ。起き死し回かい生せいの作戦だ」


    「一周目を思うと嫌な予感しかしないんですけど……とりあえず聞かせてください」


    　海はかしこまって話し出す。


    「これまでの俺たちの行動ってさ、すべて間接的だったと思わないか？」


    「ケガをするつもりなら、許しません」


    「そういう意味じゃない。これまでとってた作戦ってさ、俺のステータスを通して友とも利り先輩に好意を持ってもらうものばかりだったじゃないか」


    「それは……恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームでは当然の流れじゃないでしょうか。パラメータありきのシステムなんですから」


    「そこで、逆転の発想だ」


    「……ユウヒ先輩のような？」


    「ああ」


    　ユウヒが転校する前に、海は星ほし見み攻略のためのヒントを聞いたのだが、一周目と同じ情報しかもらえなかった。


    　それでも、考え方の参考にはなったのだ。


    「俺が思ったのは、ステータスを下げることで友利先輩に好かれるんじゃなくて、友利先輩に好かれることでステータスを下げられるんじゃないかってことだよ。だから俺たちは友利先輩にもっと直接働きかけるべきだ。相手からのアクションを待つだけじゃなにも進展しないのは、もう嫌っていうほどわかったんだからさ」


    　空はしばらく頭の中で吟ぎん味みしたあと、


    「兄さんが言いたいのは、先に友利先輩との好感度を上げれば、その後に『運動』を下げるイベントが発生するというものですよね。恋愛ＳＬＧは本来、ステータス条件が満たされることでヒロインの好感度を上げられるイベントが発生するものなんですけど……」


    「でも、『運動』が下がらないうちに俺はもう先輩と三つもイベントをこなしてるぞ」


    「そうですね……段階的なシステムだったのかもしれません。好感度をある程度上げたら、ステータスの判定が行おこなわれて、それをクリアしてからまた好感度を上げるという順序での攻略です。そう考えれば、兄さんの案もあながち間違いじゃありません」


    「可能性があるなら、明日あしたから早速実行してみよう」


    「友とも利り先輩の好感度は具体的にどうやって上げるんですか？　部活に出るだけでは変化がありませんし、一緒に帰ろうとしても断ことわられるんですよね」


    「部活以外で接触を図はかってみる」


    「すれ違ってしまうんじゃないんですか？」


    「唯ゆい一いつ、出会える方法がある。その場所なら絶対に先輩がいるっていう時間帯があるんだ」


    「それは……？」


    　海かいは、にやりと笑って答える。


    「授業中だ」


    「……合同授業は望めませんよ？」


    「ああ。だから、先輩のクラスに直接乗り込むよ」


    　空そらは息を呑のんだ。


    「自分の授業をサボって先輩の教室にお邪魔する。これってどう考えても不良だよな。不良っていえばダメ人間だ。先輩の性格なら、そんな俺おれを見たら心配するだろうな。世話を焼こうとすれば、またお悩み相談イベントが発生するかもしれない。距離が近づくって思わないか？」


    「なるほど……」


    　空はしきりに感心した。


    「兄さんの作戦、とてもいいセンをいっていると思います。よく考えつきましたね……」


    　空の声はどこか寂しげだった。


    「恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームのシステムはソラたんのゲームで勉強したからな。現実に帰ったら、続きをプレイしたいもんだ。空、ゲーム貸してくれるか？」


    「……また兄さんが引きこもりそうなのでお断りします」


    　海はふと思い出した。保健室で、弓ゆみ倉くら小こ雨さめから同類だと言われたことを。


    　ソラたんのせいで否定できなくなったのが悲しい。


    「兄さん。先輩のクラスにお邪魔したあとはどうするつもりですか？　下へ手たをしたらただの奇き行こうで終わってしまいます」


    「……うまく先輩の気を引くような行動がベストだろうな。まあ、それがわからないからこうして相談してるんだけど。空、なにか案はないか？」


    　空はくすっと笑う。


    「はい。お任せください」


    　空の笑え顔がおはひさしぶりに見た。


    「兄さんが自分で作戦を思いついて、自分で実行する……。そうなったら、わたしの存在意義がなくなるんじゃないかって心配になっていたところでした」


    「そんなこと、あるわけないだろ。俺はもともと、おまえがいないとなにもできないダメな兄貴なんだから」


    「そうですね」


    「そこは否定してくれよ……」


    　空そらが楽しそうだからいいけれど。


    「まあ、存在意義については、いつも食べるか寝てるかしてるパーシィに言うべきかな」


    　パーシィは夕飯を食べたあと居眠りを始めて、それっきりである。


    「それでは、兄さんは友とも利り先輩にどうしても伝えたいことがあって、いても立ってもいられずに教室に乗り込んだことにしてください。その伝えたい言葉というのは愛の告白ですけど、今回は素そ振ぶりを見せるだけにしてみましょう。先輩は気になって、部活中に兄さんに話しかけてくると思います。そうしたら、以前に練習したようにいい雰ふん囲い気きをつくってみてください」


    「演技の練習、またつきあってくれるか？」


    「……や、やめておきます。パーシィに頼んでください」


    　空は席を立つと、空あいた食器を片づけてから逃げるように部屋を出ていった。


    　そのまま戻ってこなくなる。


    　海かいは自分の食器をシンクに運んだあと、洗いものをやってあげようかと考えた。


    　だが、空は怒るだろう。なぜか日頃から家事を手伝わせてくれない。


    「ちょっとは頼ってほしいんだけどな」


    　でないと、寂しい。


    　自分こそ存在意義がないのではないかと、不安に駆かられることもある。


    （だから俺おれは、焦あせってしまうんだろうな……）


    　口では空が必要だと言った。だが、空に負担をかけるのも、すでに我慢の限界だ。


    　勝負は明日あした。


    　海はそこですべてを決めるつもりでいた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海がそうであるように、空もまた入浴中に兄のことを思っていた。


    　兄は運動に限らず吸収が早い。


    　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームのシステムを理解したところからも見て取れる。


    　だから料理をはじめとする家事だって、経験すればすぐに覚えるはずだ。


    　空の家事に頼らない日はいつかやって来る。


    　空の存在──妹の役割が必要なくなる日だって、いずれは訪れるのだろう。


    「…………」


    　……それが嫌だから、自分は兄に家事を手伝ってほしくない？


    　野球のほかに打ち込めるものを見つけてほしいと願うなら、その対象が家事になってもおかしくない。


    　だったら率そつ先せんして手伝ってもらうべきだろうに。


    　理屈ではわかっていても、感情が思うようについて来ない。


    　こんな気持ちを抱いだくときは、いつだって兄がからんでいる。


    「……兄さんの、バカ」


    　こうして湯船にぶくぶくと沈むのは、何度目だろう。


    　回数なんてとっくに数えていなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　そして、翌日。


    　海かいは授業中に星ほし見みのクラスに乗り込んだ。


    　教壇に立つ教師、席に座る生徒たちの注目を一身に浴びる。


    　星見の姿もちゃんとある。


    　急に現れた海に瞳ひとみを丸くしている。


    　海はざわめく教室内を歩きながら、制服の上着を脱ぎ捨てる。


    　Ｔシャツ姿になったところで窓辺に寄り、拳こぶしを振り上げた。


    　盛大に窓ガラスが割れ、響き渡った甲高い音が周囲の喧けん噪そうを洗い流した。


    　クラスが静まりかえる中、海は血まみれの腕を見下ろす。


    　服を脱いで露出させていた肌はだを、ガラスの破片がおびただしく傷つけている。傷口を縫ぬう針は余裕で二桁けたに達するだろう。


    　痛みで気が遠くなりそうだったが、海は唇くちびるを嚙かんで堪たえ忍ぶ。


    （悪いな、空そら……。おまえの作戦を無駄にしちまったな）


    　星見の前で演技をしても、以前と同じように選択ミスをするかもしれない。


    　それよりも確実な方法があるのなら、そちらをとるべきだ。


    　海が練っていた作戦は最初から、どのようにケガをすれば効果的か、その一点だけを突き詰めていた。


    　星見は言葉を失ったまま、海に視線を注いでいる。


    　それでいい。


    　そうやって『運動』が下がった自分を印象に残せばいい。


    「俺おれを見てくれ、先輩……」


    　これからも、俺だけを見ていてくれ。


    「俺を好きになってくれ、星見────！」
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    　海かいは教師に連行された。


    　応急手当を受けたあとに生徒指導室に軟なん禁きん状態だった。


    　事情聴ちよう取しゆではこっぴどく叱しかられ、自宅待機を命じられると、後日に停学の処分を言い渡されることとなる。


    　だけど、海に悔くいはない。


    　この青春を駆かけ抜けたことに後悔などありはしないのだ。


    



    　その日、自宅に封筒が届いた。


    　切手は貼はられておらず、直接投とう函かんされたもののようだった。


    　中の便せんには、星ほし見みからの告白の答えが添えられていた。


    



    『ごめんなさい』


    



    　────ゲームオーバー。

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ⑥　～星空を見上げて～


    



    



    　友とも利り星ほし見みは自室の窓を開けた。


    　今夜もまた、空を見上げる。


    　春の星空は空気の透明度の関係で、秋よりもまぶしく、冬よりも儚はかなく映る。


    　瞬またたいた星々を星見は数え上げていく。


    「レグルス、スピカ、アークトゥルス……」


    　一等星のあとは二等星、二等星のあとは三等星。


    　数え切れないのはわかっている。


    　けれどもこの行為を諦あきらめることはない。


    　それがおまじない。


    　枷かせ。


    　自分を保つための呪のろい……。


    「変わらない星空は、いつ見ても綺き麗れいで」


    　残酷なほど美しい。


    　そうして星見は、深い眠りにつく。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    「兄さん、ひとついいですか」


    　綾あや野の海かいは、妹の空そらの前で正座していた。


    「……皆まで言うな、わかってる」


    「死んでくれませんか？」


    「俺おれも死にてーよ！　切なすぎるよ、このエンド！」


    「自じ業ごう自じ得とくじゃないですか、そもそも兄さんは短たん絡らく的すぎるんです、作戦があるならせめてわたしを通してください。これではなんのためにふたりで協力しているかわかったものじゃありません。焦あせるのは理解できますけどだからこそ石橋をたたいて渡る勇気が必要なんです。兄さんの行動は勇気じゃなくて無む謀ぼうと言うんです。ケガが見た目ほどひどくなくてよかったです。初日に戻るとステータス異常が全快することも僥ぎよう倖こうでした、あまりわたしを心配させないでください。兄さん真ま面じ目めに聞いていますか。もう絶対にあんな真ま似ねは許しませんからね……」


    　プレイはついに三周目に突入した。


    　海かいは終わりが見えない空そらのお小言を聞かされていたのだが──


    「ただいまなんだぞ！」


    　このときばかりはパーシィの存在に感謝した。


    「現実のふたりの様子を見てきたけど、また着てる服が変わってたっていうか、完かん膚ぷなきまでに消えてたぞ」


    「空、話はあとだ。パーシィが見てきた映像をテレビに流して俺おれたちの無事を確認しよう！」


    「……セクハラでしたら兄さんが完膚なきまでに消しよう滅めつしてください」


    　結局、空の小言が長くなっただけだった。


    　聞き終えた海はふらふらだったが、空はまだ元気だ。落ち込んでいるよりはずっと安心できるので、よしとした。


    　ふたりはゲームオーバーを迎えてしまったが、エンドは六月だったため、一周目の八月に比べたらまだ傷は浅い。


    　とはいえ、現実ではとっくに正午を回っているそうだ。


    「昼休みを利用して先生が自宅を訪ねてくるおそれもありましたけど、それは杞き憂ゆうだったようですね……。ただ、放課後にはやって来るかもしれません」


    　自宅にはカギがかかっている。電話にも出ず、安あん否ぴの確認がとれないと学校側が判断したら、すぐにも親に連絡がいくだろう。


    　海と空は、反論の余地もなく親元に呼ばれることになる。


    「わたしは……転校も引っ越しも、もうしたくありません……」


    　空にとっては、友だちのアサヒとの別れが一番こたえるはずだ。


    　リミットは、現実の時間が放課後を迎えるまで。パーシィから得られる現実世界の情報をもとにふたつの世界の時間進行から計算すると、この三周目でクリアする以外にないだろう。


    　それに、次のゲームオーバーは服だけではなく、肉体にも及ぶかもしれないのだ。


    「友とも利り先輩の攻略は手詰まりのままだけどな……」


    　星ほし見みの教室の窓ガラスを割ってケガをしてみたものの、再起不能にはほど遠かった。血は多く流れたが、応急手当ですむ程度だったのだ。


    「兄さん、気づいていますか。兄さんがケガをしようと考えると、いつもゲームオーバーを迎えるんです。この三周目では絶対に考えないでくださいね」


    　またお小言を食らってはたまらないので、海は何度もうなずいた。


    「……でもさ、ほかに『運動』を下げるやり方は見つかってないぞ」


    『運動』にこだわりすぎかもしれないと思いつつも、ほかに突破口がないため海はそう言った。


    「それなんですが、まだ試していない方法がありました。兄さんのおかげで気づけたんです」


    「ゲームオーバーが役に立ったか」


    「というよりも、その直前に話していた内容のほうです。兄さんは言いましたよね、逆転の発想でステータスを下げるよりも先に、友とも利り先輩にもっと働きかけるべきだと。わたしも、『運動』にこだわるよりも前に友利先輩との関わりを深く持つべきだと思ったんです」


    「つまり、部活以外にも接触を図はかるんだよな」


    「はい」


    「また授業中に押しかけるのか？」


    「いえ。それ以外にもうひとつ、この時間になら必ず先輩がいるという場所があります」


    「……それは？」


    「当然のことで逆に盲点だったんですが、自宅です」


    　空そらは、淡々とした声に希望を乗せて言う。


    「わたしたちは、学校での先輩だけじゃなく、プライベートでの先輩にもアタックをかけることにしてみましょう」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　夜も更けて。


    　綾あや野の空はお風ふ呂ろから上がると、部屋に戻って髪を乾かす。


    　空の髪は長いので時間がかかる。だからこのときも考え事をするには打ってつけだ。


    （兄さんは、わたしが別れを惜おしむのがアサヒちゃんだけだと思っているみたいですけど……）


    　それはもちろん辛つらいのだけれど。


    　空は、兄との生活が終わってしまうことだって耐えられない。


    　この春にやっと親から勝ち取ったふたり暮らしなのに、まだ一か月程度しか送っていない。


    （わたしは兄さんと一緒に、あの街で暮らしたいんです……）


    　そのためには、なんとしても三周目でハッピーエンドを迎えなければならない。


    　すでに失敗は許されない段階に来ているのだ。


    「空、準備できたんだぞ」


    　パーシィがテレビの前でスタンバイしていた。


    　すでに遅い時間なので、兄は自室で寝ているだろう。


    　空はこれから、パーシィが今け朝さ見てきた現実のふたりの様子を確認するつもりだった。


    「言うまでもありませんけど、これは念を押しての確認です。パーシィの言葉を疑っているわけでも、セクハラのためでもありません」


    「それはわかったけど、海かいは呼ばなくていいのか？」


    「……兄さんは寝てしまったので、いいんです」


    「なんで海が起きてる時間に確認しないんだ？」


    「……兄さんを心配させないためです。わたしたちの服がなくなっているのなら、次のゲームオーバーでは体がこちらに移動してしまいます。兄さんと一緒に確認した場合は、よけいなプレッシャーをかけることにつながるかもしれません」


    「海かいは焦あせると短たん絡らく的になるから、空そらの心配はわかるんだぞ」


    「そんなわけで、パーシィ。兄さんが勘を働かせて起きてくるおそれもありますし、急いでお願いします」


    「了解なんだぞ」


    　空がテレビの電源を入れると、パーシィの脳内で再生された映像が画面に映し出される。


    　いち早く映った自分の姿に、空は動どう揺ようを隠せなかった。


    （お、お尻しりが丸見え……）


    　パンツまで消えて、見事な全ぜん裸ら。


    　一いつ糸しまとわぬ姿で無防備に眠っている。


    　こんな格好、間違っても兄には見せられない。


    （じ、じゃあ、兄さんは……？）


    　近くに座る兄も同じく全裸だった。


    （う、ウソ……）


    　ウソと言いつつ空は目を逸そらさない。


    （兄さんの体……たくましい……）
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    　一緒にお風ふ呂ろに入っていた頃の記憶と比較しても、いろいろと成長していた。


    　本当に、いろいろなところが。


    　空そらはまばたきすら忘れ、食い入るように見つめていた。


    「空のこんな必死な形ぎよう相そうは初めて見るんだぞ……」


    　パーシィが恐れおののいていた。


    　空はハッと我に返り、頭をぶんぶん振った。


    「……確認は終わりました。パーシィ、お疲れさまでした」


    「問題なかったか？」


    「オールグリーンでした」


    「それじゃあ、あたしは寝るんだぞ」


    「おやすみなさい」


    　パーシィは後ろ頭に差しこまれたケーブルを引っこ抜くと、姿を消した。


    　文字どおり、空気に溶けるように消えた。


    　彼女の寝ね床どこは現実と仮想世界の狭はざ間まらしい。どんな場所か尋ねたことはあるのだが、語ご彙いが乏とぼしいパーシィの説明では判然としなかった。


    　空はきょろきょろと周囲が無人なのを再確認すると、こっそりセットしていたＤＶＤレコーダーからディスクを再生した。


    　テレビにまた、あられもない姿のふたりが現れる。


    　空が内緒で録画していた映像である。


    （これはあくまで義務です。ゲームクリアのためにほかなりません。現実の様子を記録に残すことでドリメモの攻略につながる可能性もゼロではないんですから。たぶん）


    　ゼロではなくても限りなくゼロに近い気もするが、そんな考えを空はあっという間まに追いやって、一時停止を駆く使ししながら三十分くらい眺めていた。


    「……オールグリーンです」


    　高画質的な意味で問題なかった。


    　空はディスクを取りだして、宝物を扱うようにケースにしまった。


    　万が一、兄に見つかっても不ふ審しんがられないよう、ラベルには「教材」と書いておいた。保健体育の教材と考えればあながち間違いじゃない。


    「おやすみです」


    　今夜の空の寝顔はとても幸せそうだった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　二周目のプレイでもそうだったが、今回の三周目でも序盤はスムーズに進行できる。


    「海かいくん、なにか悩み事があるんじゃない……？　よかったらお姉さんに話してみて？」


    　プロローグから一週間後には、星ほし見みの相談イベントに到達した。


    　海はここで、空そらとの予行演習を思い出しながら星見に気がある素そ振ぶりを見せた。


    「……海くん、私のことが気になって練習に身が入らないの？」


    「そうなんでしょうか……」


    「私の勘違いだったらごめんね」


    「勘違いでも構いません。先輩、この気持ちに名前をつけるとしたらなんだと思いますか？」


    「えっ……」


    「俺おれにはわからないんです。ぜひ先輩の口から教えてください！」


    「カゼかな」


    「……いや、カゼだったら先輩とは関係なしに練習できませんよ」


    「ううん、私がこのところカゼ気味だったから、海くんにうつっちゃったのかも……。辛つらいなら、保健室で休もっか」


    　こんな具合にさりげなくアプローチを試みたのだが、星見は気づいてくれなかった。


    　帰宅後には、空にダメ出しされた。


    「……兄さん。それはぜんぜんさりげなくありません」


    「マジで」


    「あからさまですし、友とも利り先輩が気づいていないわけがないと思います。だから、先輩は大人の余裕で兄さんの想おもいをかわしたのかもしれません」


    「好感度が足りてないってことか……」


    　だが、ここで諦あきらめてはイベントが進まなくなる。


    　ぐずぐずしていたらアサヒがマネジとして入部し、三度目の告白を受けるかもしれない。


    「ここからは、友利先輩のプライベートに焦しよう点てんを当てるんだよな」


    「はい。わたしたちはこれまで、学校にこだわりすぎていました。ドリメモは学園モノですので、本来ならそれで正しいと思うんですけど」


    「ゴミ捨てだもんな」


    「その言葉は聞き飽きてるんだぞ！」


    　パーシィの大口にミートボールを突っ込むと、すぐに黙ってくれる。海もいいかげんパーシィの扱いには慣れている。


    「イベントが進みづらかったのは、学校の中だけでは限界があるからなんだと思います。もっと外に目を向けてみることにしましょう」


    　学校での星見は知っているが、家での彼女は知らない。


    　この情報の偏かたよりこそ、攻略に進展が見られなかった原因かもしれない。


    「まずは友利先輩の自宅を突き止めるんだよな」


    「はい。ただ、先生から教えてもらうことはできませんでした」


    　海かいが星ほし見みのイベントをこなしている間、空そらが裏で星見の住所を調べようとしていたが、モブキャラばかりの周囲には頼れなかった。


    「それに、アサヒちゃんもさすがに知らないようでした」


    「俺おれのほうも、ユウヒと弓ゆみ倉くらに聞いてみたけどさっぱりだったよ」


    「となれば、方法はひとつです。本人に聞くしかありません」


    「……一緒に帰ろうって誘っても断ことわられるのに、教えてくれるとは到底思えないんだが」


    「口ではなく、体に聞くんです」


    「マジで！」


    「兄さん、なにを想像してるんですか」


    「なにも言ってないだろっ」


    「一緒に帰ることはできなくても、友とも利り先輩の帰り道から住所は知れるじゃないですか」


    　空は、物もの怖おじせずに言うのだった。


    「先輩が下校するのを、こっそり尾行すればいいんです」


    



    　翌日の部活後、海はいちおう星見を誘ってみた。


    「一緒に帰って、友だちに[image: ]うわさとかされると恥ずかしいし……」


    　星見はすまなそうに断った。案の定である。


    　しかし、これまではここで引き下がっていたが、今日きようは違う。


    　海は星見と別れたあと、気づかれないようにあとをつけた。


    　空は一緒じゃない。尾行ならひとりのほうがやりやすいし、空は運動オンチなのでこういった行動ではすぐにボロを出しそうだ。


    　海は星見とうまく距離を取りながら尾行を続けた。


    　今のところは誰からも不ふ審しんがられていない。


    　見る限り、星見は徒歩通学だ。これなら住所を突き止めるのもたやすい。


    　と思っていたところ、星見は急に立ち止まった。海は慌あわてて脇わき道に入り、塀へいの陰からのぞき見る。


    　星見は周囲を気にして首を巡めぐらせていた。


    （……まさか、尾行がバレた？）


    　このあたりに人影はない。閑かん静せいな裏通り。


    　海が冷や汗を垂らしていると、星見は近くに止まっていた車に乗り込んだ。


    　どうも自家用車のようだ。親の迎えかもしれない。


    　星見は海の存在に気づいていなかったようだが、状況は悪化した。


    　車は瞬またたく間に走り去ってしまう。


    「くそっ、ここまで来て諦あきらめられるかよっ」


    　信号で止まってくれと願いながら、海かいは必死に車を追いかけた。


    



    　海が帰宅する頃には、空そらが作ってくれた夕飯はすっかり冷めていた。


    「遅くなって悪い……」


    「いえ。兄さんが無事でなによりです」


    　経緯についてはケータイメールで知らせていたのだが、空は心配そうにしていた。


    「べつに無む茶ちやはしてないぞ、友とも利り先輩の車を追いかけただけなんだから」


    「それを無茶と言うんじゃないかと……」


    　空は海の帰りを待っていたが、パーシィのほうはすでに夕飯を食べ終えて居眠りしている。


    「よく車を見失いませんでしたね……。いえ、兄さんなのでこれ以上はなにも言いませんけど」


    　星ほし見みの下校が徒歩から車に変わっても、海は尾行を成功させていた。


    　帰りが遅くなったのは星見を見失って捜していたからではなく、単純に距離が遠かったからだ。


    「それで、友利先輩の自宅はどうでした？」


    「なんていうか、圧巻だった。豪ごう邸ていっていうかさ」


    　どでかい門を構えていて、その奥には広大な庭、さらにその向こうには鎮ちん座ざまします大屋敷。


    　乗り込んだ自家用車も高級車だったし、星見は名家のお嬢さまらしかった。


    「ラスボスにはふさわしいですね……」


    　空は感心というより呆あきれ気味だ。


    「確認ですけど、友利先輩が車に乗ったのは下校の途中なんですよね」


    「そうだな。なんであんな中途半端なところで迎えが来るのか、疑問だったよ」


    「偶然、親の車が通りかかったというのは？」


    「そういう感じじゃなかった。友利先輩は車があることを知ってたようだし」


    「だとすると、普段からそこで車が待機していることになりますね」


    　空は顎あごに指先を当てて思案する。人さし指をよく立てるのも空のクセだ。


    「友利先輩が車で登下校しているのは間違いありません。ゲームで描えがかれるようなお金持ちのお嬢さまは校門の前で車を乗り降りして、生徒たちの羨せん望ぼうの的まとになるのが恒こう例れいなんですけどね」


    「ま、そこは現実が反映されてるんだろ。だいたい友利先輩の性格からして、そんな目立つことはやらないだろうし」


    「なのに、徒歩通学や電車通学ではないんですね」


    「徒歩だとさすがに距離がありすぎるし、電車の場合も先輩の家の近くに駅はなかったから仕方ないんじゃないか？」


    「一般生徒なら、そういうときはバス通学や自転車通学になると思います」


    「それをしないのは、やっぱりお嬢さまだからか」


    　空そらはもう一度、思案したあと、


    「自宅を突き止めることには成功しましたけど、先輩の家にお邪魔するのは難しそうですね」


    「そうだな……。約束もなしに訪ねても、ガードマンあたりに門前払いされそうだ」


    「一緒の下校を断ことわられるのと同様、訪問の約束を取りつけることも望み薄です」


    「……ひょっとして、また八方ふさがりなのか？」


    「いいえ」


    　空は頼もしく否定してくれた。


    「どうやら、友とも利り先輩の攻略は登下校がポイントになっているようですね」


    　そして海かいは、新たな作戦を空から授さずかることになった。


    



    　翌日の海の登校は早かった。


    　まだ早朝の時間帯に、海は星ほし見みを待ち伏せる。


    　昨日きのう、星見が車に乗った場所である閑かん静せいな裏通り。この時間でも、周辺には人っ子ひとり見当たらない。


    　だからこそ星見はここで車を乗り降りしているのだろうと、空が教えてくれたのだ。


    　その予測どおり、しばらく待っていると星見の車は現れ、音もなく止まった。


    　星見は周囲を確認してから車を降りる。誰にも見つかりたくないのだろう。


    　海は塀へいの陰に隠れて見守っていたが、車が走り去ったところで星見の前に姿を見せた。


    「えっ……海くん……？」


    「おはようございます、先輩」


    「う、うん……おはよう……」


    「偶然、先輩の姿を見かけて声をかけたんです。あの……迷惑でしたか？」


    「……ううん。そんなことないよ」


    「車で来たみたいですけど、校門まで行かないんですね」


    「そっか……。見られちゃったんだ」


    　最初は戸惑っていた星見だったが、次第に落ち着きを取り戻した。


    「バレたのが海くんで、よかったかな……」


    　それから星見は、優しく包み込むような微笑を浮かべた。


    「だって海くんは、おもしろ半分に[image: ]うわさを広めるような人じゃないって、知ってるから」


    　海は、星見と肩を並べて登校しながら事情を聞いた。


    　車での送り迎えは、目立つから恥ずかしい。


    　だけど両親が過保護だから、星見は断り切れずにいる。


    　妥だ協きよう案として、毎日ほかの生徒に見られない場所まで運転してもらっているとのこと。


    「運転も親がしてくれるんですか？」


    「お仕事に余裕があるときはそうだね。でもたいていは、使用人さんかな」


    「それってメイドさんとか？」


    「そうだね」


    　本物のメイドさんなんて生で見たことがない海かいは、少しだけ憧あこがれた。


    　だが星ほし見みにとっては窮きゆう屈くつでしかないようだ。


    「海くんは、私のことをお嬢さまだって思った？」


    「思うもなにも、実際そうじゃないですか」


    「私はね、それが嫌なんだ。だから友だちにも家庭のことは教えてないし、誰かと一緒に帰ったこともない。なんて言えばいいのかな、せめて外では同じ目線で接してほしいっていうか、特別扱いされるのは家だけで十分っていうか。ただでさえ、家の中には私のことをお世話したがる人ばかり集まってるのに。父と母も含めてね。幼おさなかった頃はそういった環境を普通に受け入れてたんだけど、今は無む性しように悔くやしくなるんだ。私だっていいかげん、自立できるんだから」


    　怒ったように小さくガッツポーズを取る星見の仕草は、普段の大人びている雰ふん囲い気きよりも子どもっぽく見えた。


    「じゃあ、野球部のマネジをやってる理由って」


    「うん。お世話されるだけじゃなくて、私も誰かのお世話をしてみたくなったんだ。恩返しの意味もあるのかな。ううん、ちょっと違うのかな？　あはは、よくわかんないや」


    　お嬢さまらしくないお嬢さま。


    　平凡に憧れる女の子。


    　それが友とも利り星見の本質なのだろうと、海は思った。


    　彼女を好きになりたいと願った自分の判断に、間違いはなかった。


    　だって今、自分はこんなにも彼女に惹ひかれている。


    「……すみません。俺おれ、実は先輩のことを待ち伏せてたんです」


    　秘密を話してくれた星見に対して、海はウソをついていた自分を許せなくなった。


    「昨日きのうの下校中、先輩が途中で車に乗ったのを見て、それで……」


    「そっか……。海くん、私のことが気になってるって言ってたものね」


    「興味半分じゃありません。それだけは信じてください」


    「うん、信じるよ」


    「俺、先輩に話してもらったことは誰にも言いません」


    「空そらちゃんにも？」


    　海は言いよどんでしまった。ゲームの攻略を考えたら、空には隠すべきじゃない。


    「ごめんね、イジワルになっちゃったかな」


    「……先輩が望むなら、空にも言いません」


    「ううん。空ちゃんも、海くんと同じでいい子だもの。だから話していいよ」


    　いい子という表現で、自分にはまだ脈がないことを知った。


    　それは、海かいがアサヒに抱いだいていた気持ちと同じだったから、よけいに。


    「ありがとう、海くん。秘密を共有するのがキミで、ほんとによかったな」


    　星ほし見みはたおやかな笑え顔がおを見せた。


    　好きでもない相手にこんな顔ができる彼女はやっぱり天使で、男泣かせなんじゃないかと海は痛感した。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは昼休みに、中庭のベンチで兄を待っていた。


    　昼に軽く作戦会議をするのも日課だ。おかげで三食すべて、兄と一緒にとるようになっている。


    　この点は現実と違う。昼は別々なのが普通だった。


    　空は最近まで中学生だったし、春から同じ高校に通うことになってもそれは変わらないと思っていたのに。


    「なにかいいことでもあったの、空ちゃん？」


    　突然声をかけられ、空がドキッとして見上げると、目の前に友とも利り星見が立っていた。


    「……いえ、特になにも」


    「そっか。笑ってたように見えたんだけどな」


    　空は羞しゆう恥ちで顔を背そむけるが、星見はなかなか立ち去ろうとしない。


    「空ちゃんは、もう海くんから聞いた？」


    「……なにをでしょう？」


    「じゃあ、これから聞くところなのかな」


    　星見は問いに答えなかったが、空にはそれで十分だった。


    　今け朝さの作戦が成功したのだろう。この中庭で出会えたのがプロローグ以来であることからも間違いない。


    「海くんが私の登校を待ってたのって、空ちゃんが言ったから？」


    「……なぜそう思うんでしょう」


    「こういう計画的な行動は、海くんらしくないから。気に障さわったならごめんね」


    「いえ……わたしのほうこそ、プライベートを暴あばくような真ま似ねをしてすみません」


    「これからここでお昼ごはん？」


    「はい。先輩は学食でしょうか？」


    　夢ゆめ色いろ高校の学食は校舎の外に建てられているため、こうして通りかかったのだろう。


    　星見とのイベントが進めば、兄だけではなく空も彼女と出会うことができる。これからはすれ違うことなく、会話する機会も増えるのかもしれない。


    「海かいくんに知られちゃったからキミにも言うけど、私はもともとお弁当だったんだ。でも、ほかのみんなと違うお弁当が恥ずかしくなってからは、学食に切り替えたの。内緒だよ？」


    　きっと伊い勢せエビなんかが入っていたんじゃないかと、空そらはテンプレート的な想像をした。


    「海くんが来るなら、私もここで食べようかな」


    　星ほし見みの不意の言葉に、空はとっさに反応できない。


    「私、お邪魔かな？」


    「……いえ。ただ、先輩はお弁当じゃないんですよね？」


    「購買でパンを買ってこようかなって」


    　星見との仲がうまくいっているせいか、海は毒されていた。


    「ごめんね。これも、イジワルだったかな」


    「……そんなことは」


    　兄が星見とお昼も一緒にするなら、それは新たなイベントと言える。だったらむしろ空が退散するべきだ。


    「空ちゃん、またね」


    　空が悩んでいる間に、星見は声をかけたときと打って変わって、拍ひよう子し抜けするほどあっさりと立ち去った。


    　空は思わずホッとしてしまい、そのせいで呼び止めることができなかった。


    　罪悪感に苛さいなまれていると、入れ替わりに兄がやって来る。


    「どうした、空。なにかあったか？」


    「……そう見えましたか？」


    「なんとなくな。おまえは顔に出さないから、ほんとになんとなくだけど」


    「おなかが空すいてきただけです。兄さんが遅かったもので」


    「パーシィのやつが俺おれの弁当まで食べようとしてたんで、ちょっとな」


    「パーシィは？」


    「ロッカーに突っ込んできた」


    「……パーシィのお弁当を少なく作ってしまったわたしのせいですね。ごめんなさい」


    「おまえはあいつに甘すぎるぞ……」


    　だとしたら、パーシィを手のかかる妹のように感じているからだ。下の兄妹きようだいがいない空と違い、兄にはわからない気持ちだろう。


    　空がベンチを横に少しずれると、兄がそこに座る。それから空は、兄からの報告を聞いた。


    「友とも利り先輩と秘密を共有だなんて、一気にイベントが進みましたね」


    「空、イベントなんて言い方は先輩に失礼だ。これは仮想であって仮想じゃない、ゲームとは人生なんだ。現実となんら変わるところはない。俺たちはその心意気で先輩に接するべきだ」


    「…………」


    　空そらは無言のじと目を兄にぐさぐさ刺した。


    　兄が視線を逸そらしても、その横顔に刺しまくった。


    「いてーよ！　なんとか言ってくれよ！」


    「つーん」


    「よしよし」


    「な、なんで頭を撫なでるんですかっ」


    「かわいかったから」


    「なっ……」


    　空は顔が熱くなりかけたので、体ごと兄から逃げて表情を隠した。


    「空はさ、実は俺おれが友とも利り先輩を攻略するのに反対なのか？」


    「……そんなことはありません。攻略難度で意見はひるがえさないと言ったじゃないですか。誰が相手だろうと、一いち途ずであることが最終的に攻略の近道になるんですから」


    　それよりもと、空は話題を修正する。


    「兄さん、ステータスのほうはどうですか？」


    「『運動』は高いままだぞ」


    「その『運動』が高くなければ、友利先輩の車を尾行することはできませんでした。そして先輩がマネジをしている理由は、お世話をされてばかりだから自分も誰かのお世話をしたいというものです。ダメ人間好きだからではなかったんです」


    「つまり？」


    「つまり……兄さんの『運動』は、高いままでも問題ないことになるんです」


    「……逆転の発想は、必要ないってことか？」


    「はい……。これまでさんざん下げようとしておいて手のひらを返すのは、努力していた兄さんに申し訳ないんですが……」


    「俺の努力なんかたかが知れてる。おまえが悩んでいたことのほうがずっと大きい。でも、その迷いも晴れたんだな？」


    「……はい。お騒がせしました」


    　空は、本当はまだ迷いを捨てきれずにいる。


    　だけど兄には言わない。自信がないことを知られたら、兄を不安にさらすだけだ。


    「引っかかるのは、これだとユウヒの情報が間違ってたことになる点か。まあ、ユウヒも俺と同じでゲームには疎うといだろうし、空の言葉を信じるさ」


    　空が迷っているのも、その疑問があるからだ。


    　ユウヒの助言はいつだって的確だ。これまでのつきあいから思い知っている。


    　そんなユウヒのことを空は尊敬している。アサヒに対するのとは違った意味で慕したっていた。


    　たとえここが現実ではなく、仮想世界だとしても。


    　そんな彼女が、このような重大な過ちを犯すだろうか……？


    「空そら。『運動』が現状維い持じでいいんなら、俺おれたちは今後どのパラメータに重点を置く？」


    「……秘密を共有したことで、仲は進展するはずです。先輩の好みを知るチャンスです。イベントも次々起こると思いますので、そこに活路を見み出いだしましょう」


    「わかった。選択肢ミスをしないように気をつけないと。これはまた演技の練習かな」


    「……わたしはつきあいませんよ」


    「ほかに相手がいないんだけどな。特に、好きって気持ちを伝えられるような相手は」


    　空は心が揺ゆらいだが、頰ほおが赤くなる前に理性で無理やり押し殺した。


    「……そもそも演技自体するべきじゃありません。兄さんの場合は素すのままのほうがうまくいくと思います。不自然な態度をとってしまったら、お悩み相談のときのような失敗を繰り返してしまいます。現に兄さんは待ち伏せを正直に話すことで、先輩の好感度を上げたんですから」


    「空、好感度なんて言い方は先輩に失礼だ。ゲームとは人生……」


    「話の腰を折らないでください。ゲームと人生では次元が違うんですから、別物に決まっているじゃないですか」


    「そっちが先に言ったんだぞ……」


    「とにかく、兄さんは兄さんのままで先輩とよろしくやったらいいじゃないですか」


    「……最後がなんか投げやりだけど、わかったよ」


    　急に不機嫌になった空に、兄は戸惑っていた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　空の気持ちとは裏腹に、海かいは順調に星ほし見みとの仲を深めていった。


    　星見がお嬢さまだと知る身近な生徒は、海ひとりだけ。


    　仲間意識がふたりの距離を近づける。


    　一緒に帰ろうと誘えば、以前と違って星見は快こころよく応じてくれるようになった。


    　裏通りに止まる車までの短い距離であっても、この時間は心が躍おどる。


    　ときには遠回りをして、ふたりの時間を延長することもあった。


    　話題には事欠かない。同じ部活に所属しているだけあって海も星見も野球が好きだし、星見は箱入りお嬢さまだけあって外の世界に詳しくなく、転校続きだった海が見てきたさまざまな街の様子を話すだけでも盛り上がった。逆に、星見の豪ごう奢しやな暮らしに海が度ど肝ぎもを抜かれることも多かった。


    「……もう、車が見えてきちゃった」


    「俺が一緒にいると親御さんに心配かけるし、そろそろ退散します」


    「ごめんね……。父も母も、親バカに過ぎるっていうか」


    「それだけ先輩を大切にしてるんだと思いますよ」


    　星ほし見みは少し間まを置いて、意を決したように言う。


    「……海かいくん。よかったら今度、私の家に遊びに来ない？」


    「いいんですか？」


    「うん。それで、両親に会ってみて。きっと海くんのこと気に入ってくれるから、そうなったら今みたいにこそこそしなくてすむもの」


    「それは……なかなか勇気がいることのような」


    「冗談だよ」


    　星見は意地悪な笑みを見せる。


    「本気にした？」


    「なんだ。期待したのに」


    「……嫌なんじゃなかったの？」


    「勇気がいるのは本当ですけど、先輩と一緒にいられる時間が増えるんだから、嫌なわけないですって」


    「……私、今後は車をもっと遠くに止めてもらうようにしようかな」


    　冗談だと言ったわりに、星見は海の答えを大切な言葉として受け取っていた。


    「先輩。よかったら登校も一緒にしませんか？」


    「……できるの？」


    「先輩の車を待つだけなんだし、簡単です」


    「でも、海くんの家からだとだいぶ遠いし、朝に余裕がなくなっちゃうよ」


    「ランニングにはちょうどいい距離です。帰りも走って帰るんだし」


    「ごめんね……部活で疲れてるのに」


    「俺おれが誘ってるんだし、先輩が気にすることないですって」


    「私の両親に会ってくれれば、車で海くんの家まで送ってあげられるようになるよ」


    「……気に入られるって前提がありますけどね」


    「やっぱり嫌なんだ」


    「緊張するって意味ですよ」


    「じゃ、約束ね。今は部活がいそがしいし、落ち着いたあとにでも」


    「夏の大会が終わってから？」


    「うん」


    「だったら、先輩の両親が気に入ってくれる手て土産みやげを持っていけそうだ」


    「……それって？」


    「初の甲こう子し園えん出場って土産です。優勝旗のほうは先輩にプレゼントしますよ」


    　星ほし見みはおかしそうに言う。


    「海かいくん、キザだね」


    「俺おれも言っててそんな気がした」


    「あはは。でも海くんは練習中、部員のみんなに怒られてばかりだけど大丈夫？」


    「……それはまあ、これからの俺に期待してください」


    「うん。海くんはやればできる子だって、お姉さん信じてるよ」


    　星見のこんな楽しそうな笑え顔がおは、これまで見たことがなかった。


    　海は実感していた。アサヒを相手に二度も経験ずみなのだ。


    　この流れは、告白への前ぜん兆ちよう。自分は星見と結ばれることになる。


    　これでやっと、妹を助けることができる……。


    （……そんなふうに思う俺は、先輩の恋人になる資格はないだろうな）


    　だからゲームではうまくいっても、現実での星見は高たか嶺ねの花のままなのだ。

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ⑦　～不安な空模様～


    



    



    　五月も中旬に差しかかると、楠くすの瀬せユウヒの転校がクラスに告げられた。


    　心の準備はできていたはずが、いざ直面すると落ち込む気分は避けられない。


    　きっとユウヒとの別れに慣れることはない。


    　現実の世界でも、いまだくすぶっているのがその証しよう拠こだ。


    （……俺がひとつだけこの世界に感謝するとしたら、ユウヒ。おまえとの仲を諦あきらめるべきじゃないって知らされたことだよ）


    　綾あや野の海は、今日きようだけは部活に出ずに、校門でユウヒを待っていた。


    　職員室で転校の手続きをすませたユウヒは、海を見てもその横を通り過ぎるだけだった。


    　それでも途中で根こん負まけして、餞せん別べつの名めい目もくで海の恋バナにつきあうことになるのは、ユウヒの秘められた優しさによるものだろうか。


    「ねえ、海。あなたの好きな人は誰？」


    　この質問を聞くのも三度目だ。


    　それからユウヒは、街並みに沈む夕日の向こうに去りゆくことになる。


    　一度として振り向くことなく。


    　海かいも結局、好きな人を答えることはできないのだけれど。


    「……もう会うこともないだろうけど、元気でね」


    　この言葉には、やっと答える決心がついた。


    「また、会えるよ。いつだって」


    　ユウヒは初めて立ち止まった。


    「だって俺おれたち、友だちだろ？」


    　ユウヒは、海のほうに振り向く。


    「……ありがとう」


    　逆光で顔は隠れていたけれど、声はなにかを堪たえ忍ぶように震えていた。


    「海……。そんなあなたに、餞せん別べつよ」


    「……餞別は、さっきの質問じゃなかったのか？」


    「そうよ。だけど私の質問には続きがあったの。あなたが友とも利り先輩を好きだと答えたら、教えるつもりだった。友利先輩のことをもっとよく知るべきだから。でもほかに好きな人がいるのなら、教えるつもりはなかった。なのにあなたはどちらも選ばなかった……それで私はなにも告げなかったのよ」

  



  [image: ]



  
    　だからユウヒは、その選択権を海かいに譲ゆずったのだ。


    「……俺おれは、友とも利り先輩のことが好きかどうかわからない。ほかの誰かが好きかどうかもだ。でも、先輩に関係することなら知りたいって思う。こんな答えじゃダメか？」


    「いいえ。あなたは正直に答えたんだから、私も隠し事はやめにする」


    　ユウヒは一度、気持ちを落ち着かせるように息をつく。


    　雲が次第に夕日を隠していく中で、言う。


    「友利先輩には、裏表がある……」


    「…………」


    　……え？


    「彼女には二面性がある。恵まれた家庭に育つ彼女が、恵まれない人の世話をする。そこに隠された意味はなんなのか……私は、最悪な想定をしてしまったのよ」


    　海は、立ち尽くすことしかできない。


    「だからこそ、彼女を落とすには逆の選択が必要なのよ。ステータスなんかでは測れない、逆転の発想。あなたから聞いたパラメータ……だったかしら。『学力』『運動』『センス』『会話』『情熱』、どれもこれも薄っぺらい。そんな物差しだけじゃ、人は人を好きにならない」


    　夕日の逆光が雲で完全にさえぎられると、ユウヒの泣き笑いのような表情が見えた。


    「私自身がそうなんだもの……あなたたちだって、同じはずよ」


    　天気が、徐々にくずれ始めていた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは教室からグラウンドを見下ろしている。


    　夕方になってもまだ野球部は部活動を続けているが、そこに兄の姿はない。


    　ユウヒの見送りにいっているのは空も知っている。


    　そして兄は部活が終わるまでには学校に戻ってきて、星ほし見みと一緒に下校するだろう。


    （……一度、下校中のふたりの様子を見守ってみるのもいいかもしれません）


    　ふたりの間に割って入るわけではなく、こっそりあとをつけるという意味だ。


    　星見との距離は着実に縮まっていると兄から聞いているのに、自分は不安がっている。


    　自分たちは本当に、星見攻略に向かっているのだろうかと。


    　空の頼りない眼まな差ざしが、マネージャーとして働く星見の姿をちょうど捉とらえた。


    「空ちゃん、まだ帰ってなかったんだ」


    　そのタイミングで楠くすの瀬せアサヒが教室に現れた。


    　空はどこか安心しながら星見から視線を外し、友だちのほうへと振り向く。


    「アサヒちゃんこそ、まだ帰っていないじゃないですか」


    「えっと……いろいろあって」


    「当ててみせましょうか。野球部にマネジとして入部したいけどふんぎりがつかなくて、部室の近くをずっとうろうろしていたんですよね」


    「そ、そんなわけないんだよっ」


    　空そらはグラウンドの様子をうかがっているときに、挙きよ動どう不ふ審しんなアサヒの姿を見つけた。だから知っている。


    　とはいえ、アサヒが入部することはないだろう。


    　兄が星ほし見みとのイベントを進めているからだ。


    　あるヒロインとの好感度が規定値に達すれば、ほかのヒロインはフェードアウトせざるをえないのが恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームの宿命みたいなものだった。


    　例外があるとすれば修しゆ羅ら場ばイベントだが、兄は星見一筋なので起こりようがない。それは空が勧めた作戦でもある。


    （……だからきっと、わたし自身もいつかは）


    　いつかは、兄のサポートができなくなるだろう……。


    「ボ、ボクは野球観戦が好きだから部室の近くで部活動を見てただけで、べつにセンパイを追いかけてたわけじゃなくてっ」


    　アサヒはひとりで墓ぼ穴けつを掘っていた。


    「……それに、お姉ちゃんが転校しちゃうから。寂しいって気持ちをまぎらわせる意味もあったのかも」


    「アサヒちゃん……。ごめんなさい、不ぶ躾しつけなことを言ってしまって」


    「ううん。それより、センパイが部活に出てなかったけど。なにかあったのかな？」


    「今日きようはユウヒ先輩と一緒に帰ったんです」


    「そっか……。もしかして、空ちゃんの悩みもそれ？」


    　空は答えに窮きゆうした。


    「お姉ちゃんのことなら心配しなくていいよ。口ではつれないことばかり言っても、ほんとは寂しがり屋なんだから。休みになればすぐに帰き省せいしてくると思うし、そのときにまた会えるよ」


    「…………」


    「……空ちゃんの悩み、違った？」


    「い、いえ……。というよりも、悩んでいるように見えたんですか？」


    「空ちゃん、さっきまで窓の向こうを眺めてたよね。そのときの顔、窓に映ってたんだ。表情にはっきり出てたわけじゃないから、ボクの勘違いかもしれないけどね」


    　どんな感情も表に出さないように努める自分。


    　だけどときおり、兄には見破られる。そんなときは恥ずかしくなる。


    　星見に見破られることもあって、そんなときは悔くやしかった。


    　そして、アサヒ。


    　彼女に見破られると、安心する……。


    　だから空そらにとって、アサヒは一番の友だちだ。


    「ありがとう、アサヒちゃん。なんでもありませんので、心配しないでください」


    「そっか、ボクの勘違いでよかった。これから一緒に帰る？」


    「ごめんなさい、わたしはもうちょっと残ります」


    「教室に用？」


    「どちらかというと、校門のほうでしょうか」


    　兄と星ほし見みを尾行するなら、そこからになるだろう。


    「そっか。ほかの誰かと一緒に帰る約束、先にしてたんだね」


    　空のあいまいな答えを、アサヒはそのように受け取った。


    　アサヒは通学カバンを担かついで元気に言う。


    「ばいばい、空ちゃん。また明日あした！」


    「はい、また明日です」


    　アサヒが教室を去ったあと、空はまた視線をグラウンドに戻す。


    　日が沈むにはまだ早いのに、そこは驚くほど暗くなっていた。


    　いつからだろう、頭上の雲行きが怪しくなっている。


    　ついにはぽつぽつと雨が降り出した。


    　風も強まっていて、目の前の窓が揺ゆれだした。この調子ではすぐに大雨になるだろう。


    （天気予報が当たりましたね……）


    　夕方から一時的に天気がくずれると言っていたので、傘かさは用意している。


    　部活は中止になるだろう。現に部員たちは急いで片づけを始めていた。


    （兄さんは、間に合うでしょうか……）


    　兄も傘は持っているはずだが、学校に戻る前に星見が帰ってしまうおそれがある。


    　それとも、すでに星見と約束を取りつけていて、校門で合流するのだろうか。


    （……わたしも、校門に向かってみましょうか）


    　アサヒが傘を忘れて立ち往おう生じようしていたら、一緒に帰ったっていい。


    　そうすれば、兄が星見と仲よくする姿を見ないですむ理由をつくることができる。


    （……なにを考えているんでしょうね、わたしは）


    　不安定だった今日きようの天気。


    　頭上の空も、この自分も。


    　空は思い出していた。


    　兄が大ケガをしたあの日もまた、こんな空模様だった────。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいは傘かさを持っており、濡ぬれずに校舎に入ることができた。


    　校門からでは部室が遠いため、裏門を使っている。


    「いきなり雨が降ってきて焦あせったけど。ほんと、空そらさまさまだな」


    「海ひとりだったら、傘を忘れてたに決まってるんだぞ」


    「役立たずのおまえが一緒でも同じだろうしな」


    「なんだとー！」


    　胸ポケットのパーシィと言い争いながら、星ほし見みを捜すために渡り廊下から部室棟に向かう。


    　雨に煙るグラウンドには人影がなかった。部活の生徒は早く上がったようだ。


    　急がないと星見と共に下校できなくなってしまう。


    「雨のせいで寒いぞ、人間。神さまのあたしをあたためたてまつりゃれ」


    「[image: ]なぞの言語を使うな。ていうか、ユウヒと一緒に帰る前におまえを放り捨てたはずなんだが……。今度は友とも利り先輩と一緒に帰るし、また捨てなきゃならないじゃないか」


    「いつもいつもそういうことするなって言ってるだろー！」


    「おまえがよけいな茶々入れて先輩に不ふ審しんがられたら、仲がまた遠くなるかもしれないんだぞ」


    「おとなしくしてるから安心しろよな！」


    「一度としておとなしくしてたためしがないんだよな……」


    「なに言われたって、あたしはおまえから離れないぞ。だって空に頼まれてるんだ。今まで以上におまえと友利星見の様子を見守ってほしいって」


    「……なんでまた」


    「おまえと友利星見の仲がこれ以上進むと、自分はサポートできなくなるかもって言ってたぞ。そのせいじゃないか？」


    「待ってくれ」


    　パーシィのその言葉は聞き捨てならない。


    「なんで空のサポートがなくなるなんてことが起こるんだよ」


    「そこまでは知らないんだぞ」


    　部室棟に着いた。


    　校舎の中と外、どちらからも入れる仕様になっているおかげで雨を避けることは簡単だったが、目的を果たすことはできなかった。ここは運動部が主に使用しているのだが、この天気のせいでとっくに部活動を終えていて人ひと気けが皆かい無むだ。


    　野球部の部室も然しかりで、入り口にカギがかかっている。


    「友利先輩も帰ったのかもな……」


    　こんなことなら、先に約束を取りつけておくんだった。


    「くそっ……」


    　海かいが焦あせっているのは、ユウヒから新たにもらった情報も原因のひとつだ。


    　星ほし見みに二面性があるとしたら、裏の顔とはどういうものなのか。


    　それもユウヒから聞いてはいたが、海は釈しやく然ぜんとしなかった。


    「なあ、友とも利り星見に電話はかけられないのか？」


    　パーシィが意見した。


    「……ケータイの番号はまだ教えてもらってなかったな。野球部の名簿には、自宅の番号しか載ってなかったし」


    「じゃあ、もう帰ったんなら追いかけるしかなさそうだぞ」


    「先に先輩のクラスに寄ってみる。忘れ物でもして戻ってるかもしれないし」


    「あのカンペキお嬢さまがそんな抜けてるとは思えないぞ」


    「いなかったら、すぐに外に出るだけだ」


    「そっか。おまえは運動だけじゃなくて勘もいいから、好きにしたらいいんだぞ」


    「ダメ人間からは卒業か？」


    「虫以下じゃなくなっただけなんだぞ」


    　パーシィと言い合いをするのも、なんだかんだで嫌いじゃない。


    　海はダッシュで来た道を引き返した。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらはまだ校舎に残っていた。


    　アサヒと帰ろうと思っても見つからず、そのため空は当初の予定どおり校門が見える位置から様子をうかがっていたのだが、星見どころか兄の姿さえ確認できていなかった。


    （ひょっとして兄さんは、裏門から戻ったんでしょうか）


    　部室棟は校舎の裏側に建っているので、そうかもしれない。


    　だが、星見と下校を共にするときはこの校門を通るはずだ。なのに姿が見えないのは、兄がまだ星見と合流できていないせいだろう。


    　星見もまだ校舎の中にいるはずだし、待っていれば必ず目撃できるはずだった。


    「空ちゃん」


    　空が冷えてきた体を抱きしめていると、思わぬ方向から待ち人の声がした。


    「外は暗いし、雨も強くなる一方なのに、帰らなくていいの？」


    　星見が、空の後ろに立っていた。


    　驚いている空とは裏腹に、星見の態度は平常どおり。


    　偶然ではなく、ここで空と出会うのが当然だと思っているようだった。


    「もしかして、傘かさ忘れちゃった？　お姉さんが車呼んで、家まで送ってあげようか」


    「……結構です。それより、兄さんは一緒じゃないんですか？」


    「海かいくんは外せない用があるって言って部活を休んでたし、一緒になるわけないよ。それとも実はサボりで、キミの指示だったのかな」


    「…………」


    「私は空そらちゃんに用があってここに来たんだ。部活を切り上げてすぐ、アサヒちゃんって子が入部希望で部室に来てね。話を聞いたら、キミの友だちだって言うじゃない。その流れでキミがどこにいるか尋ねたら、教室か校門って答えが返ってきて。それで、キミを見つけたの」


    　アサヒはあのあと、帰ったのではなく勇気を出して入部届を持っていったようだ。


    「アサヒちゃんは……マネジになるんですか？」


    「それは私じゃなくて、本人に聞くべきだよ」


    　星ほし見みの口く調ちようはあくまでやわらかい。


    　だけど鋭するどい眼まな差ざしが空を責めているように感じられた。


    「一度、空ちゃんに尋ねたかったんだ。どうして海くんは、部活の練習で手を抜くの？」


    「…………」


    　空には、答えることができない。


    「この場合、本人に聞くべきだっていう返しはなしだよ。海くんの性格から考えて、オーバーワークはあってもその逆はありえないもの。だとしたら原因は本人以外にある。真っ先に思いつくのはキミだった。今のキミの反応で、正解だって確信したよ」


    　空はやはり答えることができない。


    　ゲーム世界やら『ドリメモ』やら、そんな事情を話しても意味がない。


    　星見攻略の妨さまたげにしかならない。


    「私は、海くんにもっと全力を出してほしいって思う。じゃないと部の仲間に失礼だし、海くんのためにもならない。最近は真ま面じ目めに練習してくれるけど、また以前のような態度に戻ったらって思うと心配でたまらない……。ごめんね、責めるような言い方になっちゃって。でも、なにか理由があるなら教えてほしいんだ」


    　星見は本当に、マネージャーの仕事に熱心だ。


    　兄のこともよく見ている。兄が演技を苦手としているところを差し引いても、手抜きの練習を見破った星見は素直に賞しよう賛さんできた。


    「友とも利り先輩。兄さんは、今後は真剣に練習に取り組みます。不真面目な態度は二度ととらないと思います。こんな答えじゃ、満足できないかもしれませんけど……」


    「それなら、空ちゃんが自分で証明してくれるかな？」


    「え……？」


    「空ちゃんもマネジになって、海くんを手助けするの。真剣にやってくれるようにって。ちょうどお友だちも入部するんだし、空そらちゃんも入りやすいんじゃないかな」


    「……でも、わたしは野球に詳しくありません」


    「私が教えるよ。わからないことがあったら、なんでも聞いて」


    「わたしが入部してしまったら、兄さんのそばにいる時間がさらに長くなります……。先輩は、なんとも思わないんですか？」


    「えっと、どういう意味かな」


    「アサヒちゃんに置き換えても問題ありません。先輩はアサヒちゃんと話したそうですし、わかったんじゃないですか？　アサヒちゃんが兄さんに恋をしていること」


    「…………」


    「なのに先輩は、アサヒちゃんの入部すら快こころよく思っているみたいです……。先輩は、兄さんのことをどう思っているんですか？」


    　聞いてしまった。


    　聞いてはいけないことだったのに。


    　なのに言葉が止まらなかった。下へ手たをしたら、兄と星ほし見みの仲によけいな問題が生じてしまう。


    「空ちゃんは、海かいくんのことが大好きなんだね」


    　思いもよらない星見の言葉に、空の後悔は瞬またたく間まに羞しゆう恥ちに塗り替えられた。


    「それに、海くんも同じだよ。海くんと一緒にいると、キミの話がよく出てくるんだ。海くんは本当にキミを大事にしてるって思う。妹のキミのことが、好きなんだって」


    「……違います。それは、同じではありません」


    　その好きは、家族としての好き。


    「空ちゃんが言うとおり、たしかに恋かどうかまではわからないけどね」


    　誰かに言われるまでもなく、空は最初から気づいている。


    「でも、好きって気持ちに変わりはないよ。キミがマネジになってくれれば、海くんはさらにやる気を出してくれるんじゃないかな。甲こう子し園えん出場だって夢じゃなくなるかもしれないよ。逆に、不ふ真ま面じ目めな練習態度に戻ったら取り返しのつかないケガをするかもしれない……」


    　空の脳のう裏りにあの日の光景がよみがえった。


    　兄が大ケガを負ったとき、そばにいたのはなぜ目の前の彼女だったのか。


    　自分ではなかったのか……。


    「マネジに興味が出たようなら、これから部室に来てくれるかな？　部員はみんな帰っちゃったけど、カギは私が管理してるから入れるよ」


    「……その前に、わたしもひとつだけ聞かせてください」


    「なにかな」


    「先輩は、兄さんが懸けん命めいに努力した結果、大ケガをするとは考えないんですか？」


    　星見は空の質問に面食らっていた。だが次の瞬間には普段の余裕を感じさせる表情に戻る。


    「空そらちゃん。努力をする人間は、報むくわれるものだよ。そのかたちがどうあれ、最初から恐れていたらなにもできないんじゃないかな」


    　空は、うなずいた。


    「わかりました。部室に行きましょう」


    「そう言ってくれるって信じてたよ」


    　空は星ほし見みの誘いに乗ることに決めた。


    　マネージャーになるためではない。


    　どちらにしろ空は野球部に入部できない。アサヒだって同じはずだ。


    　どのような理由でそうなるかはわからないが、恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームの鉄則を考えれば、自分はアサヒと共にフェードアウトするしかない。


    　おそらくこのイベントで、星見以外のすべてのヒロインの退場が決まるのだろう。


    　その前に。


    　なんとしても、確かめたいことがある。


    　そうしなければ、きっと自分はふたりの恋を祝福できない。


    　現実の世界でも、兄を応援することができないのだ。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいとパーシィは星見のクラスをのぞいたが、誰もいなかった。


    　すでに閉門の時刻も近い。運動部の部員くらいしか残っている生徒はいない。


    　その運動部もあいにくの天気のせいで、体育館組でなければ帰途についているだろう。


    「海。友とも利り星見はいなかったから、次は外の通学路を捜すんだよな」


    「……いや。もうちょっと校舎を捜してみる」


    「勘か？」


    「どうだろうな。パーシィ、ここからは二手に分かれるぞ」


    「そのほうが早そうだもんな。おまえより先に友利星見を見つけて空に誉ほめられてやるぞ！」


    「いや、友利先輩じゃない。空を捜してほしいんだ」


    「……なんでだ？」


    「さあな。これも勘かもな」


    　なにか嫌な予感がする。この空模様のせいだろうか？


    　パーシィが言った、海をサポートできなくなるという空の言葉も引っかかる。


    　外は土ど砂しや降りになっている。雨音がざあざあと、焦しよう心しんをかき立てる。


    「空に用事でもあるのか？」


    「そんなところだ」


    「空はもう家に帰ってると思うぞ」


    「それならいいんだ。でも、まだ学校に残ってるかもしれない」


    「空そらになんの用なんだ？」


    「まあ、傘かさのことでちょっと。こんな天気だし」


    「それなら、持って登校してたはずだぞ」


    「俺おれが忘れたんだ。だから、空と一緒に帰ろうと思って」


    「おまえも傘差してただろ……。相合い傘でもしたいのか？」


    「懐なつかしいな、昔はよくやってたよ」


    「空と合流するなら電話ですむんじゃないのか？」


    「何度かかけてるけど、つながらないんだ」


    　空は今、電波の届かない場所にいるようだった。


    　その影響もあってか、海かいは得えも言われぬ不安を拭ぬぐいきれなかった。


    　海はパーシィを行かせて、自分もほかの場所を捜しに向かった。

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ⑧　～雨上がり～


    



    



    　友とも利り星ほし見みに連れられ、綾あや野の空は初めて野球部の部室というものの中に入った。


    　独特の革の匂においがする。ボールやグラブが多数置いてあるためだ。


    　思ったよりも小こ綺ぎ麗れいなのは、マネージャーの星見が整理整頓をこまめにやっているからだろうか。


    　テーブルとパイプ椅い子すもしっかり用意されていたが、そこには座らずに星見が言う。


    「空ちゃんはさっき、海くんが努力した結果、大ケガをするとは考えないのかって聞いたよね。海くんが練習に手を抜いていたのはそのため？　やっぱり空ちゃんが強きよう要ようしたのかな」


    　空が答えないことを知っているはずなのに、星見はあえて聞いてくる。


    「海くんはひとつのことに夢中になると、とことん突き進んじゃう。周りが海くんに期待すればするほど、オーバーワークになってしまう。だから、その果てに取り返しのつかないことが起こるって不安だったのかな」


    「…………」


    「私、思ったんだ。キミはきっと、私と同じタイプだって。世話焼きで、尽くしたがり。だったら、わかってくれるよね。もっと海かいくんを信じてあげようよ。素直になってさ。そんなふうに、自分の本心を隠すような演技ばかりして。中庭のベンチに座って海くんを待ってるときの素すのキミは、あんなにかわいらしかったのにな」


    　……ふたりは同じタイプで、世話焼きの尽くしたがり？


    　空そらもそう思っていた時期はある。


    　だけど必ず、違和感が伴ともなった。


    　この気持ちは最初、同族嫌けん悪おだろうと考えていたけれど。


    「……先輩も、言いましたね。努力をすれば報むくわれる、それがどんなかたちであれって。じゃあ、もしも報われなかった場合は？　きっと先輩はこう答えると思います。立ち直るために、その人の力になってあげたいと」


    　今度は星ほし見みが沈黙する番だった。


    「わたしは、先輩とは違います。わたしが尽くす相手は、不特定多数じゃない。兄さんだけに限るんです。先輩がわたしやアサヒちゃんをマネジとして迎え入れることから見ても、兄さんを独占したいと思っていない。だとしたらなぜ、今のように兄さんに対して過か剰じようなほど熱心になることがあるのか。先輩は兄さんに恋をしているわけじゃないのに、そのように見えてしまう理由があるとしたら……」


    「……あるとしたら？」


    「先輩が、一軍よりも二軍を気にかける傾向にあること。そこに答えがあると思います」


    　空は、星見のどんな挙きよ動どうも見み逃のがさないよう、まっすぐに視界の中に捉とらえる。


    「演技をしているのは、実はあなたのほうじゃないですか？　あなたは、兄さんのケガを願っているんじゃないですか？」


    「…………」


    「兄さんがケガをして、どうがんばってもレギュラーになれない状況をつくり上げること。わざとではなく、実力で補欠に甘んじるしかない現実を突きつけること。最後には退部するしかなくなって、報われない努力を味わうこと。それがあなたの望み。だから兄さんが大ケガをしたのは、あなたが原因じゃないんですか……？」


    　空は現実でのあの出来事を想起する。それは去年の秋のこと。


    　まだふたり暮らしではなかったものの、親は相変わらず家を留守にしがちだったので、その日も空はひとりで兄の帰りを待っていた。


    　だけど、なかなか帰ってこない。部活が長引いているにしろ、ここまで遅いことはなかった。


    　空がやきもきして何度もメールをしても、もうすぐ帰るという返信しか来ない。


    　外は大型の台風が到来していて、窓を激しくたたく雨音がさらに不安をかき立てる。


    　こんな日まで部活をするなんて、どうかしている。校舎の中で筋トレでもやっているのかもしれないが、それでも交通事情を考えれば早く上がるべきだろうに。


    　そして、やっと帰ってきた兄に、空そらは小言を言いながら夕飯をあたため直した。


    　食事が始まると、兄の箸はしの使い方に若干の違和感を覚えた。


    　兄は右肩のケガを衣服で隠していた。空が問い詰めると、兄は観かん念ねんして話した。


    　部活動の最中に肩を壊したこと。


    　原因はオーバーワークによる疲労で、病院で腱けんの損傷と診断されたこと。


    　野球はもう続けられないこと。


    　兄はなんと、この台風の中でも外でピッチング練習を続けていたという。


    　空は言葉がなかった。兄は一口も食べずにごちそうさまと告げ、自室に戻ってしまった。


    　兄は、翌朝まで姿を現さなかった。


    　夜中には兄の嗚お咽えつが部屋から漏もれていた。


    　その悲痛な声を、空は一生忘れることができないだろう。


    　兄のケガの説明に疑問を抱いだいたのは、それから数日後のことだった。


    　兄は表向きだけは明るく振る舞えるようになり、食事も少しずつとるようになっていた。そして食後、空は脱衣所で兄と鉢はち合わせした。


    　油断していると、たまにこういうハプニングがある。ちなみに服を脱いでいたのは空ではなく兄のほうだ。


    　兄が裸はだかだったのは上半身だけだが、それで十分だった。


    　兄の負傷は肩だけではなかった。至るところに打だ撲ぼくや擦すり傷があった。


    　空はびっくりして原因を尋ねたが、兄はやはりオーバーワークとしか答えない。


    　明らかにおかしかった。野球の練習だけでは起こりえない負傷。部活帰りの兄の手当てを日頃からよくしていた空だからこそ、これは異質な傷だと判断できた。


    　空はただちに兄が治療を受けた病院に押しかけた。だが、病院の見解も兄と同じだった。そもそも担当医は兄の肩しか診みていなかった。


    　学校側も部活中の負傷として片づけていた。空がいくら関係者を当たっても、兄の言葉を裏づけるだけの結果に終わった。


    　手に入った新しい情報は唯ゆい一いつ、病院には星ほし見みが付き添っていたということだけだった。


    「友とも利り先輩。あなたは最初から兄さんのケガを願っていた。兄さんがケガをしやすい相手だと思っていたからこそ気にかけていた。実際にケガを負ってからも、挫ざ折せつした兄さんを近くで見ていたかった……」


    　空の話はどれも、現実での出来事を推論したにすぎない。


    　このゲーム世界には存在していない。


    　だが、星見は動どう揺ようもなくはっきりとうなずいた。


    「空ちゃん、すごいね。全部、私がそうなったらいいなって思ってたことじゃない。将来は刑事か探偵、ううん、占うらない師にでもなれるんじゃない？」


    　星ほし見みがたやすく肯こう定ていしたせいで、逆に空そらがあっけに取られてしまった。


    「私から話そうと思ってたのに、まさか先に言い当てられちゃうなんて。だから部室に呼んだんだけどね。ここなら邪魔が入りづらいから。そうだよ、努力をする人間は報むくわれるものなんだよ。そのかたちがなんであれ。ここで重要なのは、報われるのが当人じゃなくてこの私ってところだよ。それでこそ、お世話の苦労に見合うってものじゃない」


    　星見が饒じよう舌ぜつに語る内容を、空は呆ぼう然ぜんと聞いている。


    「海かいくんが再起不能になるとしたら、私としては夏の大会が終わってからがベストだと思うんだ。今の野球部の実力だと、たぶん甲こう子し園えんにはあと一歩及ばない。海くんはまだ二年生だから、来年こそはって誓ちかうことになる。そんなときに不ふ慮りよの事故でケガをしたらどうなるかな？


    　ちょうど台風の季節に入るし、それを利用してみようかな。グラウンドのネットが古くなってるから張り替えるって話もあるし、改修工事をしてるところにうまく海くんを呼び出すとか。風に煽あおられた機材が倒れてきたら、いくら運動神経抜群の海くんでもただではすまないよね。投手の命とも言える肩の腱けんや筋すじを痛めるくらいわけないよ。


    　事故は学校がもみ消すだろうね。悪評が立って受験者数が減るだけだし。学校側は海くんに頼むはずだよ、事故が公おおやけになったら野球部まで監督の責任問題になる、そうなったらチームメイトにまで影響が出る、下へ手たしたら大会の出場を見送ることになるかもって。海くんは納得してひとりで責任をかぶってくれるよ。たとえば、そう。オーバーワークってことにでもしてね。


    　病院だってケガに不ふ審しんな点があったとしても、本人の主張を受け入れてくれるよ。患者を最優先に考えるのが医師の義務なんだから。海くんが周囲に迷惑をかけたくないから口裏を合わせてほしいと頼めば、相手によってはうなずいてくれるんじゃないかな。ケガをしたことには変わりないわけだしね。空ちゃんは、この作戦をどう思う？」


    　天使のような笑え顔がおでそんな言葉を続ける星見を、空は恐怖する。


    　現実での星見は、心を折られた兄に献けん身しん的だった。


    　その理由を今、仮想の星見から聞いた。


    　だからきっと、兄にとっては挫ざ折せつでも、星見にとっては成長なのだ。


    　兄は、星見好みの男に生まれ変わってくれたのだから。


    「私が野球部に入ってるのは、この学校で一番強い部活だから。そんな部活が周りの期待に応こたえきれずに全国の壁に当たって挫折するのを見たいから。私がマネジをしてるのは、一軍になれずに二軍で涙を呑のむ部員を見たいから。そして海くんを気にするのは、中学時代に天才ともてはやされた彼の心が折れる姿を見てみたかったから。凡人の挫折なんかよりもずっとおいしいんだろうな、あはは。だから私は、海くんの挫折を味わうために彼のそばにいるんだよ」


    「許さない……」


    　空が感じていた恐怖はとてつもなく大きかった。


    　それでも、この表現しようのない怒りに比べたら些さ細さいなものでしかなかった。


    「友とも利り星ほし見み……あなたのことは、絶対に許さない！」


    「そう」


    　空そらの激げき昂こうを、星見は余裕で受け流した。


    「ひとつ言い忘れてたけど。私は挫ざ折せつする男の子が好きなだけじゃなくて、挫折する女の子も大好物なんだ」


    　星見はケータイを開き、音を鳴らした。


    「着信音じゃないよ。ここは電波が届かないからね。だからキミをここに連れ込んだっていうのもあるんだけど」


    　空と星見、ふたりきりだった部室に、男子生徒が乱入した。


    　全部で五人。先ほどのケータイ音を合図にしていたようだ。


    　おそらくどこかに潜ひそんでいたのだろう。


    　空がそこまで考え、危険を察知したときにはもう遅かった。


    「やべ、この子すげえかわいい」


    「こんな妹がいる綾あや野のってありえなくね」


    「早く扉とびら閉めろって。誰かに見られたらどうすんだよ」


    「大丈夫だろ、この時間なら」


    　彼らはニヤニヤ笑いながら出入り口を固め、空の逃亡を阻そ止しした。


    「紹介するね。彼らは三年生の野球部員だよ。今年がラストチャンスなのに、まだベンチ入りしたことがない人ばかり。だから海かいくんが気に食わない。海くん、ぽっと出なのにレギュラーの座を勝ち取る勢いだからね。そのくせ、最初は嫌みのように手を抜いたりして。彼らが海くんに恨うらみを持つのは当たり前だって思わない？」


    　頭に鳴り響く警報、失う顔がん色しよく、震える膝ひざ、ひりつく喉のど。


    　空はうまく言葉が出せなかった。


    「だから、私が提案したんだ。海くんを直接たたくよりも効果的な方法。海くんが大切にしてる妹を痛い目に遭あわせれば、海くんのパフォーマンスは著いちじるしく落ちるって。みんなにそう言って少しお金をつかませたら、快こころよく私のお願いを聞いてくれたよ。これでキミだけじゃなく、海くんの違ったかたちの挫折も見られるだろうし、私としても一いつ石せき二に鳥ちようだよね」


    「わたしを……どうするつもりですか」


    　空はどうにか、それだけを口にした。


    「みんなで乱暴するんだよ」


    　星見は迷うことなく告げた。


    「キミってさ、学校の成績は優秀なんだよね。しかも私に対して不信感も持ってたのに。私に誘われた時点で、こうなる可能性は考えなかったのかな？」


    　空そらの中に渦巻くさまざまな感情のうち、最も激しいのは後悔だった。


    　野球部員が兄に恨うらみを抱いだいているなら、自分のせいだ。


    　練習で手を抜くようになんて指示をした、わたしのせいだ……。


    「キミたち兄妹きようだいはそっくりだね。海かいくんは、周りが見えずに私の言葉を信用して、いつかケガをする。そしてキミも、海くんのことで頭がいっぱいで周りが見えずに、心と体に消えない傷を負ってしまうんだよ」


    「こんなことをして……ただですむと思っているんですか？」


    「あはは。声が震えてるよ」


    「せ、先生やほかの生徒にバレたら、あなただって……」


    「バレることはないんじゃないかな。部室の外は今もほかの部員で固めてるから誰の来訪も許さないし、この天気ならキミが大声で叫んだって雨がかき消してくれる。電波が届かないからケータイで助けを呼ぶこともできない。


    　事後だって同じだよ。たとえば乱暴されたキミを写真に撮って、口封じに使ったり。ううん、キミの正気が保てなくなるまで乱暴を続けたほうが手っ取り早いかな？　キミには外の五人の相手も務めてもらうから。全部で十人、がんばってね」


    　これはバーチャル。


    　たかがゲーム。
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    　どんな目に遭あったって、リアルに傷つくことはない……。


    「キミが運よく逃のがれたとしても、生いけ贄にえはまだいるよ。アサヒちゃんが。キミの友だちなんだし、海かいくんもきっとアサヒちゃんを大事にしてるよね。キミの代わりには足りないかもしれないけど、しようがないよね。キミがアサヒちゃんを見捨てたいならどうぞ、抵抗してみせてよ」


    　リアルに傷つくことはないのなら、アサヒも同じ？


    　仮想の世界なら、友だちのアサヒがどんな目に遭おうが、関係ない？


    「キミへの乱暴は閉門の時間までなんて言わないよ。裏門は開いてるからいつでも帰れるし。部室棟は誰の見回りも来ないことも確認ずみ。だから、朝までだって楽しめる。キミが壊れるまで解放されることはないと思っていいんじゃないかな」


    　この世界なら、自分も周囲も、なにが起ころうと意味はない。


    　現実が仮想に反映されることはあっても、仮想が現実に反映されることはない……。


    （……違う）


    　ウソだ。


    　無意味なのは、仮想と現実に区別をつけている自分の考えのほうだ。


    　兄と共に過ごしたここでの時間が訴えかけている。


    　どれもこれも、たかがゲームなんかじゃなかった。


    　ここで暮らした日々、そこに生まれた感情は、たしかにあった。


    　自分の中に今もある。


    　だから。


    （わたしは……）


    　空そらの瞳ひとみに、みるみる涙がたまっていく。


    「抵抗しないんだね。この状況はもう絶望的だって、キミもさすがに気づいたかな。もっと早く気づくべきだったね。自みずから飛び込んでくるなんて、本当に考えなしだよね。そんなに海くんが大切なのかな。だとすれば、恨うらむべきは海くんになるかもね」


    　そんなこと、しない。


    　兄を恨むわけがない。


    　家族として、妹として、いつだって兄の味方だ。


    　現実の自分も、今ここにある自分も、変わらない。


    　それがわたし、綾あや野の空。


    　恐怖心で敵を見誤るほど、わたしはまだ愚おろかじゃない……！


    「まだそんな顔ができるんだ。その表情が挫ざ折せつに変わる瞬間が、楽しみだな」


    　そのとき、部室の扉とびらが勢いよく開いた。


    （また、ほかの部員がやって来たの……？）


    　空は折れそうな心を必死に奮ふるい立たせようと、強く目をつぶる。


    「……空そら」


    　続いて聞こえた声で、空は信じられない気持ちになった。


    　そしてそれ以上に、空は兄を信じていた。


    「そのまま目をつぶってろ、空」


    　兄が来てくれた。空は感極まって、海かいの言うとおりにする。


    　言葉の代わりに涙が頰ほおを伝っていた。


    「え……海くん……？　そ、外にいた部員たちは……？」


    　星ほし見みが驚きのあまり、動どう揺ようした声を出す。


    「そんなことよりも、空を泣かせたのは誰だ？」


    「あ？」


    　男がひとり、反応する。


    「答えろ。それとも、アンタら全員か？」


    「おいおい、なに余裕ぶっこいてんだテメ」


    　言い終わる前に男は沈黙した。


    「なっ、おま」


    　鈍にぶい音と共に、もうひとりの男も沈黙する。


    「ひっ！　待っ」
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    「な、なんだよこれっ、おまえってそんな強か」


    　立て続けに男たちは沈黙する。


    「ゆ、許して……オレたちは単にあいつに頼まれ──」


    　そして、最後の男も沈黙した。


    「空そらの涙に比べたら、アンタらの泣き言なんて聞く価値もねえよ」


    「か、海かいくん……」


    「なあ。これって先輩もからんでるのか？」


    「……だとしたら、どうするの？」


    「聞くまでもないだろ？」


    　空はまだ目をつぶっている。


    　足音から、星ほし見みが後ずさったのだと知る。


    「か、海くんって、野球だけじゃなくて格闘技なんかもやってたの……？」


    「格闘技？　そんなのは子どもの頃にあらかた頂点まで上り詰めたよ」


    　兄は吐き捨てるように続ける。


    「いや、そうじゃない。知ってるんだ、井の中の蛙かわずだって。世界中を探せば俺おれより強いやつなんかごまんといるに決まってる。さらに上を目指す道もあった。だけどさ、そこまでのモチベーションが保てなかった。ほかの競技でもそうなんだ。陸上も水泳も柔道も空手も、その国の大会でトップまでいくとやる気が失せるんだよ。たぶん俺がバカだからなんだろうな。でもさ、野球だけは違ってた。ていうか、団体競技をまともにやったのが初めてで……」


    　兄の言葉が一度、止まった。


    「やっぱ俺はどうしようもないバカだ……話してる暇ひまがあったら、すぐにでもこんなところから空を連れて帰るべきだったのに……」


    「に、兄さん……どうなったの……？」


    「全部終わったよ」


    　空はようやくまぶたを開けた。


    　視界に入ったのは、すまなそうにする兄の顔。


    　空はこらえていた感情を吐き出すように、大粒の涙を次々とこぼした。


    「うえっ……怖かった……です……」


    　兄は、言葉よりもなによりも、真っ先に空を抱きしめた。


    　とても強く、頼もしく。


    　空もまた兄にすがりついて、堰せきが切れたように泣きじゃくった。


    　空が落ち着くまで兄はそうしてくれた。


    　やっと泣きやむと、空は自分よりも兄の体を心配した。


    「兄さん、ケガは……？」


    「どこも平気だ。あ！」


    「な、なんですか？」


    「右肩のケガが治ってるんだった……左手だけじゃなくて、両手を使えばよかった。そうすれば十秒もかからなかった。十人黙らせるのに五秒ですんだ。ごめん……おまえに、五秒もよけいに怖い思いさせて……ほんと、ごめん……」


    　空そらはおかしくなって、つい笑ってしまった。


    　兄はといえば、きょとんとしている。


    　それから兄もつられて笑い、空の手を取った。


    「行こう、空。こんなところにもう用はない」


    　兄は、その場にへたり込んで震える星ほし見みには目もくれず、空を連れて部室を出ようとする。


    「兄さんは、友とも利り先輩を放っておくの……？」


    「空を傷つけたことは許せないって思うよ」


    「い、いえ、わたしよりも兄さんのほうが……」


    　空は、星見の正体を余さずに話した。兄のケガを目もく論ろんでいたことも伝えた。


    　だけど兄の態度は変わらなかった。


    「先輩が俺おれにしたことは、べつに怒ってない。むしろ感謝してるよ。これまでずっとマネジとして俺を助けてくれたんだから。それが俺のためじゃなかったんだとしても、うれしかった」


    　兄は自じ[image: ]ちようするように口元を歪ゆがめる。


    「俺、バカだからさ。今でもそう思ってしまうんだよ。だから先輩にとってはウソでも、俺にとっては本当なんだ。今までありがとう、先輩」


    　それまで放心していた星見が、声をしぼり出すように言う。


    「私を……このままにしていいの……？」


    「先輩には感謝してる。だから、なにかするつもりはない。聞くまでもないだろ？」


    「…………」


    「倒れてる先輩方のことは、お願いします」


    　兄は星見に背を向けたまま告げた。


    　その背中に星見は語りかける。


    「海かいくん。キミは、自分の身を顧かえりみずに誰かを助けることができる。きっと自分に自信があるから。そういう人種は、足あし下もとをすくわれやすい。今日きようのようなことはこれからも起こる。それを覚えておいて」


    　負け惜おしみのような言葉を、空は胸のうちで否定する。


    　兄が自分よりも他人の身を大事に思うのは、空のせいだ。


    　空は体の弱い子どもだった。兄がいなければなにもできないくせに生意気で、無む茶ちやをしがちだった。


    　だから空そらは、兄に助けられてばかりいる。


    　過去も、今も。


    　だけど未来は、兄と肩を並べたい。


    （助けられてばかりじゃない……。わたしも兄さんを助けることができるよう、帰ったらおいしいごはんを作らないといけません）


    



    　外はいつしか雨がやんでいた。


    　星が見え始めた夜空の下、空は兄の隣を歩いている。手はまだつながれたまま。


    「なにはともあれ、空が無事で一安心なんだぞ」


    　パーシィが兄の胸ポケットからひょっこり顔を出した。


    「パーシィ、いたんですね」


    「空にどうでもいいような扱いを受けるとショックが三倍なんだぞ！」


    「今回はパーシィに感謝するさ。俺おれが空を見つけられたのは、パーシィが捜してくれたおかげだからな」


    「わかってるな、人間。もっとあがめられられらりゅってもいいんだぞ」


    「最後の最後でやっと役に立ったって感じだけど」


    「一言よけいだー！」


    「わたしは、べつにパーシィが捜さなくても兄さんは駆かけつけてくれたと思います」


    「ふたりしてひどいんだぞ！」


    　たわいない会話が心地よいのは、非日常の事件から解放されたからだ。


    　あれが『ドリメモ』のイベントのうちだとしたら、恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームにはあるまじき暴ぼう挙きよだ。クソゲー扱いされるのも仕方ない。


    （でも、現実の反映力のほうだったとしたら……）


    「空。これからどうしようか」


    　兄が気落ちした調子で聞いてくる。


    「これで友とも利り先輩の攻略は白紙に戻ったよな。それどころか今度の事件が明るみになったら、停学だ。下へ手たしたら退学か。どっちにしろゲームオーバーだろうな……」


    　三度目のゲームオーバーを迎えたら、現実の自分たちはどうなってしまうのか。


    　肉体ごとこの世界に誘いざなわれてしまったら、現実への帰還は果たせるのだろうか。


    「俺のせいか……空、悪い……」


    「いいえ、兄さんのせいなんかじゃありません。それに、どんな苦境に立たされたってわたしは兄さんを助けます」


    「……そっか、ありがとな。俺も、なにがあってもおまえを守るよ」


    　雨上がりの帰路を歩きながら、空は再び思い出す。


    　これまで兄に守られて生きてきた自分。


    　親は仕事の都合上、各国を転々としていた。


    　ふたりも転校ばかりを繰り返して。


    　またすぐに転校となれば、団体競技にはなじまない。周囲に迷惑がかかってしまう。


    　だから兄は転校先で部活に入っても、もっぱら個人競技を選んでいた。


    　兄は最初は楽しそうなのに、最後はいつもつまらなそうだった。


    　そして転校と同時に退部となり、次の国、次の学校でも同じことを続けてきた。


    　そんなふうに運動が得意な兄と、勉強が得意な妹。


    　勉強が苦手な兄と、運動が苦手な妹。


    　そのせいか、兄は素直な子どもだったけれど、空そらは生意気な子どもだった。


    　周囲の子どもたちに疎うとまれるのがどちらなのかは、考えるまでもない。


    　空はいじめっ子にからまれることが多かった。


    　そんな自分を、兄はいつも助けてくれた。


    「ヘイ！　おまえのカーチャンでべそ！（和訳）」


    「竜巻旋風脚！（日本語）」


    「ぎゃー！（和訳）」


    　その日もいじめられていたら、通りすがりの兄がくるくる回転しながらいじめっ子を撃げき退たいしてくれた。


    「兄さん、どうして……」


    「山で遊んでたら修しゆ行ぎよう中の空手家から教えてもらったんだ！　免めん許きよ皆かい伝でんって言われたぜ！」


    「いえ、人間離れした技のほうじゃなくて、どうしてここにいるのかって……」


    「おまえがピンチな気がしてさ。なんとなくわかるんだよな。俺おれってよく勘がいいって言われるけど、たぶんおまえのこと限定なんだよ。これって俺たちが兄妹きようだいだからかな？」


    　空はいつだって思っている。


    　わたしはこの人の妹でよかったと。


    　生まれてから死ぬまで、わたしだけが持つことの許された、世界でたったひとつの宝物。


    　きっと現実以外の世界でだって、わたしはあなたの妹として生きる。


    　だから、わたしのことは攻略しなくていいんだよ。


    　恋人にしてくれなくても、十分だよ。


    　この、つないだ手のあたたかさだけで満足なんだよ。


    　お兄ちゃん……。

  



  
    



    



    


    　　　　ドリームメモリーズ⑨　～ゲームセット～


    



    



    　翌日。


    　綾あや野の空そらは今日きようもまた、兄のために朝ごはんを作っている。


    「うん、おいしくできました」


    　空はこの料理に花丸をあげる。


    「兄さんはなんでもおいしいって言うから、作りがいがなかったりするんですけど」


    　でも、おいしいと言われて悪い気分にはならない。空は幸せそうにお皿を並べていく。


    「空、もう食べていいか？」


    「ダメですよ、パーシィ。兄さんがまだ起きていないんですから」


    「いつもだったら起きてる時間なのに、寝坊なんだぞ」


    「昨日きのうのことで疲れているのかもしれませんね……」


    　兄は逆さか恨うらみする部員たちを鮮あざやかに撃げき退たいした。


    　あれだけの運動能力があれば、学校や部活をちょっとサボったくらいで『運動』が下がるわけがない。


    　そう。


    「ケガをしていない兄さんの『運動』は、初期値ですでにカウンターストップだったんです。というより、そのせいで体育の授業を選んでも『運動』が上がっていなかったこと、兄さんは気づかなかったんでしょうか……」


    　空は朝食の準備が整うと、兄を起こしに向かう。


    「パーシィはいい子にして食卓で待っていてくださいね」


    「はーい！」


    　空は、兄の部屋の前でノックをしてから中に入ると、兄はベッドで眠っていた。


    　普段なら声をかけるか優しく揺ゆさぶるかして起こすのだが、今け朝さの空は違った。


    　静かに兄の寝顔を見つめる。


    　眼まな差ざしは片かた時ときも離れない。


    　その間、いろんな感情や回想が巡めぐっては、空の胸を熱くした。


    　気がつくと、自分の顔が兄の顔に近づいていた。


    　少しずつ、さらに距離を縮めていく。


    　垂れてくる髪を震える手で押さえる。


    　今の関係だけで満足しなきゃ、ダメなのに……。


    　これ以上はいけないとわかっていても、どうしようもなかった。


    　理性的な態度の裏にこの感情をいつまでもため込んでいたら、きっと爆発してしまう。


    　だったら、いっそ……。


    「ん……」


    　鼻先まで迫ったとき、兄のまぶたがうっすらと開き、空そらはのけぞって離れた。


    「……空？　どうした、尻しり[image: ]もちなんかついて」


    「い、いえ……起こしに来ただけです」


    　兄は枕元の時計を見る。


    「もうこんな時間か。寝過ぎたみたいだ」


    「疲れていたんだと思います。朝ごはん、できていますよ」


    「了解。ところで空、さっき空中でブリッジしていなかったか？」


    「……わたしは兄さんと違うので、そんな真ま似ねはできません。夢でも見たんじゃないですか」


    　空は、自分がどうかしていたのだと自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりながらダイニングに戻るしかなかった。


    　制服に着替えた兄が食卓に顔を見せると、一番にこんなことを言った。


    「昨日きのう、友とも利り先輩が空に言ったことだけどさ。ほら、俺おれのケガが先輩の思おも惑わくだって話。あれ、デタラメだからな。ここはバーチャルなんだし、あれだってゲームの設定ってやつだ。現実のケガは俺が練習しすぎたからだ。空もわかってると思うけど、いちおうな」


    　きっと兄なりのウソだろう。


    　兄はなぜ、事故のことを隠すのか。


    　それもきっと、優しいウソなのだろう。


    　星ほし見みをかばうための。


    　そして、妹の自分によけいな心配をかけさせないための。


    　だから空は、信じたフリをした。


    「はい。それより兄さん、冷めないうちに食べてしまってくださいね」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の海かいは学校へ向かっている間に気づいたことがあった。


    　朝は寝坊のせいで時間がなく、確認を怠おこたっていたのだが、ケータイメニューのステータスが大きく変化していたのだ。


    『情熱』の値あたいが、『運動』に迫るくらい高くなっている。


    　思い当たるフシはひとつしかない。


    　星見の手から、空を助け出したこと。


    （……それ、求愛活動なのか？）


    　誰に対しての求愛になるのかは深く考えない。


    　星ほし見み攻略に影響するかは知らないが、好感度の問題ですでにその芽は潰ついえているだろう。


    



    　昼休みになって、中庭で待っている空そらのもとに向かおうとしたところ、教室を出てすぐの廊下で星見と出会った。


    「待ってたよ、海かいくん」


    　海は即座に警戒した。


    　あんなことがあったにもかかわらず、星見は天使の微笑ほほえみを浮かべている。


    「ごめんね。これからちょっと、お姉さんにつきあってくれないかな？」


    「……なんのつもりですか。職員室に連れていって処分を食らわせるとかですか」


    「そんなことしないよ。昨日きのうの出来事は学校側には伝えてない。ほかの部員たちだって口は割らないよ。三年生ばかりだから、暴力沙ざ汰たが知れたら内ない申しんに響くものね。野球部だって活動停止は避けられないし、そうなれば一軍の強こわ面もて部員たちから袋だたきに遭あうだろうね。だから海くんに処分が下くだされることもない。安心した？」


    　海が反応に困っていると、星見は校舎裏でふたりきりの内緒話をしたいと言った。


    　昨日の部員たちが待ち伏せでもしているのかと勘ぐったが、暴力には屈しない海なので、それならそれでと腹をくくってつきあうことに決めた。


    　校舎裏に人ひと気けはなかった。待ち伏せどころか、一般生徒の影すらない。


    　昼休みは教室や学食で誰も彼もお昼を満まん喫きつしているのだろうし、今日きようのような快晴なら中庭も人気だろう。


    　空も、席取りをして今頃はベンチに座っているはずだ。


    「それで、内緒話っていうのは？」


    「……えっと」


    　星見は恥じらう仕草を見せた。


    　彼女のこんな態度は新鮮だ、というより初めて見た。


    　普段は大人の余裕をくずさない彼女なのに、今は必死になにかを伝えようとしている。


    「私……気づいたんだ。昨日のキミに、気づかされたんだ。私はもう、誰かを挫ざ折せつには追いやらない。そんな必要、なくなったんだ。だって、本当の自分の気持ちを知ったから……」


    　星見は熱い視線を海に送っていた。


    「全部、キミのおかげだよ……」


    　……え、あれ？


    　この展開って？


    「私は、キミのこと……」


    「…………」


    「キミのこと、感謝してる。キミのおかげで挫ざ折せつする自分もステキだって気づけたの。誰かの挫折だけじゃもう満足できない、私は私の挫折を味わうことに決めたんだよ！」


    「変態だー！」


    　告白というかカミングアウトだった。


    「さっきは、処分が下くだされることはないって言ったけど。私が空そらちゃんにやったことだけは、学校側に話すつもり。部室に呼んで恫どう喝かつして、傷つけたって。たぶん私は停学になるだろうね」


    　なんでもないことのように話したが、三年生の星ほし見みにとっては致命的だ。進路は閉ざされてしまう。


    「でも、後悔はなにもない。だって私、もっと挫折してみたいんだもの！」


    「ドＭの変態だー！」


    　だけど、海かいは知っている。


    　現実での彼女にも自じ傷しよう行為があったのだ。


    　それが海の大ケガにつながったことは、ふたりだけの秘密だった。


    



    　去年の秋、夏の大会が終わってからのこと。


    　大型の台風が到来し、大雨と暴風のために部活動は校舎内で行おこなわれた。


    　電車やバス通学の生徒は早めに帰るよう指示が出たが、近所に住んでいる海は限界まで残ることに決めた。


    　その際、星見の姿はなかったので、もう帰ったのだと思っていた。


    　それなのに、海は偶然グラウンドの隅すみにひとりたたずむ星見を発見した。


    　吹き荒れる風雨が暗幕となって視界をさえぎっている。海の視力でなければ誰からも気づかれなかったに違いない。


    　どう考えても今の星見は尋じん常じようじゃない。海は校舎から外に飛び出した。


    　近くまで寄っていっても彼女はこちらに目をやらない。


    　全身を濡ぬらす彼女に傘かさを差しだしても受け取らない。


    　彼女の瞳ひとみは頭上の曇どん天てんしか見ていない。


    　雨が、涙を隠しているように海には見えた。


    「星が見えない……」


    　その頼りなげな声もまた、海に向けられたものではなく。


    「私は、こんな空が好き……。綺き麗れいな星空は、大嫌い……。綺麗なものは、集まりすぎればグロテスクにしかならないもの……」


    　グラウンドでは、夏の大会が終わったのをきっかけに改修工事が始められていた。


    　あいにくの天気で中止となったが、その現場はちょうど星見の目の前だった。


    　風に煽あおられた機材が倒れ込んできてもなお、星見はかすれ声でなにかをつぶやいている。


    　海かいは傘かさを放り捨て、星ほし見みをかばった。


    　抱きかかえてかわせればよかったのだが、そこまでの余裕はなかった。星見を突き飛ばすだけで精いっぱいだった。


    　星見は幸い、無傷だった。海は、機材の下敷きになるのは免まぬかれたものの右肩にケガを負う結果となった。


    　暴風雨が視界と音を妨さまたげていたので、事故を隠すことはたやすかった。


    　正気に返った星見は海を病院に運ぶため、すぐにケータイでタクシーを呼んだ。思えばそれは、星見の家の車だったのだろう。


    　車に揺ゆられる間、星見は終始謝り続けていた。


    　海は病院で治療を受け、その後に原因を聞かれたが、部活動でのケガとしか伝えなかった。


    　台風の中でもグラウンドで練習していた、バカな部員。


    　体に負ふ荷かがかかり、選手生命を削ってしまった。


    　部の仲間にもそれで通した。実際、皆は海の言葉を信じていた。


    　台風が通り過ぎた翌日に散乱した機材が発見されただけで、その現場で事故が起こったことなど誰もが知る由よしもなかった。


    　妹の空そらでさえ、海の言葉を信じるしかなかったはずだ。


    　そして海は、ひっそりと野球部を退部した。


    



    　海は不思議な気持ちだった。


    　昨日きのうの星見の話が本当なら、このケガは誘ゆう導どうされたことになるのだろうか？


    　とてもそうは思えない。


    　星見は、空に恨うらまれるためにそのように話したのかもしれない。


    　現実の星見も、仮想の星見でさえも、事故の罪悪感を抱いだいていたのかもしれない。


    　海が事故を隠したのは、周囲からの追及の矛ほこ先さきを星見に向けないためだ。


    　あの日、彼女になにがあったのか？


    　尋ねる気はない。


    　心の傷が癒いえつつある今、思うのはひとつだけだ。


    　ケガをしたのが彼女じゃなく、自分でよかった。


    「海くん、覚えてる？」


    　星見の声で我に返り、海はまた身構えた。


    「昨日、私が言ったことなんだけど……って、カミングアウトは終わりだよ。ていうか、そんな態度とられると傷ついちゃうな」


    「先輩には驚かされっぱなしですからね……」


    「隠された一面を知って、好きになった？」


    「先輩のことは最初から好きですよ」


    「……海かいくん、女泣かせだよね」


    　そっちのほうが男泣かせだろう。あらゆる意味で。


    「私、言ったよね。キミは自分の身を顧かえりみずに誰かを助けることができる。きっと自分に自信があるから。そういう人種は、足あし下もとをすくわれやすいって」


    「……それが？」


    「海くんって、キスの経験は？」


    　海は一瞬、なにを聞かれたかわからなかった。


    「ファーストキスって何歳だった？」


    「……なんですか、突然」


    「突然じゃないよ、ちゃんとつながってるよ。それで、どうなのかな？」


    「何歳でもありませんよ。キスなんかしたことない」


    「そう」


    　いつの間まにか、星ほし見みが間近に迫っていた。


    　彼女の瞳ひとみの中に残酷なほど綺き麗れいな星を見た気がした。


    　海はその光に吸い込まれ、避けることができなかった。


    「ンっ……」
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    　キス。


    　星ほし見みは顔を寄せ、海かいの唇くちびるを鮮あざやかに奪った。


    「……足あし下もと、すくわれちゃったね」


    　星見はゆっくりと海から離れ、頰ほおを染めながらイタズラっぽい笑みを浮かべる。


    　海はようやく悟った。彼女は天使じゃなく、小悪魔だ。


    　悪魔の誘惑に打ち勝つには、相応の覚悟が必要だったのだ。


    「言ったじゃない、私は誰かの挫ざ折せつが好きだって。だから、キミのファーストキスに終止符を打ったんだよ」


    



    　────ゲームセット。


    



    　天からまばゆい光が降り、視界が白に染まる中で、声が聞こえた。


    『ハッピーエンド、おめでとうございます。友とも利り星見の攻略に必要なパラメータである『運動』と『情熱』がどちらも満たされたことで、ステータス条件を達成しました。最後の選択肢であるキスを選んだことで、好感度も同様に達成しました。ゲームクリアしたことで、次回プレイのためのヒントをひとつ授さずけます。どのヒロインの攻略にも、パラメータは二種類以上満たす必要があります────』


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　同じ頃、中庭のベンチに座る綾あや野の空そらのもとにも光と声が降りていた。


    （兄さんは、友利先輩と一緒にハッピーエンドを迎えたんですね……）


    　空は、いつか自分は兄のサポートができなくなる、フェードアウトするだろうと考えていた。


    　そのフェードアウトとは、ユウヒの転校のように、兄のそばにはいられなくなることだと思っていた。


    　だが、それを実感する前にゲームクリアにたどり着いた。


    　もしかしたら、フェードアウトは起こらなかったのかもしれない。


    　ヒロイン攻略において、その他のヒロインがそうならない例もたしかにある。


    　修しゆ羅ら場ばイベントは除くとして、ヒロイン同士が攻略の過程で結びついている場合だ。


    　それが本当なら、空の存在は星見攻略に不可欠だったことになる。


    『ありがとう……』


    　天の声が事務的な調子から、感情的なものへと変わった。


    『だけどまだ、終わりじゃない。あなたたちはヒロインをひとり、救ってあげただけ。まだ助けを待つヒロインは残っている。それに、あなたたちに期待を寄せるのは私だけじゃない。ＡＣＴアクシヨンやＲＰＧロールプレイングゲーム、学園モノからファンタジーまで、さまざまなジャンルがコミカルステージ用のソフトとして世に生まれ、そのほとんどが人々の記憶から忘れ去られていった……』


    　声は徐々に遠ざかっていく。


    　この世界との別れが近づいている。


    「待って……！」


    　空そらは懸けん命めいに叫んだ。


    「あなたは誰なんですか？　なぜあなたはわたしを選んだんですか？　ＮＰＣじゃなく、プレイヤーとして……。わたしがゲームファンだから？　それとも、わたしの気持ちを知っていたから？　でもその時点では兄さんが主人公として呼ばれることはわからないはずなのに……！」


    　空はベンチから立ち上がった。


    　まだ終わって欲しくない。空はやみくもに走り回る。捜しているのは兄の姿。


    　最後の最後で、やっと素直になれた気がする。禁忌の関係はゲームだからこそ実現できる。だって縛られるのはゲームルールだけでいいのだから。現実での常識なんていらないのだから。


    　……この舞台は、本当はそのための世界だったんじゃないの？


    　リアルに限りなく近いこの世界。現実と仮想の一番の違いは、そこだったんじゃないの？


    　この世界のルールが、現実では難しい幸せな恋を、許してくれると言うのなら。


    （わたしは、兄さんと……！）


    『さようなら、私の愛する人間』


    　その先の言葉は、空の薄れる意識の中でさらに遠くなり、


    『願わくは、私に見せてほしい。私たちの夢を叶かなえてほしい────』


    　やがてすべては暗転し、闇やみに溶けていった。

  



  
    



    



    


    　　　　エピローグ　～コンテニュー～


    



    



    　それは何度目の転校だっただろう。


    　綾あや野の海かいと妹の空そらは親に連れられ、各国を転々としたあと、久方ぶりに日本に戻った。


    　迎えたのは、幼おさななじみだった楠くすの瀬せユウヒと楠瀬アサヒ、ふたりとの再会。


    　海が中学三年生のときだった。


    　時を同じくして、海は野球と出会うことになる。


    



    　海は初めて団体競技にまともに取り組んだ。


    　これまで個人競技ばかりだったため、チームプレイに憧あこがれを抱いだいていた。


    　ありていに言えば、友だちが欲しかった。苦楽を共にする仲間を望んでいた。


    　ユウヒとアサヒ、ふたりとの再会がその思いに拍はく車しやをかけた。


    　それは二度とこの街を離れたくないという意思表示にほかならない。


    　親に対するささやかな反抗だ。


    　両親を尊敬はしていたけれど、転校続きのせいで恨うらんでいないと言ったらウソになる。


    　別れはもう、うんざりなんだ……。


    「この国の野球はほんとすげーよ。どんな球も見極めてくる。俺おれの全力投球も簡単に打ってくれる。それなりに自信はあったんだ、カリブの国で三角ベースやったことあったから。でもさ、ここだと１５０キロ投げても軽々ホームランだよ。ほんとすげーよ、日本の野球レベルは！」


    「中学生で１５０キロ投げる兄さんは置いておくとして、それをホームランにした相手はいったい誰なんでしょう……」


    「パワフルなポケットを持つ丸っこいやつだったけど、とにかく俺は感動したんだ、高校に入ったら甲こう子し園えんを目指すことに決めたぜ！」


    「あ、あの、それより兄さん。わたし、名案を思いついたんです。いいかげん、転校ばかりで嫌気が差しませんか？　でも、わたしたちがどちらも高校生になれば親離れしても許されると思うんです。親の転勤に振り回されないためにも、たとえば、ふ、ふたり暮らしとか……先に物件を探して、既成事実をつくって説得の材料にするとか……」


    「そんなことやってる暇ひまはねえ！　俺は今、打倒ポケット男でいそがしいんだよ！」


    「……だったら、兄さんは野球とケッコンしてください。もう知りません」


    　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、空が高校に入学したのをキッカケに、めでたくふたり暮らしが始まることになったのだった。


    



    　海かいが目覚めると、カーテンの隙すき間まから夕日が差していた。


    　まぶしさに手をかざしながら、ぼんやりと辺りを見回す。


    　見慣れない場所。だけど、どこかホッとする雰ふん囲い気きが広がる空間。


    　空そらの部屋だった。


    『ドリメモ』の世界での空の部屋じゃない。そちらは一度も入ったことがなかったし、特に三周目のプレイ時には絶対に入らないでくださいと本人から釘くぎを刺されていた。


    　夜中に部屋から明かりが漏もれ出ていたことがあり、どうもそれはテレビの光のようだったのだが、空はいったいなにを見ていたのだろう。


    「ンんっ……」


    　海に続いて、空も目覚めたようだった。


    　空は握っていたコントローラを離して上体を起こし、ベッドの上にぺたんと女の子座りをしながら気だるげに髪を後ろに流す。


    　まだ夢の中にいるようだったふたりは、少しずつ現状を認識していった。


    「兄さん……ここって……」


    「ああ……。俺おれたち、戻ってきたんだ」


    「やりました……！」


    　ふたりは立ち上がり、手を取り合って喜んだ。


    　海だけじゃなく、このときばかりは空も感情を露あらわにして飛び跳ねた。


    　長く綺き麗れいな黒髪もぴょんぴょん跳ねた。その髪に映える白い肌はだも揺ゆれていた。


    　とりわけ揺れているのは眼下に広がる胸のふくらみだった。


    　そしてその動きに合わせて踊る、ふくらみの中心に咲くピンク──


    「見ないでくださいバカ兄さん！」


    　アッパーを食らい、海の心の中での描写はそこで止まった。


    



    　海は部屋を追い出され、情けない格好のまま自室に待避し、服を着直した。


    　途中で日付を思い出し、確認する。まだ当日だった。


    　安あん[image: ]どしていると家のチャイムが鳴り、海よりも早く空が応対してくれた。


    　ふたりの担任教師が訪ねてきたのだが、空はうまく仮病を使って弁明した。海がカゼをひいたので、空が看病していたという流れだ。連絡を忘れてしまったことも謝罪した。


    　大事にはならなかった。もともとふたりは生活態度が悪いわけではないので、今度の件は自分たちから親に話すということにして、教師に納得してもらった。


    　もし親に真実を知られたら、国をまたいで帰ってきそうだ。星ほし見みの家庭もそうらしいが、海たちの父と母も十分親バカである。


    　教師が帰ると、どっと疲れが出た。おなかも盛大に鳴っていた。


    「すぐにごはんを作りますから、兄さんは休んでいてください」


    「いや、休みすぎたくらいだし、俺おれもなにか手伝うよ」


    「家事はわたしの役目です。兄さんは兄さんの役目をまっとうしてください」


    「俺の役目ってなんだ……」


    「ごはんをしっかり食べることですよ」


    「……そんなんばかりだと、いつかパーシィみたいになりそうだ」


    　と、ここでふたりはハッとした。


    「そういえば……」


    「兄さん、パーシィは見ましたか？」


    「ぜんぜん。あいつってコミステのつくも神がみだよな、ゲーム機が置いてある空そらの部屋にいたんじゃないのか？」


    「いえ……わたしも見ていません」


    　ふたりは空腹も忘れて家中を捜したが、パーシィはどこにもいなかった。


    　次第に海かいは、あの出来事はすべて夢だったのかと感じるようになっていた。


    　だが、空の言葉で思い直すことになる。


    「わたしの部屋のテレビには、ドリメモのゲーム画面が映っていました。兄さんがゲームを始めたときはタイトル画面だったそうですけど、今は『ＦＩＮ』の文字が表示されているんです」


    　空はなにかもったいなくて、まだ電源を落とさずにそのままにしているという。


    　夢なんかじゃない。仮想の世界であっても、あの日々は現実としてあったのだ。


    「最後にプレイのヒントを聞いた気もしたんだけど、もう現実に戻ってきたわけだし、意味はなくなっちまったな」


    「兄さん、またドリメモの世界に戻りたいんですか？」


    「まさか。あんな大変な恋愛は、もうご免だ」


    「簡単な恋愛なんて、現実にだってありませんよ。わたしはそう思います」


    　ゲームで経験しても恋愛には疎うといまま。そういうものかと、海は納得するしかなかった。


    「空、ちょっと思い出したんだけどさ」


    「なんでしょう？」


    「結局、五人目の攻略ヒロインって誰だったんだろうな。ほら、隠しキャラって言ってたやつ」


    「灯とう台だいもと暗しのヒロインのことですね」


    「空は誰か知ってたのか？」


    「最初から予測はついていました」


    「だったらそれを最初に話してくれよ」


    「兄さんを惑わすだけだと思ったものですから」


    「誰だったんだ？」


    「……兄さんは、まだ気づかないんですか？」


    「だから聞いてるんだって」


    「名前を持つキャラクターが、四人のほかにもちゃんといたじゃないですか」


    「そうだったか？」


    「そうだったんです」


    「俺おれか？」


    「いえ、兄さんは主人公ですし」


    「じゃあ誰だ……」


    「……もう知りません」


    「そんなこと言わずに教えてくれ。気になるだろ」


    「じゃあ、ヒントをあげます。わたしがゲーム世界で兄さんと再会した翌日に言われた暴ぼう言げんがあります。それでわたしはカチンと来ました。これ以上ないくらいのヒントです」


    「覚えてねえ……」


    「……本気でもう知りません」


    　つーんとそっぽを向く空そらだった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　翌朝、空がまたしても起きてこない。


    　またというのは現実での日付だ。何事もきっちりしている空が昨日きのうに続いて寝坊だなんて、天てん変ぺん地ち異いの前触れじゃないだろうか。


    （それとも、まさか……）


    　海かいは思い立って空の部屋に踏み入った。


    　ゲーム世界に再び連れていかれたのかと焦あせったが、そうではない。


    　空は普通に眠っていた。コントローラを握っていないし、ゲーム機も起動していない。


    　テレビ画面も同じで、今はもう『ＦＩＮ』の表示が消えていた。


    「ありがとう……兄さん……」


    　寝言のほうも安心できるものだった。


    　海は、空の手を握る。


    　こんなに小さくて細いのに、自分よりもずっと強い心を持った妹。


    　空は海よりも先に、あの世界に連れていかれた。


    　寝る前にゲームをしていたら、いつの間まにかそうなったと聞いている。


    　海がそれに気づいたのが、翌朝のこと。


    　空そらは一晩、海かいの助けを待っていたことになる。


    　現実での一晩は、ゲーム世界の時間に換算すると、一年にも及ぶ。


    　空は、初日のループ時間をある程度と表現していたが、そんなレベルじゃない。


    　海に心配をかけないためのウソだったのだろう。


    　空はひとりで、その長い時間をひたすら耐え続けていたのだ。


    「兄……さん……？」


    　空が起きると、海は手を離して立ち上がる。


    「おはよう、空」


    「あれ……どうして兄さんが……」


    「めずらしく寝坊だったからさ」


    「……ウソ、もうこんな時間ですか？」


    「そっちも疲れがたまってたんだろうな。体調はどうだ？」


    　海は聞きながら、熱を測ろうと空の額ひたいに手を当てた。


    　空はぽかんとしたあと、顔をみるみる紅こう潮ちようさせた。


    「ちょっと熱っぽいな……」


    「……ベタな展開はゲームで間に合っています。それより支度しますから出ていってください」


    「でも、顔赤いし。昔よりも体が丈夫になったっていっても、心配になるだろ」


    　海が間近でのぞき込んだのとまったく同時に空は顔を背そむけた。


    「思考を読んだかのようにそっぽを向いたな……」


    「……兄さんの行動はたいてい予想できます」


    「ほら、こっち向けって」


    「だ、ダメ……わたし、寝起きですし……」


    「体調は？」


    「大丈夫ですから早く出ていってくださいっ」


    



    　そんなこんなで、海と空は遅刻ぎりぎりの時間で家を出た。


    　現実で通っている高校も徒歩通学なので、小走りで校門を目指す。


    　そこで待っていたのは、『ドリメモ』で攻略した友とも利り星ほし見みだった。


    「……今日きようも欠席なのかと思っちゃった」


    　星見は、ふたりに驚く暇ひまも与えずに頭を下げた。


    「ごめんなさい……」


    　この謝罪に続く言葉は、もうなかった。


    　だから、海がその先を促うながした。


    「……不思議に思うのもしようがないよね。私自身、なんでこんなことをするのかわからないんだもの。だけど、こうしなきゃいけないって思った。私の中にいる誰かが迫るんだ……。これってもうひとりの自分なのかな、あはは」


    　星ほし見みは照れ笑いを浮かべている。


    　仮想の彼女と現実の彼女は、違うはずなのに。


    　現実が仮想に反映されただけじゃない、仮想が現実にも反映された。


    　どちらもセーブができない世界。


    　だけど垣根を越えてコンテニューできたのだ。


    （……なんてな）


    　空そらがどう感じているかはわからないが、海かいはただの偶然と片づけた。


    　星見の話は続いていた。


    「ううん……謝る理由はきっと、これしかないんだよね。海くんにケガを負わせた責任。そして、空ちゃんへの罪悪感……」


    「わたしへの……ですか」


    「うん。私はまだ、空ちゃんに謝っていなかったから……」


    「先輩は、兄さんには謝ったんですよね？　それに、いつも兄さんを気にかけてくれていたことも知っています。だから、なにも問題はありません」


    「……ふたりは優しいんだね」


    　どこか諦あきらめたような星見の言葉は、本当はふたりを責めていたのかもしれない。


    　もっと、自分を罰するべきだと。


    　あの日、仮想世界の楠くすの瀬せユウヒから聞いた、ステータスでは測れない逆転の発想。


    　ユウヒは言ったのだ。


    『友とも利り先輩に好かれるにはきっと、こちらから嫌う必要があるのよ』


    　それはいわゆる、好感度という意味での逆転の発想だった。


    「友利先輩。ぐずぐずしていると、チャイムが鳴りますよ」


    　いきましょう、と空は校舎に向けて歩きだす。


    　海も追おうとしたところで、


    「海くん、野球部に戻ってくる気はない？」


    　星見の勧誘に、心臓が激しく跳ねた。


    　海はおそるおそる、右肩を回す。


    　だが、上う手まい具合には動かせなかった。


    （ま、そんな都合よくいくわけないか）


    「投手は難しくても、まだ打者の道が残ってる。打撃のほうで貢こう献けんしてほしいんだ。部のみんなも海くんの復帰を願ってる。私が誘っても、キミは腹立たしいだけだと思うけど……」


    「先輩、その気持ちだけで十分です。ほんとに遅刻しますよ」


    　海かいは、今度こそ空そらを追いかけた。


    



    　廊下の途中で空と別れ、海は自分のクラスに入った。


    　クラスメイトとあいさつを交わしながら席に着き、ふと横を見るが、そこにユウヒはいない。現実の彼女は県外の高校に通っている。


    　だが、弓ゆみ倉くら小こ雨さめの姿は見つけることができた。最後列の窓際の席に座り、ぼんやりと外を見つめている。彼女とはこれまでどおり、会話を交わすことはないだろう。


    　今はまだ。


    



    　授業の合間の休み時間には、海は勇気を出してユウヒにメールを送った。


    『元気か？』


    　すると、驚くほど素早い返信が送られてきた。


    『もう会うことはないと言ったのに。会っていない、メールをしただけだとのたまうつもりなら、アホなんじゃなくて』


    　続いた一言。


    『元気よ』


    　海は、涙が出そうになった。


    



    　昼休みになると、海の足は自然と中庭に向かっていた。


    　空と約束しているわけでもないのに、どうも『ドリメモ』での習慣がクセになったようだ。


    　この学校の中庭にもベンチはあるので、空がいなかったとしても、そこで空お手製の弁当を食べるのは悪くない。


    「あ、センパイ」


    　階段を降りて一年生の階に着いたところで、楠くすの瀬せアサヒが通りかかった。


    「昨日きのうはカゼだったんですよね？　空ちゃんから聞いたんですけど、もう大丈夫なんですか？」


    「ああ、このとおり」


    「無理はしないでくださいね、時期外れのカゼは長引くみたいですし。そうじゃなくても、センパイはいろいろ無む茶ちやしがちなんですから」


    「空みたいなこと言うなって」


    「センパイ、これからお昼ですよね。今日きようは学食ですか？」


    「いや、弁当だよ」


    　包みを見せると、アサヒは納得といった顔をする。


    「今日は天気がいいですもんね。桜はもう散っちゃったけど、中庭で食べるのも気持ちよさそうです」


    「よかったら一緒に食べるか？」


    「えっ……」


    「先約があるなら遠慮しとくよ」


    「あ……えっと……くうっ……ボクはなんで今日きよう、日直なんだろ……」


    「仕事があるのか。誘っちゃってごめんな」


    「ううう……」


    　アサヒはどんより落ち込んだかと思ったら、勢いよく顔を上げた。


    「センパイ、聞いてくださいっ。ただ待ってるだけじゃ、今みたいにチャンスを逃のがすだけだって知りました。待つならもっと前向きに待ちます。ボク、野球部に入ることに決めます！」


    「アサヒちゃん、男の子だったのか……」


    「違います！　マネジって意味です！　しゃべり方で間違われるかもしれないけどっ」


    「まあ、間違うわけないか。よく見たら」


    「どこ見てるんですか！」


    　胸を隠して、むうっと上目遣い。


    　アサヒとたわいない話をしていると、どうしてもユウヒの仏ぶつ頂ちよう面づらがちらついてしまう。


    　楠くすの瀬せ姉妹の仲なか違たがいは、まだ変わっていないだろう。


    　だけど、いつかは。


    「……センパイ。怒らないで聞いてくれます？」


    「ば、バストサイズを？」


    「違います！　センパイ、部活に戻ってくるなんてこと……」


    　海かいは、首を横に振ろうとして。


    「……わからないよ」


    　口が勝手に動いていた。なにかが自分に働きかけた。


    　そのなにかとはきっと、この世界にはなくて、あの世界にあったもの。


    　いつかもう一度、それを手に入れる日は訪れるのだろうか……。


    「センパイ。ボク、野球部で待ってますからね！」


    



    　元気なアサヒに見送られて中庭に着くと、ベンチには妹の姿があった。


    　空そらは黙って、横にずれた。あたかも指定席のように、海もそこに座った。


    「兄さん、次差ボケは大丈夫ですか？」


    「べつに海外から戻ったわけじゃないぞ」


    「時差ボケではなく、次元差ボケのことです。現実の暦では、もうすぐゴールデンウイークです。それが終われば中間テスト。ドリメモと違って体育ばかりを選ぶわけにはいきません。赤点なんか取らないよう、ちゃんと勉強してくださいね」


    　海かいは一気に憂ゆう鬱うつになった。


    「俺おれって自慢じゃないけど体育しか得意教科がないんだよな……」


    「それは本当に自慢になりません。そもそも兄さんは帰国子女なのに、英語すら苦手というのはどういうことなんですか」


    「おまえはたしか、五か国語は話せるんだよな」


    「なのに、なぜ兄さんは日本語だけなんですか」


    「決まってる。俺が、バカだからだよ」


    　海は肩をすくめる。


    「ああ、違うか。今は、ゲームバカってやつか」


    「頭に『恋愛』がついていませんよ」


    「そうだったな。俺は恋愛ゲームバカだ」


    　いつかは、現実の恋愛を攻略する日だってやって来るのかもしれないけれど。


    　空そらはくすくすと笑っていた。


    「ゲームバカでしたら、わたしと兄さんは一緒ですね」


    「おまえと違ってゲームが好きかどうかは、まだわからないけどな」


    「それじゃあ、兄さん。ゲームを楽しむとっておきの秘ひ訣けつを教えてあげます」


    　空はぴんと人さし指を立てて、


    「一緒にプレイしたいと思えるような、そんな相手と出会うことですよ」


    　続いた声はとても小さくて、海には聞き取れなかった。


    「だからわたしは、幸せ者です……。生まれたときにはもう、その相手がそばにいてくれたんですから」


    　それからふたりは、行儀よくいただきますをした。


    　海が弁当箱を開けると、中身は妖精少女だった。


    「なんて斬ざん新しんな弁当だ……」


    「……パーシィじゃないですか」


    　パーシィは中身をすべて平らげて昼寝を満まん喫きつしていたが、日の光で目を覚ました。


    　大口を開けてあくびをしたあと、目を見張る海と空に気さくにあいさつする。


    「開けてびっくり、次元の狭はざ間まからおはようなんだぞ！」


    　海はつまんで放り捨てた。


    「なにするんだーっ！」


    　聞き慣れた大声が、この空にこだました。

  



  
    



    　あとがき


    



    　自分がラノベを書くことになろうとは、思いも寄りませんでした。


    　学生時代は野球部に所属していたので、放課後はいつもグラウンドの土にまみれていました。


    　へとへとになって家に帰ると、文字を読む気力もありません。


    　授業の課題を片付けることくらいが関の山です。忘れることのほうが多かった気もしますが。


    　そんな日々に変化が訪れたのは、高校に入ってからでした。


    　高校時代は寮生でした。厳しい規則がありまして、寮はテレビの持ち込みが禁止、もちろんゲーム機も禁止です。


    　破ったら生徒指導室に一日監禁されてクラスメイトに行方不明扱いされるという、ちょっとめずらしい学校だったかもしれません。


    　テレビとゲームという大きな娯楽を奪われたことをキッカケに、マンガだけではなく、ラノベも読むようになりました。


    　大学に入ってもそれは続いていて、小説家志望の友人の誘いもあり（彼は今、行政書士になってますけどね！）、趣味で同人小説を書くようにもなりました。


    　その延長で同人ゲームにも手を出しまして、幸運にもそれを気に入ってくださったＰＣゲームメーカーさんに拾われることになりました。


    　ゲームシナリオライターのお仕事をするようになってからも、ラノベは時々読んでいました。


    　そんなこんなで、ラノベは趣味の域を出ないまま、時が過ぎ……。


    



    　このたび、ガガガ文庫様に恐れ多くも声をかけていただきました。


    　担当の江橋さんがいなければ、私はここにおりません。それだけではなく、小説初心者で右も左もわからない私を丁寧に助けていただきました。


    　いくら感謝しても足りません。ありがとうございました！


    　そして、イラストを担当してくださったwingheart様。


    　素敵な絵の数々は執筆の活力でした。おかげさまで完成までこぎ着けることができました。すべてのイラストは私の宝物になっています。ありがとうございました！


    　エロゲーマーの父へ。あなたにその趣味がなかったら私は公務員になっていたところです。感謝してます。ほんとだよ！


    　最後に、本作をお手に取っていただいた読者様。少しでも楽しんでくれましたら、それに勝る喜びはありません。最大の感謝を捧げます。ありがとうございました！
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